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トカ ラ語Bの 『Avadana写 本 』 断 片 につ い て

荻原 裕敏

キ ー ワー ド:ト カ ラ語B 『Avadana写 本 』 《Jyotiska-avadana》 《Sarana》

要 旨

本稿では文字やサイズなどといった断片の外形的特徴や言語特徴か ら同一の写本に属 していた

と推定され る ドイツ所蔵の一群の トカラ語B断 片を扱 う。この写本のタイ トルは現存 していな

いが、筆者の研究によれば、これ らの断片は本縁部に属する物語を伝 えているため、本稿ではこ

の写本を『Avadana写 本』と称する。ここでは特にこれまで未公表であったTHT1165・THT1166・

THT1249・THT1285・THT1507・THT1548・THT1680・THT1681・THT2976・THT2981・THT3054

を中心に、これ らの断片の転写と和訳を提示すると同時に、梵文並びに漢訳仏典を利用 して断片

の比定を行 う。 これ らは[a]THT1165+THTI548及 びTHT1166+THT2976、[b]THT1285+

THT1507+THT1680+THT2981.frg.1+THT3054及 びTHT1249+THT1681+THT2981.frg.6と い う

四葉のfolioに 還 元でき、[a]の物 語は《Jyotiska-avadana》に、[b]の物 語は漢訳 『大荘嚴論経』第65

章 ・『雑寳蔵経』第24章 「娑羅那比丘為悪生王所苦悩縁」及び蔵文《Karmasataka》第89話《Sarana》

に比定され るが、文体か ら見てこれ らの物語に基づいた トカラ仏教の側のadaptationで あ ると判

断され る。また、現在までのところ、筆者によって再構された 『Avadana写 本 』は他言語中に一

致する文献が確認されないため、トカラ仏教の側で独 自に編纂されたか、或いは現在は失われた

Avadana集 成 に基づいたものと考えられ る。
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動詞表

Plates

0.導 入。トカラ語Bの 『Avadana写 本』について

現在筆者は、所謂 トカラ仏教が どのよ うにイン ドに由来する仏教 を受容 したか、 またど

のような仏典が彼 らに知 られていたか、そ してその部派帰属は何であったかと言った仏教

史的な問題 に主な関心があ り、このような観点か ら トカラ語仏典の体系的研究を行 ってい

るが、本稿ではその成果の一部について報告する。

筆者は、 ドイツ所蔵 トカラ語B断 片中に筆跡やサイズ と言 った外形的特徴だけでな く言

語特徴にも共通点が確認 される一群の断片が存在 している事に気付 き調査を行って きた。

その結果、内容が確認できるものについて見れば、 これ らの断片は比喩課や本 生課 といっ

た本縁部の物語を伝えてお り、本来これ らは同一の写本に属 していた と推定 され るべ きで

あるとい う結論に至った。ただ残念ながら、この写本の題名 は現存 していないため、本稿

ではこの写本を 『Avadana写 本』 と称する事 とする。

最初に、これ らの断片が同一の写本、即ち筆者が 『Avadana写 本』 と称する写本に属す る

と判断 した根拠を示 したい。比較的大きな断片の場合は断片そのものの外形的特徴 を利用

す る事ができるだけでな く、内容 もある程度参考にす る事ができるが、全ての断片につい

て この二点を利用できるとは限 らない。特に トカラ語文献の場合、その大部分 は非常に小

さい断片であるため、『Avadana写 本』への帰属を確定する事が困難 である。 これ らの状況

に鑑みて、筆者は断片の外形的特徴の内、以下の点に注目して判断 した。

[A】:使用されているBrdh〃li文 字

[B]:断 片に見 られ る罫線 と行間

前者の 臨励癖 文字 とは書写に使用 されている文字の類似を意味 しているが、後者の断片

に見 られ る罫線 と行間については若干の説明を必要とす る。筆者が確認 した範囲内では、

トカラ語断片で使用される罫線は、そこに書写され るべき 飾励〃π文字の母音記号を除いた

基字の書き出 しを一定にす るために書かれている事が多い。 しか しなが ら、本稿で扱 って

いる断片については、罫線 と 、Br励mi文字の基字の書き出 しの間にある程度の余 白があ り、

罫線は基字の上部に付 され る9>や 母音記号またはAnusvdraの 位置を一定にす るために利

用されている。ただ し、このよ うな罫線の利用は他の断片でも確認 されるため、ここでは

同時に行間の幅 として罫線 と罫線の間が約1.5cmで ある点も利用 した1。

1ド イ ツ所蔵断片THT184(=BI84)は
、 ここで指摘 した罫線の使用法や行間だけでなく、薔写に使用され

ているル励而 文宇もほぼ同一のタイプに属しているが、内容から見て別の写本に属する可能性が高い。こ

のような断片が存在している以上、筆者がここで採用 した方法は確実な判断を下す基準 とは言えないが、
一定程度の判断材料 としては利用可能であると考える。そのため、以下に紹介する全ての断片が 『Avadlina

写本』に帰属 していると確定できるわけではない点に注意されたい。ただ、このような断片の数は非常に

少ないため、ここで示 した特徴を持っ断片は基本的に 『Avadana写 本』に帰属すると推定されそうである。
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トカラ語Bの 「Avadana写 本」断片について

以下には、このよ うな基準に基づいて ドイツ所蔵 トカラ語断片か ら筆者が『Avadana写 本』

に属すると判断 した断片の リス トを紹介する。 なお、以下の リス トでは現在の所蔵番号で

あるTHTの 番号に従って配列 している。また、発見場所に関する記載が見 られ る断片につ

いては、その記載について も注記 しておく。

『Avadana写 本 』 断 片 リ ス ト2

THT409(MQ284)3

THT1126,THT1165(MQ138),THTll66,THT1167,THT116S4

THT1245,THT1249,THT1250,THT1253,THT1285

THT1507,THT1513,THT1548(MQ138),THT1551,THT1554,THT1556

THT1611(MQ23),THT1652.ft9.2,THT1680,THT1681,THT1683

THT2976,THT2981.f噛1,f㎏.6,㎏.7,THT2995,THT2996,THT2998,THT2999

THT3034,THT3035,THT3052,THT3053,THT3054,THT3056,THT3083,THT3091

THT3110,THT3112,THT3124,THT3128

THT3208,THT3237

この リス トか ら窺えるように、『Avadana写 本』に属すると推定され る断片は、 ドイ ツ所

蔵 トカラ語断片中に44点 確認 される5。また、その内の四断片には発見場所 としてMQの 記

載があ り、この記載に従えば、これらの断片は κ捌 で入手された事にな る。 これ らの断片

がκ痂1で 発見された事は、この写本で使用されている トカ ラ語Bの 言語特徴を位置づける

上で非常に重要な点である6。

上に述べた断片の帰属 を判断す る際に利用 した基準 と して、筆者は使用 され ている

Brjhmi文 字の類型を挙げておいた。現在までのところ、 トカラ語文献の書写に使用 され る

Brahmi文 字に関する体系的研究はTamai(2011)の みであるため、本稿 では玉井氏によって

設定された枠組みを利用す る。『Avadana写 本』に属すると判断され る断片の殆 どはこれま

で未公表であるが、先に触れたよ うにTHT409は 既にTochSprR(B)11でNr.409と して転写

が公表されているだけでなく、先に挙げたTamai(op.cit.)で も研究対象 となっている。玉井

氏の枠組みに拠れ ば、このTHT409はH-1即 ち標準的な トカラ語BのBrjhmT文 字で書写さ

れているとい う。筆者は トカラ語文献の加励而 文字について体系的に研究 した事がないた

め、ここではこの結論を紹介するに留める。

2本 稿 で 扱 う これ ら の 断 片 は
、 現 在 ベ ル リ ン国 立 図 書 館 に 所 蔵 され て い る(DepositUmderBERLlN-

BRANDENBURGISCHENAKADEM1EDERWISSENSCHAFTENinderSTAATSBIBLIOTHEKZUBERLIN-

PieussischerKultUrbesitzOrientabtei置ung)。
3TechSprR(B)ll274で 翫409と して 出 版 され て い る

。
4こ の 断 片 はMalzahn(2007c:242)で 転 写 と英 訳 が 出版 され て い る

。
5『Avadana写 本 』 に属 す る と見 られ る断 片 は

、THT409を 除 い て特 定 の 番 号 に集 中 し て い る 事 が リス トか

ら窺 え る。筆 者 はTechSprR(B)で 出版 され た 断 片 と残 りの 断 片 の分 類 の基 準 に つ い て の 知 識 が な い た め確 実

な 事 は 言 え な い が 、 単 な る偶 然 とは思 わ れ な い 。
6『Avadina写 本 』に 反 映 され る トカ ラ語Bの 言 語 特 徴 に つ い て は

、以 下 の 各 断 片 に つ い て の紹 介及 び本 稲

第 七 節 を 参 照 され た い 。
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本稿 では以上 の よ うな特徴 を示す 『Avadana写 本 』の全断片 を研究 対象 とす るが、特 に中

心 となる もの は、これま で個別 の語形 の引用に留ま って いたTHT1165・THT1166・THT1249・

THT1285・THT1507・THT1548・THT1680・THT1681・THT2976・THT2981・THT3054で あ

る。 これ らの断 片は いず れ もfolioの 一 部分 を残 すのみ であるが、筆者 の研 究 による と、こ

れ らの断 片は[a]THT1165+THT1548及 びTHT1166+THT2976、[b】THT1285+THT1507+

THTI680+THT2981.行9.1+THT3054及 びTHT1249+THT1681+THT2981.frg.6と い う二つ

の比喩課 に属す る四葉 のfolioに 還 元 でき、[a】の物 語は《OfyotiskO-avaddna>>に 、[b】の 物語 は漢

訳 『大荘嚴 論経』第65章 ・『雑寳藏経』 第24章 「娑羅 那比丘為 悪生王所 苦橿 縁」及 び蔵文

《dKarmαsatakm>第89話 《〈Saranm)に 比 定 され る。また、これ らの断 片の分析 を通 して 『Avadana

写本 』 に反 映 され る トカラ語Bの 言語特徴や比定 され た物語 か ら推定 され る写本 の部 派帰

属及 び 『Avadana写 本 』か ら窺 え る トカラ仏 教におけ る仏典受容 の問題 につ いて も言 及す る。

1。THT1165+THT1548及 びTHT1166+THT2976rectoに つ いて

こ こで は、『Avadana写 本 』 に含 まれ る断片 の内、THT1165+THT1548及 びTHT1166+

THT2976rectoに つ いて検 討す る。これ らの断片は二葉のfolioに 還 元す る事が で きる。この

接合 に よ り上記 の断片 の内容 を《Uyotiska-avaddna>>に 比 定す る事 が可能 となった だ けでな く、

THT1165に 収 め られ て いる一断片 を除いて不明で あった表裏 を確 定す る事が で きた。 残念

なが ら、復 元 され た二葉 のfolioは 連 続す るものではな く、物語 の 中間 と結末 に相 当す る部

分であ るため物語 全体 を回収す る事 はできず、 トカ ラ語Bの くOfyotiskO-avadana)》が 本 来 どの

程度 の長 さであ ったのか を推 定す る事 はできない7。

1-1.THT1165+THT1548の 転写 と和訳

THTH65に は三つの断片が、THT1548に は二つの断片が納められているが、THT1165に

収められている一つの断片を除いて発見場所についてTIIIMQ138と の記載があ り、Kizil

で発見されたもの と推定され る。 これ らの断片については個々の論文で個別の語形が引用

されるに留まってお り、これ までこれ ら五点の断片の相互の関係 については研究 された事

がない。筆者の研究によれば、この五断片は直接接合するだけでなく、欠けている部分は

あるものの、一葉のほぼ完全なfolioを 復元する事が可能である。復元 されたfolioの サイズ

は縦が約8.1cm、 横が約48.5cmで ある。なお、THTI165に 収められた一つの断片にはfolio

の番号 として<43>が 付されている事が確認できる。以下に提示する転写はこれ ら五断片を

接合 した ものであ り8、接合 した結果については図1を 参照 されたい9。

7Schmidt(1983:275 。277)に よ る と 、 ドイ ツ所 蔵 断 片Mainz655,5(=THT3602)に は《dyottsko-avaddnm・ に比

定 され る記 述 が 見 られ る と され て い る が 、この 断片 を扱 っ たMalzahn(2007b:271-273)で は 、こ の解 釈 は採

られ てい な い 。
8本 稿 で 採 用 した 転 写 方法 は以 下の 通 りで あ る

。 なお 、以 下 の 各 節 で は 個 々 の 断 片 の 転 写 を提 示 す る際 に

transliterationを 用 い る場 合 を除 い て 、 原則 的 に トカ ラ語 の 形 式 はtranscriptionで 引 用 す る。

〃 破 損 して い る箇 所

θ 筆者 に よ っ て推 定 され た箇 所

〃 写 本 の 破 損 箇 所
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トカラ語Bの「Avadana写 本」断片について

【転写」

a 

 I matene[a1 [kwri] -------[kJ. .k. Hai  yamo(r)[mJe(m) foils  [k]ern  -

  - —(errksa)t[e]lbl make yolm[e](memi`i up)[paJ11 tumpa tas[e]m(a)[n](e) ——-

  - — — — (o)[rJ(o)tsts(e) Mika aksar aklyilnene nau-

2 miye ---------0 taka cwi samne jnJ(a)kc(i)y(e) kare pakri 

Oka iariye starisa rarikormem fit ..a -------latte[d1 t su sae 

yiirpontasse oko 

3 yumane mg[, ](cus)k(e sai) ft all](o)[kJ(0 pr(e)- 0 sciyaine cwi jotiski pacer 

  subhadre osta sm[e]n"ca orocce tekine karpa — — — — .n. [sarn]tkentasu 

skainamane ma se yak?' 

4 kauc° ertsi pas? s[ruk](a) II tumem su- 0 bhadri osta smencantse 

srukormem walo bimbasare cau jotiskem kalyskerp 4;01 (em) [o]sta smell cal 

yama[s]s(a)te snai maka spa wai-

5 peccesse ekamrle [wsa]n[e] t cwi waipeccesa snaiyiiltsenmasu 

karyorttanc° karyor yatsi auntsante t asassai wrassai y[t]a(r) isa waiptar 

preke jpo]stam maitar kantsakarcamne[ l II ta-

b 

1 w[n]o presyaine campa[yf 1~[ri]n[e] pernauntsai$allek brahmanemaskitar 

su snait[s] = attsaiki t su sano klate makte ostamem t tawampa sesu 

plontomane cew [pre]k(e) t 1 tumem sa„i cwi brahm(a)ne-
2 ntse sana sp[aJlmem [kJ(r)e(nt) y kalpas nau- 0[t]saske [nan]askarmem[s] 

wakicepi epastiyepi wapamntsantse wasa t palkamom l(ya)[kw](a)[z]1111 k[e]neki 

waw[a]parmem['1 k[rJent(t) werempa Awl rorm(e)m 

3 cwi (sa)n 1 [p]e(tsantsein bra)[hm](a)[n](entse wa)[s]a 0 tumem wessamn[e]j i 

pas twe cwi spalmem kenekantse vastrapariks [a] kern pito pe[p]r(utku) [tu) 
  (pi)t[o]sa peplyarike t kwri tu pitosa karna-

4 ntrai`1 k(artse) -------0 tane naun[t]aintsa ((acca)[p](a) t lane 

riye ksa ma nesam orponkt ma nesam t tum(em) ------.s. pa_si 

omte peplyarike t brahma-

5 tie we[scgJ(m) -------- tumeip br(a)[h]mane k(arpa) — 
 cau t kar[p](a k)e(nekam)[tse] pito yam[t](s)i ya(tka) — — — — -

一:欠 け て い るakSara

.:akSaraの 欠 け て い る子 音 若 し くは 母 音
=:sandhi

9本 稿 で は 断 片 の接 合 に 際 してIDPで 公 開 され て い る写真 を利 用 した
。 接 合 した 写 真 を 公 開 す る事 を快 く

承 諾 頂 い たBerlin-BrandenburgischeAkademiederWissenschaftenに は 心 よ りお 礼 申 し上 げ る。
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 I c]enekt o[Jt palkormem t yaltse11{m

[注釈 】

回:文 脈 か ら考 えて、 この部分 はSubhadraが 炎 の中に いる.lyotiskoを 取 り上 げ なか った場

面 に対応 す る と推 定 され る。 筆者の推 定が正 しいな ら、 この部 分 は 仮り刑δ伽 θ と再建

され 、 なお かっ否定辞 のmdが 先行 して いた と考 えられ る。

【b]:こ の 箇 所 は、仏陀 に指示 されたhvakoがJyetiskOを 炎 の 中か ら取 り上げ る場面 で ある。

こ こで は、梵 文《(1)砂δvα1励の》:tenaη 加 幽 ヵなε澱citam城g∂ 妙α8酌 肋 友(Vaidya1959a:

167.10)を 参 考にノotis[klem(puwarneenksa)tte]と 再 建す る。

【c】:nvakaがJyotiskaを 取 り上げ る様子 を磐 えた部 分で ある。 意 味か ら考 えて奪格 では な く

処格yoime(ne2を 再 建 し、「池 の 中の蓮 を取 り上 げ るか の よ うに」とす る事 も可能 であ る。

[d】:こ のak§araをqte>と 解 釈す る可能性 も完全 には否 定 され ない。

[e】:こ の語形 は初 出で あ り、Malzahn(2010:785)に1ま 登録 され て いな いが 、語根ydt。`be

capable'の 三 人称 単数 ・過去 形 ・能動 態で ある。

田:こ の韻文 の韻律 の名 称 であ るktV2tsaharsopneはkOntsdOrscv?1*の 処 格 で あ り、トカ ラ語A

に も同 じく処格 のktppatsaktzrsnamが 在 証 され てお り、Carling(2009:99)で は4×12音 節

の詩 形 と され てい る。一 方、 トカラ語B文 献にお いて は、TochSprR(IB211:189で 出 版 さ

れ たB298が 、この韻律 を確 定す る唯一の資料 であ り、それ に対 す る解 説 では12/12/13/13

の 詩 形 で ある と され てい る。 総 じて断片 が多 い トカ ラ語文 献で は 資料上 の制約 か ら韻

律 の確 定 は困難 であ る場合 が多 いが、B298はKiZil石 窟 の壁 面に書 かれ てお り、 ドイ ツ

探検 隊 によって撮影 され た写真 に基づい て転 写が出版 され た。幸 いに して、筆者 は2011

年8月 に新彊 亀叢研 究院 で開催 され た学 会 に参加 した際 、 この韻文 が残 され た石窟 を

調査す る機 会 を得 た。調査 の結果 、B298の 最 後 の部 分 はnreyentaneで は な くnreyntane

とす べ きであ る事 が明 らか になった。 この ため、 この韻律 は12!12113112と 訂 正 され る

事 にな る。 ここでTHT1165+THT1548a5-b1の 詩 形に注 目す る と、12!12!10!12と な って

い る事 に気 付 く。最 終 的な結論 を導 くには別 の資料 が必要 であ るが、筆者 は トカ ラ語B

の この韻律 も トカ ラ語Aと 同様12112112112と 再 建 され るべ きで あ り、 トカラ語B文 献

に は偶 然第3padaの 部 分 に誤 りが生 じた用例のみ が知 られ てい るのでは ないか と考 え

て い る。

【g】:この形 式 はMalzahn(op.cit.:680)に は 登録 され て いな いが、 梵文 《〈DivydVaddnσi>:tayδ

vithimgatvjkarpasahkritah.tamparikannayitv∂s'laks4a脚sditramkartitam.(op.cit.:170.32)

及 び 『根 本説 一切 有部毘奈 耶雑事』「買取劫 貝撚 成細縷。」(T.24,no.1451,214a9)を 参 考

にす る と、Malzahn(2003)に よ って指摘 された動詞 語根ndSk-`tospin'のabsolutiveで あ

る と確 定 され る。この形式 に基づ けば、語根ndSk一 の 過 去分詞 はnandSkOu*と 再 建 され 、

在証 され てい る願 望法 の形 式 も考慮 に入れ る と、過去形 第1類 に分類 され る。

【h】:これ まで に知 られ てい る トカラ語Bの 語彙 と文脈 を考慮 に入 れ る と、この部 分 に推 定

され る1(yaりlk"e7(a)[m7は 、lyakwa,pafie`brillianちshining(?)'(Adamsl999:565)の 書 き誤 り
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と考 え られ る。 対応 す る梵 文《の砂 伽α面 ηα》及び 『根本説 一切 有部 毘奈 耶雑 事』 では織

りあ がっ た畳 の描写 と して この よ うな語 は見 られ ないが 、<<,lyotiskO-avadanm}の 異 訳 で

あ る 『佛 説 光 明童子 因縁 経』 に はバ ラモ ンの妻 が畳 につい て 「今此 白監 上妙 細軟。

慣 直千金。」a14,no.549,860bO9-10)と 述 べてい るだけで な く、先に注 ㎏】で 引用 した箇

所 に はこの畳 の原 料に対 してjlakspa-`slippery,smooth,polished'(nV1103)と い う形 容

詞 が見 られ る事か ら、 この推 定は支持 され よ デo。

[i]:こ の 形式 はMalzahn(op.cit.:865)}こ は 登録 され てい な いが、 語根wOρ 一ltoweave'の

absolutiveで あ るn。

田:こ こは、バ ラモ ンの妻 が 自身 で仕立 てた畳 を夫 であ るバ ラモ ンに与 え る場 面 で ある。断

片に残存 して い る部 分 と文字数 に基づ いて トカ ラ語Bの 「夫」 を表 すpetsの 属 格 を再

建 した。 なお 、 この語 の単数斜 格形 及び属 格形 は これ ま で知 られ てい ない た め、 こ こ

ではTEBI:131。132の 記 述 を参考 に推 定 した12。

【k】:この形式 もMalzahn(op.cit.:577)1こ は 登録 され てい ないが 、語根kdiry-`tobuy'の 三 人 称

複 数 ・接 続法 ・中動態 の形式 であ る。

凹:前 後 の文脈 か ら考えて 、欠 けてい る部分 には 目的 に相 当す る語 が推定 され る。ここでは 、

語 根pldthk-`toselrのinfinitiveのplyamssiを 再 建 してお く。

[m]:こ の 部 分は 、梵文《(DiryavadOna》》:tenatasyakdrsjpa4asahczsrcv7idattam.(op.cit.:172.05)

及 び 『根 本説 一切 有部毘奈 耶雑事 』 「総 取千銭。」(op.cit.:214b22-23)に 対 応す る部 分で

あ り、JLvotis.kOが畳 を1000denariusで 購 入す る場面 に対 応す る と推 定 され る。 この推 定

が正 しいな ら、 この部分 にはtinδrの 複 数通格形 であ るtinarntasa或 い はtindrdintasaが

再 建 され よ う。

【和訳]

a

l彼 ←Subhadra)は 彼(=Jyotiska)を 取 り上げなか った。 も し...。 彼 は_し てか ら、

(炎 の中 にい る)かo廊 肱 をつ かみま した。そ して、あた か も池 か ら蓮 を取 り上 げ るかの よ

うにla】(取り上げ ま した)。_彼 は大 きくな りま した。 文字 の勉強 にお いて 、宝...

2...で した。 彼 に は人間 と神 の威厳 が現れ ま した。上 の宮殿 に登 って か ら_。 彼 は 自

らの 善行の熟 した果実 の よ うな

3王 子 で した。或 る時、そ のJyotiskaの 父 親 のSubhadra長 者 が大病 に罹 りま した。...種 々

:oト カ ラ語BのlyakwaMeはhapaxで あ るた め
、Adams(op.cit.)は 主 に 語根ldk-`tosee,look'と の 関 係 か ら

この 語 の意 味 を推 定 して い る 。THTI165+THT1548b2で は形 容 詞pdlkOmo`luminous'が 先 行 して い る事 か ら 、

この 二 つ の形 容 詞 はhendiadysの よ うに似 た よ うな 意 味 領 域 に属 して い た と推 定 され る。
11こ の 形 式 の 目的 語 で あ る トカ ラ語BのkOnekは

、Carling(2009:98)に あ る よ うに トカ ラ 語AのkOnakが

ウイ グル 語 のbδz`Baumwollstoff'に 対 応 す る事 か ら`cottoncloth'を 意 味 す る と され る が 、 こ こで は 梵 文

《《D砂 δvα伽 ω のyamatt`akindofdressconsistingoftwogamentS'(BHSD:445a)に 対 応 して い る。 しか しな が

ら 、この 対応 は トカ ラ語BのkOnekが この よ うな 意味 を有 して い た 事 に よ る もの で は な く、漢 訳 仏 典 が 「畳 ・

髭 」 を対 応 させ て い る の と同様 の措 置 で あ る と解 釈 した い。
12ト カ ラ 語Bのpetsの 唯 一 の 在 証例 と して 知 られ て きたB275b4の 斜 格 形 と され るpetsoはPinault(2010:36)

に よ って 否 定 され た が 、Schmidt(2010:847)に は こ の3吾の 主格 形 が 在 証 され て い る。
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の薬によって努力 していま したが、

4立 ち上がる事ができず、亡くなってしまいま した。llそれか らSubhcidra長 者の死後、

Bimbisdira王 はそのJyotiskO少 年を特別な長者に しま した囹。そ して限 りない程多 くの

5財 産を彼に与えま した。彼の限 りない何千もの財産を用いて、商人達は商売を始めま し

た。彼 らはそれぞれ適切な時期に乾いた道や湿った道を行 きましたlc)。llKamsakarsa"a

の韻律でll

b

1さ て、その時輝か しきCampdの 街にld】、或るバラモンがいま した。彼は非常に貧 しかっ

た。彼は同 じよ うな家から妻を嬰 りま したlcl。その時、彼は彼女 と一緒にいて幸せで し

たlfl。llそれか ら、そのバラモンの妻は

2非 常に素晴 らしい綿を糸に紡いでから[gl、優れた技術を持った機織職人に与えま したfO1。

光輝 く素晴 らしい畳を織って、良い香 りと一緒に浸 してからlil、

3自 らの夫であるバラモンに与えました。そして彼女は彼に言います。あなたはその素晴

らしい蛭の鑑定家達の下に行きなさいli]。価格が満た された らlk1、その価格で売 りなさい。

もし人々がその価格で

4買 うのならば、それで宜 しい。...そ の場合、通 りで宣言 しなさい[11。ここには全く街 も

なく市場もない回。それから...に 行きなさい。そこで売 りな さい。llバ ラモンは

5言 います。_そ れからバラモンはその畳を売 りに行きま した。そこで(dyotiskoは) ...

畳を見てか ら、(バ ラモ ンの下に)赴 き聲 の販売を行 うよ うに命 じま した{"1。1000

denariusで

[注釈 】

la】:ト カ ラ語Bのmdikte_tlonpatczsemaneは 初 出で あ り、Thomas(1968)及 びPinault(1988:

186)に は指 摘 され ていな い用 法であ るが、比喩 を表す 構文 であ る と理 解 され る。また、

この後 には ㎞ δ'θηθを再建す る事ができ るか も知れ ない。

【b】:この部 分 に対応す る記 述 は梵 文及び漢 訳には見 られ な いた め具体的 な意 味 は不明 であ

るが、梵文及 び漢訳 にはBimbisjra王 が.lyotiskOを 非 常 に大切 に していた様 子が描 写 さ

れ てい る。 そのた め、 この部分 はBimbisjra王 の かo侮 ㎞ に対 す る寵 愛 を表 して いる も

の と考 え られ る。 なお 、 この後 に続 くBimbisdra王 が.lyotiskoに 多 額 の財産 を与 えた と

す る記述 は、 その他 の言語 によるパ ラ レル には見 られ ない。

回:こ の部 分に対応 す る記述 も梵文及 び漢訳 には見 られ ない。 形容詞czsassai及 びwrassai

は 共 に後続す るytdrisaを 修 飾 してお り、後者 のwrassaiはw〃`water'か ら派生 した形容

詞 である13。 前者 のasassaiはhapaxで あ り意味の確定 は困難 であ るが、文脈 か ら見 て

wrasse*の 反 対の概念 を指す形容詞 であ ると推定 され る。この推 定が正 しいな ら、asasse*

t3形 容詞wrtzssetはThomas(1977:113)で 指摘されているが
、Thomasが 扱 っている断片には語幹の部分が

僅かに残存しているに過ぎない。そのため、指摘されている限り、この形容詞の完全に残っている例とし

てはこの断片が初出である。
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の語 幹 と して想 定 され るdS*は 「砂」或い は 「砂漠」の意味 で あ り、動詞 語根dS。`todry

(out)'か ら派生 した名 詞で あ ろ うと考え られ る14。 また 、 ここに在証 され るprekepostdim

は管 見の 限 り初 出で あるが 、梵語 αη&栃㎞`oppo血nely,occasionally'(nV:31a》 に 対応

す る語 と して解釈 した。

【d】:梵文及 び漢訳 か ら、 この街 の名称 はCampaで あ る事は確 かで あ るが 、 トカ ラ語Bの 物

語 ではcampdyrineと な ってお り、推 定 され る梵 語 とは一致 しな い。恐 らく梵 語campd一

の処 格で あ るcampdyjmの 語 幹 の分析 の誤 りに起因 してい る と推 定 され る。

[e1:こ の 箇所 は梵 文くくDiUydvaddnの 》:tenasadr.s'atkuldtkolatramdnitam.(Vaidya1959a:170.30)

に対 応 してい る。 トカ ラ語BのSanokdil一 は これ まで指摘 され てい ない が、 この対応 か

ら 「妻 を婆 る」 とい う意味 であ ると理解 され る。 また、梵文5α 姪 あ勧 伽 に対 応す る ト

カ ラ語BがmdEkteostωmlepaと な ってい る点 は注 目され る点 であ る。 通 常、 トカ ラ語B

のmdikteは 梵 語 のyathjやivaと 同様 に比喩 を表す接続 詞 と して使 用 され るが且5、ここ

で は梵 語5α 加o-`like,similarto'(nV1140a)の 訳 語 と して使 用 され てい るだ けでな く、

mdikte-ost「 同 じよ うな家 」 とい うcompoundを 形 成 してい る と見 られ る。

国:こ の部 分 も梵 文及 び漢訳 には 見 られな い。 トカ ラ語Bのplontomaneは 語 根pldnt-`to

rejoice,beglad'の 現 在 中動分詞 であ り、 このpadaは 定 動詞 を欠 いた文 とな って い る。

[g】:ト カ ラ語Bの 履 ρお は初 出で あるが、 ここでは斜格形 で ある事 が文脈 か ら明 らかで あ

る。この語 は梵 文(《D砂 δvα伽 ω》(op.ciL:172.32)で はkarpdSa-`Baumwolle'(SJVrFk27a)

に 対 応 して い る事 か ら 「綿 」 を指 していた と推 定 され るt6。 ま た、 ここに在 証 され る

nautsdSkeは 初 出で あ るが 、梵文《〈DiiO2thiaddnm}:tayjvπ 痂η2gatVdkarpdSahkritah.tCII?1

parikOnnayitvjSlaksptamstitramkortitam.(op.cit.:170.32)及 び 『根本 説一切 有部 毘奈 耶雑

事』 「買取劫 貝撚 成細 縷。」('「24,no.1451,214a9)を 参 考 に 「糸」 とい う意味 を推 定 した

17
。

[h]:こ の 部分 は梵 文《のiyy`7vaddna}〉:Sobhanenakuvindenahars両 ρapczsahasramtilydiyamafivdyitj.

(op.cit.1171.01)に 対 応 してお り、 トカ ラ語Bのwapapantsaはkuvinda-`weaver'(nV:

296c)に 相 当 してい る。 トカ ラ語Bの 接尾辞一ntsaは 、従 来一ttsaと され て きたが、Schmidt

(2001a:20-21)に よ り一ntsaと 訂 正 され た。 ここでは、 この接尾 辞 がAntLsvdraを 伴 って

現れ てい るた め、Schmidtに よ る訂 正が妥 当なもので あった 事が裏付 け られ る。

田:こ の部分 も梵 文及び漢 訳 には見 られ ない。現 在ま でに知 られ て い る トカ ラ語Bの 知 識 に

基づ けば、yairormemは 動 詞 語根wdir-`topractice'のabsolutiveで あ る。 しか しなが ら、

14形 容詞t2sassetの 語 幹 は 名 詞 の 斜 格 で あ る た めdSSの 主格 を確 定 す る事 は 困 難 で あ る が
、 こ こで はdSSと

して お く。 ま た 、 このdS*はSchmidt(1997:246}で 指 摘 され た 「山 羊 」 を 意 味 す るdSと は別 の語 で あ る。
15こ の用 法 につ い て はThomas(1968)を 参 照

。
16ト カ ラ語Bに は 「綿 」 を指 す 語 と して

、既 にkOmpdssが 知 られ て い るが 、 この 語 形 は 、Skt.karpdSa一 と意

味 領 域 が 近 く、 か つSkt.kamba'b-`Wollgcwand'(SUaFI:20b)の 借 用 語 で あ るkOmpd'"`mantle.cloak'と の

contaminationに よる もの と され て い る(Adams1999:141)。THT1165+THT1548b2に 在 証 され るkOiptiisは 、

Skt.kOrpdSa一 のPr温 ㎞t語 形 と して 推 定 され る"kOppdsa一 を梵 語 形 に戻 す 際 に生 じた誤 りに 基 づ く語 形 と推 定

され る。 な お 、 トカ ラ語Aに 在 証 され るkOpptsに つ い て はPinault(2008:220・221)を 参 照 。
17こ の 語 は語 根nask -`tospin'と 同 様 にPIEの*snehi-`spinnen'(LIV2:571・572)か ら派 生 した 名詞 に 接 尾 辞

一SkOが 付 され た もの と推 定 され る。 な お 、 この 語根 か ら派 生 され る名 詞 につ い て はIEPSi:973を 参 照 。
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こ の 意 味 は こ の 文 脈 で は 妥 当 と は 言 え な い 。 この 形 式 に つ い て 、 筆 者 は 梵 文

(〈Diyydvadanm》:8!rhapatirgandhaktlisihairbhaklamsdcihの,itumδrabdhab.sugandhatailena

eavastrd4itimayitvakhdclyahanγullddayitum.(op.cit.:176.27-28)及 び 『根本 説一切 有部 毘

奈 耶雑 事』 「便 用 家 内栴檀 香 木。 以將 炊饗。 復 以香 油 塗其 愚布 。 用煮 餅 食。」(op.cit:

216b20-21)を 参 考 にす る事が可能 であ ると考 える。この部分 は かo晦 肋 の過 去物語 で あ

り、畳 とJLyotiskOと の 関係 を説 明 した部分 であ る。そ のた め、Jyotiskaが 入 手 した盤 に

も同様 の因縁 があ った もの と推 定す る事が可能 であ ろ う。 筆者 の推定 が正 しいな らば、

このyairormemは 梵 語timのuti`makesweちsprinkles'(BHSD:254b)のabsolutiveで あ る

timayitvaに 対 応 して いる と解釈 され る。以上 の推 定 に基 づ き、ここではyairormemを ト

カ ラ語Aの 頭 粋`tobathe'に 対 応す る、 これ まで指摘 された事 の ない トカラ語Bの 語根

ydir-`tobathe'(causative)のabsolutiveで あ ると推定 したい。

li]:上 に提示 した和 訳で は、 トカラ語Bの 本文 に従 い 「その素晴 ら しい盤 の鑑 定家 達の 下に

行 き な さい」 と訳 したが、 この箇所 の意味は 「その素晴 ら しい畳 を持 って鑑 定 家達 の

下に行 きな さい」 とい う意 味であ る と推 定 され る。 こ こで 「鑑 定家 達」 と トカ ラ語B

のvastraparikSakemはhapaxで あ るがvczstraparikSakO"の 複 数或 いは単 数斜格形 で あ り、

梵語vαg伽 「ρ07晦4肋 一`prover,examinerofcloth'に 由 来す る。 ここでは文脈 を考慮 し複数

形 と して解釈 した。

【k]:こ こで は断 片に残 存 してい る文字 と文脈 か ら語根prutk-`tofillup'の 過 去分 詞 を再建 し

た。 この部分 は 「こち らの望む価格 が提示 されれ ば」 と解釈 され る。

田:こ こでは断 片に残 ってい る文字 と文脈か ら語根 吻 ・`toproclaim'の 二 人 称 単数 ・命 令法

の形 式 を再建 した。梵文《D砂 δvαd励o》にはンadikzzlicityδcati,kδrsaρa4tzsahasrepaddtavyd ,

nocedapattanamghosayitvdanγatragantavyamiti.(op.cit.:171.02)と あ り、梵 語ghosa-

`VerkUndigung
,Erklttrung'(SWrFk204b)のdenominativeのabsolutiveに 相 当 して いる と

推 定 され る。

[m】:こ こで 「市場」と和 訳 した トカ ラ語Bのorponk及 び トカ'ラ語Aのorpmkに つ いて は、

Carling(2009:92-93)を 参 照。 ここで は、 トカ ラ語Bのtaneriyeksamδnesdb770ηponkmdi

ηθ5⑳ の 内、riyeksamdnesdimが 先 の注[1]で 引用 した箇所 のapattana-`no(proper)city'

(BHSD:43b)に 対 応 してい る。

[n]:こ の 箇所 は断片 の欠落 が多いた め前後 の関係の把握 が困難 とな ってい るが、ここで は聲

の販売 を諦 めたバ ラモ ンの声 を耳に したJyotiskaが 、バ ラモ ンの下 に赴 き盤 を見せ て も

ら うよ うに求 めた 場 面 に相 当 してい る と推 定 した。 梵 文《〈DivydVadjna>>:sakathayati

dinaya,,patlydmak(op.cit.:17L27)及 び 『根本説 一切有部 毘奈耶雑 事』「報言將 來試 為観察。」

(op.cit.:214b12)に 相 当す る。

1-2.THT1166+THT2976rectoの 転写と和訳

THT1166及 びTHT2976は 共にfolioの 中間に位置 していた断片であるため、これまで表裏

が不明であったが、内容比定に伴い表裏を確定する事が可能となった。 これ らの二断片は

一118一



トカラ語Bの 「Avadana写 本」断片について

直接接合するが、folioの 左端が含まれ てお らずfblioの 番号が確定できないため、前節 で検

討 したTHT1165+THTI548と の間に どれだけの欠落があったのかを推定する事は困難であ

る。接合の結果復元 したfblioの サイズは縦が約8.2cm、 横が約14.4mで ある。THT1165+

THT1548の 横幅である約47.5cmに 基づけば、THT1166+THT2976の 接合 によって回収 され

た部分は、 このfolio全 体の三割弱に相 当してお り、残 りの六割強を欠いた状態である事が

推定できる。以下の転写も二断片を接合 したものであ り、接合の結果については図2を 参

照 されたい。

また内容にっいて言及す ると、THT1166+THT2976は 《cJryotiSkO・・avaddinm》の結末の部分に

相当する。即ちa4に は 「JyotiskaによるAvadinα が終わった」と記 されてお り、この箇所で

この物語が終わ り、以下には別 の物語が続いている事が窺える。《〈,lyotiska。avcidOna>>に続 く

物語については次節で扱 う事とし、本節ではTHTI166+THT2976のrectoの みを紹介する。

[転写1

a 

1 /// — sirem reki cirka[wam](e)fal n(i)s 1 cwi yamorntse pake — III 

 2 III Pitt  tauipresciyaine anangane osta $menca III 

3 III [oJk[o]sa ette cmitarlompakt tam yaknesa yata[IJ(n")[e] III 

4 II/ [yeJmne II jotiilkJe[nits?' apadarn ara t Iulobhakem [4()P1 //I 

5 11/ — [k ](.)[a] — koranna patriwecaldi yä .i III

[注 釈 】

回:ト カ ラ語Bのcirkdn,ameは 、Malzahn(2010:657)に1ま 登録 され てい ない が、語根tdirk-`to

dismiss,emit'の 一 人称 単数 ・過 去形 に代名 詞接 辞 が付加 され た形 式 で ある。 こ こには

Peyrot(2008:55-57)に 指 摘 され て い る。di-〉-i一と い う音 変 化 が見 られ る事 か ら、Late

TocharianBの 語 形 を反映 してい る と見 られ る。 また先 行す る`舵 吻 も、Peyrot(op.cit.:

70-71)に あ るよ うに、50惚`hard,harsh'のLateTocharianBの 形 式で あ る18。

【b】:この箇所 には裏 面 の一部 が付 着 してい るが、写真 で は・qsa>に 母 音 記 号は付 され て いな

い と判断 され る。

[c]:こ の 箇所 の読 みは不 確実 で ある。 仮 に何 と読む こ とがで き るのな らば 、k。lobhakePtSと

して 、梵 語kulOpako-(BHSZ):133)の 借 用 語dylobhake`belongingtoafamily,family

associate'の 向 格 と見倣 す事 も可能 で ある。 また、(《JryotiskO一αvα2励の》の末 尾 に続 く文 で

ある事 を考慮 に入れ て 、THTI166+THT2976a1に 在 証 され るSire`hard,harsh'を 推 定す

る事 も可能か も知れ な い。 なお 、k.lobhakepa或 い は 鰯o肋o勧25の ど ち らで あ って も、

形 態論 上 は単数 形 と複数 形 が同一 形式 であ り、且 つ文脈 が 不明 で あ る以上 、 この点 に

tsこ の 二 つ の 語 形 はPeyret(op .ciL:223・224)1こ は指 摘 され て お らず 、 従 っ て 、 この 二断 片 の 分 類 も為 され

て い な い。 なお 、筆 者 はPeyrot(op.cit.)で 提 示 され て い るLateTocharianBとColloquiaSTocharianBの 二 つ

を 区別 しな い立 場 で議 論 を 進 め て い る点 に注 意 され た い。
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ついての判断は困難である。

[d】:トカラ語Bのkorafifiaはhapaxで あるだけでなく先行す る部分が判然 とせず、また前後

の文脈 が不明なた め意味 を確定できないが、この区切 り方が正 しいな らば、kot`ten

million'のvariantで あるkOrか 或いはkOr`throat'を語幹 とした形容詞の女性形単数 ・主

格の形式である。一方、後続する部分についても語の区切れが不明確であるが、ここ

では暫定的にpatriwecaを 一っの語 としておく。ただ、この形式 もhapaxで あるだけで

な く、現時点では意味を推定するに足る根拠を欠いているため、この箇所の意味の推

定は控えたい。

【和訳】

a

1〃 ノ私 は彼 らに対 して厳 しい言 葉 を発 しま した。私 はそ の行 い の報い...国 〃

2〃 そ の時 、Anahgopa長 者 〃

3〃 ノ結 果 に よって、彼 は生 まれ ま るだろ う。 そ こで、その よ うな能 力 〃!

4〃 彼 に...。IIJyotiskaに よ るAvadimが 終 わった。親 しき友 人(達)_Z〃

5〃 ノ.。.〃

[注釈】

回:通 常 「報い」を表す語 はoko`fruigresult'で あ り、トカ ラ語Bのpdkeは`part,ponion,share'

を意 味 し 「報い」 を意味す る用例 は管見の限 り知 られ てい ないが 、梵 文《D砂 あ2α励 の》:

kharδvdgnis'cdiritd,tasyakarma"ovipakena(Vaidya1959a:179.02)に 対 応 してい る事か

ら、 この解釈 は支持 され よ う。 ただ し、 この断 片で在 証 され た 「報 い 」 を意 味 す る ト

カ ラ語Bのpdikeは 、既 知 の トカ ラ語Bのpdkeと は別 の語 で ある可能性 が高いs9。

1-3.THT1165+THT1548及 びTHTI166+THT2976の パ ラ レル との比較

本節 では 、先 に解釈 を施 した トカ ラ語Bの くOfyotiska・avaddndi)のパ ラ レル との比較 を行 う。

この物語 のパ ラ レル は梵 文 ・漢 訳 ・チベ ッ ト語 に見 られ るが 、 ここでは トカ ラ語B断 片 と

の比較 に有効 な もののみ を利用す る20。

19こ こで 「報い」と和駅 したpdkeが 借用語であれば
、梵語のpdkO-`cookin&result'(nV613c614a)の 借用

語である可能性を指摘する事ができるが、通常 トカラ語Bに 見られる梵語由来のa一語幹名詞は、事物を表

す場合請末の母音が脱落 した形式で借用されるため問題が残る。一方、梵語の ρδkO一が語根pac-`tOcooK

ripen'(MW575a)か ら派生したのと同様に、 トカラ語Bのptkeを 語根pjk-`tocooKletripen'か ら派生した

名詞と見倣す事も可能であろう。ただ、「報い」を表す舛セ は他に在証されていないだけでなく、THT1572a3

には〃ノpepekWaokO(ntaJZ〃 「熟した果実」という用例があり、語根μak一とokOと の密接な関係を想起させる

ため、ここでは 「報い」を表すρδセ については可能性を指摘するに止め、今後確実な用例が指摘されるの

を待ちたい。
2。《(JrLyotiskO-avadina))はSchoycnColl㏄tion中 にも存在が確認 されているが、(《D砂伽ロ面〃α》所収のものとほ

ぼ同一であり、また比較可能な部分がほとんどなく、特に トカラ語Bの 断片が扱っているかo廊肋 が入手

した畳の由来に関する記述を欠いているため、本稿では比較の対象としない。このSchcyenCollection中 の

断片についてはBaums(2003)を 参照されたい。一方、漢訳『根本説一切有部毘奈耶薬事』雀17(T24,no.1448,

83c12・84b20)な どに見られる物語は、上にパラレルとして引用したものとは異なる系統に属 しているため
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【梵 文]

(のiiOiivαddnav》 第19章(dyotiskih,adanm):Vaidya(1959a:162-179)

《Bodhisa〃v∂h,ciddnakOlpalatth》 第9章:Vaidya(1959bI:78-84)21

[漢 訳 】

『根本 説一切 有部 毘奈 耶雑事 』巻2-3(T.24,no.1451,210c8-217b19)22

『佛 説 光明 童子 因縁経』(T.14,no.549,854b20・865a14)

以下、上記のパラレル を引用す るが、この物語は非常に長いため全文 を引用す る事は避

け、 トカラ語B断 片の理解に資す る部分のみを引用する。 また、引用に際 しては、先に扱

った二葉の トカラ語B断 片に対応す る部分 ごとに分割 し、さらに トカラ語B断 片に関係す

る箇所はbold体(漢 訳仏典は下線)で 示す事とする。

【梵文】

 «Divyavadanm>23 

[THT1165 + THT1548] 

tatra bhagavan subhadram grhapatim amantrayate, grhapate, grhana kumaram. sa 

nirgranthanam mukham avalokitum arabdhah. te kathayanti, grhapate, yadi prajvalitam etam citam 

pravek$yasi, sarvena sarvam na bhaviiyasiti. sa na pratigrhnati. tatra bhagavan jrvakarp 

kumarabhutam iFmantrayate grhatta, jrvaka, kumarakam iti. sa samlakqayati asthanam anavakaso 

bhagavan mam asthane niyokvati. grhnamiti. tena nirvi*ar}kena charts vigahya grhrtah. 

vigahatas tasya jinajniaya citam pratigrhnatas cagnigatam kumarakam I 

jinaprabhavan mahato hutirsanah ksanena jato himaparrkasitalah 1112 11 

tato jivakam kumarabhutam idam avocet, fivaka, masi k ata upahato veti. sa kathayati 

rajakule 'ham, bhadanta, jato rajakule vrddhah. nabhijanami gosirxcandanasyapidrsam thityam 

yad bhagavata adhiythitayas citayak tatra bhagavan subhadram grhapatim amantrayate 

grhanedanim, grhapate, kumaram iti. sa mithyadarsanavihatah. tathapi na sampratipadyate. 

nirgranthanam eva mukham vyavalokayati. te kathayanti, grhapate, ayam sattvo Yiva mandabhagyo 

yo hi nama sarvabhaksena"py aQnina na daadhah. kim bahuna. vady evam . rham pravesayasi,

本 稿 で は 扱 わ な い。 なお 、HinOber(1979:343-344)hs《 《JLyotiskO一αvaddn⑳ 》に 比 定 して い るGilgit写 本No.13

(1484・1485)に つ い て はBaums(2003:287,ft.2)を 参照 。
21《`BodhisattVdvaddinakOipalatd>)の 第9章 《dyotishavadana)〉で は

、 トカ ラ 誘Bの 断 片 が扱 って い るJLyotiskOが

入 手 した 畳 の 由 来 に 関 す る記 述 を 欠 い て い る が 、 以 下 で は トカ ラ 語Bの 物 語 と の 比 較 に 供 す る た め 、

THT1165+THTl548に 対 応 す る箇 所 の み 引 用 す る。
麗 根 本 説 一 切 有 部 の 律 蔵 に は 蔵 文 訳 が 存 在 して い るが

、 本 稿 で は 根 本 説 一 切 有 部 の律 蔵 も含 めて 、 梵 文 の

テ ク ス トが 得 られ る場 合 は梵 文 の み を利 用 し蔵 文 駅 は 引用 しない 。
as梵 文 《(Diip,dvaddna})所 収 の《Uyotisko一ω04励 ω)につ い て はBaums(op.cit.:290)でSch¢ryenCollection中 の 断

片 に 基 づ い て 一 部 本 文 の 修 正 が提 出 され て い る が 、 トカ ラ語B断 片 の 解 釈 に は影 響 しな い た め本 稿 で は こ

の 修 正 を 反 映 して い な い点 をお 断 り して お く。
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 niyatam. te grham utsadayad bhavi$yasi, tvam ca pranair viyujyasa iii. nasti atmasamam premeti. 

tenasau na pratigrhitah. tatra bhagavan rajanam bimbisaram amantayate grhana, maharaja, 

kumaram ill. tena sasambhramena hastau prasarya grhitah. Mall samantato niriksya kathayati, 

bhagavan, kim bhavatu asya darakasya jyotqka iti nilmeti. bhagavan aha, maharaja, yasmad ayam 

darako jyotirmadhyal labdhah, tasmad bhavatu darakasya jyotiika iti nameti. tasya jyoti$ka iti 

namadheyam vyavasthapitam. tato bhagavata tasya janakayasyasayanusayam dhatum prakrtim ca 

jnatva tadrsi dharmadesana krta, yam srutva bahubhib sattvasatair mahan vise o 'dhigatab. kaiscic 

chrotapattiphalam saksat krtam, kaiscit sakrdagamiphalam, kaiscid anagamiphalam, kaiscit 

sarvaklesaprahanad arhattvam sak atkrtam, kaiscid ucmagatani kusalamulany utpaditani, kalicin 

mfirdhanah, kaiscit mrdumadhyah k$antayah, kaiscic chravakabodhau cittany utpaditani, kaiscit 

pratyekabodhau, kaiscid anuttarayam samyaksambodhau, kaiscic charanagamanani, katicic 

chiksapadani. yad bhuyasa sa parcadbuddhanimna dharmapravana samghapragbhara vyavasthita. 

jyotiiko darako raffia bimbisarena a$labhyo dhatribhyo 'nupradatto dvabhyam amsadhatribhyam 

dvabhyam ksiradhatribhyam dvabhyam maladhatribhyam dvabhyam kridanikabhyam dhatribhyam. 

so ',lhabhir dhatribhir unniyate vardhate k irena dadhna navanitena sarpiia sarpimandena anyais 

cottaptottaptair upakaranavisecaih. asu vardhate hradastham iva pankajam. 

tasya matulah pa zyam adaya desantaram gatah. Lena srutam yatha mama bhagini sattvavati 

samvrtta. sa bhagavata vyakrta putram janayicyati, kulam uddyoyi$yati, divyamanuuim sriyam 

pratyanubhaviSsyati, mama sasane pravrajya sarvaklesaprahanad arhattvam sakkatkaricyatiti. sa 

panyam visarjayitva pratipanyam adaya rajagrham agatah. tena srutam yatha sa asmakam bhagini 

kalagateti. srutva ca punah samlak. ayati bhagavata asau vyakrta putram janayicyati, kulam 

uddyotayi$yati, divyam manusim sriyam pratyanubhavi4yati, mama sasane pravrajya 

sarvaklesaprahanad arhattvam saksatkari$yatiti. ma haiva tad bhagavato bhasitam vitatham syat. 

Lena tirabprativesyah prrlah srutam maya asmakam bhagini sattvavati samvrtta. sa bhagavata 

vyakrta putram janayiyati, kulam uddyotayisyati, divyamanu$im sriyam pratyanubhaviyati, mama 

sasane pravrajya sarvaklesaprahanad arhattvam sak atkarisyatiti. srutva vayam parituu/ab. sa ca 

sruyate mrta kalagatek ma haiva bhagavato bhasitam vitatham syad iti. te gatham bhaFante 

sacandrataram prapatedihambaram mahisasaila savana nabho vrajet 

mahodadhinam udakam k,sayam vrajen mahargiyab syur na mr abhidhayinah H I 13 II 

na bhagavato bha itam vitatham. katham bhagavato bha$itam vitatham bhavisyati. kim tu Lena 

svaminapi asau tatha tatha"upakranta, yatha kalagata. sa darako maharddhiko mahanubhavab. 

agnina na dagdhah. adyapi rajakule samvardhata iti. sa subhadrasya grhapateb sakasam gatva 

kathayati na yuktam, grhapate, tvaya krtam. an krtam. asmakam sattvavati bhagini tvaya 

nirgranthavigrahitena tatha tatha upakranta, yatha kalagata. sa darako maharddhiko 

mahanubhavah. agninapi na dagdhab. adyapi rajakule samvardhate. tad gatam etat. yadi tavat 

kumaram anayasi, ity evam kuialam. no ced vayam tvam j»atimadhyad utksipamab. salokainam 

[salohitanam?] samkaram patayamah, rathyavithicatvarasrriga/akecu cavaranam niscarayamah
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 asmakam bhagini subhadrena grhapatina praghatita. strighatako 'yam.  na kenacid abhasitavyam 

rajakule ca te 'nartham karayama iti. sa srutva vyathitah. yathaLya paribhasate, nunam evam 

karomiti viditva raffia!) padayor nipatya kathayati, deva, mama jilataya evam paribhasante yadi 

tavat kumaram anayasity evam kusalam, no ced anayasi, vayam tvam jnatimadhyad utksipamah, 

samkaram patayamah, rathyavithicatvarasrrigatakesu cavaranam niscarayamah asmakam bhagini 

subhadrena grhapatina praghatita. strighatako 'yam. na kenacid abhasitavyam iti. rajakule ca 

te 'nartham karayama iii. tad arhasi jyotiskam kumaram datum iii. raja kathayati, grhapate, na 

maya tvatsakasat jyotiskah kumaro grhitah, kim • tu bhagavata mama nyastah. yadi tvam 

kumarenarthi, bhagavatsaka"sam gaccheti. sa bhagavatsakasam gatah. padayor nipatya kathayati, 

bhagavan, mama jnataya evam paribhasante yadi Ova kumaram anayasity evam kusalam. no ced 

anayasi, vayam tvam jnatimadhyad utksipamah, samkaram patayamah, 

rathyavithicatvarasrngatakesu cavaranam niscarayamah. asmakam bhagini subhadrena grhapatina 

praghatita. strighatako 'yam. na kenacid abhasitavya iti. rajakule canartham karayama iii. tad 

arhasi jyotiskam kumaram dapayitum iti. bhagavan samlaksayati yadi subhadro jyotiskam kumaram 

na labhate, sthanam etad vidyate yad usnam rudhiram chardayitva kalam karisyati. iti viditva 

ayusmantam anandam amantrayate gaccha, ananda, rajanam bimbisaram madvacanenarogyaya, 

evam ca vada anuprayaccha, maharaja, subhadrasya grhapater jyotiskam kumaram. yadi subhadro 

grhapatir jyotiskam kumaram na labhate, sthanam etad vidyate yad usnanr sonitam chardayitva 

kalam karisyatiti. evam bhadantety ayusman anando bhagavatah pratisrutya yena raja bimbisaras 

tenopasamskrantah. upasamkramya rajanam bimbisaram etad avocat bhagavams te, maharaja, 

arogyayati, kathayati ca anuprayaccha, maharaja, subhadrasya grhapater jyotiskam kumaram. yadi 

subhadro grhapatir jyotiskam kumarartt na labhate, sthanam etad vidyate yat subhadro grhapatir 

wain sonitam chardayitva kalam karisyati. raja kathayati vande, bhadantananda, buddham 

bhagavantam. yatha bhagavan ajnapayati tatha karisye. arogyam ity ukta ayusman anandah 

prakrantah. raja bimbisarah kathayati, grhapate, maya ayam kumarah samvardhitah. priyas ca me 

manapai ca. samayato 'ham muncami, yadi mint divase divase triskalam darsanayopasamkramatiti. 

sa kathayati, deva, upasamkramisyati. ko 'nya upasamkramitavya iii. sa raffia 

sarvalamkaravibhusitam krtva hastiskandha aropya visarjitah. 

acaritam etal lokasya na tavat putrasya nama prajnayate yavat pita jivati. yavad aparena 

samayena subhadro grhapatih kalagatuh. jyotiskah kumarah svagrhe pratisthitah. sa 

buddhe 'bhiprasanno dharme samghe 'bhiprasannah. buddham saranam gato dharmam samgham 

saranam gatah. tena yasmin pradese tena subhadrena patni aghatita, tasmin pradese viharam 

karayitva sarvopakaranasampurnas caturdisaryabhiksusamghaya niryatitah. tatha sthavirair api 

sutranta upanibaddham bhagavan rajagrhe viharati mrditakuksike dava iti. subhadrasya grhapateh 

pauruseya ye panyam adaya desantaram gatah, taih srutam subhadro grhapatih kalagatah. 

jyotiskah kumarah svagrhe pratisthitah. sa buddhe 'bhiprasanno dharme samghe 'bhiprasanno 

buddham saranam gaw dharmam samgham saranam gala iti. tesam ca gosirsacandanamayam
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 patrant sarppannam. tais tad ratnan&p ptirayitva jyotiskasya grhapateh prabhrtam anupresitam. 

tena tad dirghe stambhe aropya sthapitam. ghandavaghosanam karitam nedam kenacit vistaya vet 

ditaya va karkatakena vet grhitavyam. ya etac chramano vet brahmano vet maharddhiko va 

mahanubhavah rddhya grhnati, tasyedam yathasukham iti. tirthyah kalyam evotthaya 

tirthyasparsanam gacchanti. tais tad drstam. drstva ca punar jyotiskasya grhapateh kathayanti, 

grhapate, kim etad iti. Lena tesam vistarenarocitam. te kathayanti, grhapate, tvant 

sramanasakyaputresv abhiprasannah. te evam grahisyantity uktva prakrantah. yavat 

sthavirasthavira bhiksavo rajagrharp pinctaya pravistah. tair drstva lair api jyotisko grhapatih 

prslah kim etad iti. tena tathaiva vistarena samakhyatam. te kathayanti, grhapate, kim 

patramatrasyarthayatmanam samprakasayamah. uktam bhagavata pracchannakalyanair vo 

bhiksavo vihartavyam dhutapapair ity uktva prakrantah. yavad ayusman dasabalah kasyapas tam 

anupraptah. sa prcchati, grhapate, kim etad iti. tena yathavrttam arocitam . ayusman 

dasabalakasyapah samlaksayati yena maya anadikalopacitam kleiaganain vantam tyaktam 

charditam pratinisrstam, tarn mam grhapatis tirthikasadharanaya rddhya ahvayati. tad asya 

manoratham purayamiti. tena gajabhujasadrsam bahum abhiprasarya tat patram grhitam. sa tad 

grhitva viharam gato bhiksubhir ucyate, sthavira, kutas lava gosirsacandanamayam potram iii. Lena 

yathavrttam arocitam. bhiksavah kathayanti, sthavira, kalpate lava patramatrasyarthaya rddhim 

vidarsayitum iti. kathayati, ayusmantah, kalpatu vii ma vet. krtam idanim. kin: kriyatam iti. etat 

prakaranam bhiksavo bhagavata arocayanti. bhagavan aha na bhik$una agarikasya purastat rddhir 

vidardayitavya. dariayati, satisaro bhavati. api tu catvari patrani suvarnamayam rupyamayam 

vaiduryamayarn sphatikamayam. aparany api catvari patrani ritimayam tamramayam kamsamayam 

abhramayam ca. tatra yani purvakani catvari patrani, etany anupasthapitani nopasthapayitavyani, 

upasthapitani visarjayitavyani. yani pascimani catvari patrani, etany anupasthapitani 

nopasthapayitavyani, uapsthapitani tu bhaisajyasaravaparibhogena paribhoktavyani. api tv 

adhistani te dye patre ayasam mrnmayam. yavad aparena samayena jyotiskasya grhapater 

divyamanusT Srih pradurbhtlta antara ca rajagrham antara ca campam atrantare sulkasala. 

tasyam sulkasalikah kalagatah. so vyalayaksesupapannah. Lena putranam svapnadarsanam dattam, 

putrid), yuyam etasmin sthane yaksasthanam karayata. tatra ca ghantam baddhva lambayata yah 

kascit panyam asulkayitva gamisyati, set ghanta tavad viravisyati yavad asau nivartya sulkam 

dapayitavyam iti (yisyatiti?). tais tam svapnam sambandhibandhavanam nivedya 

divasatithimuhurtena tasmin pradede yaksasthanam karitam. tatra ca ghanta baddhva lambit& 

campayam anyatamo brahmanak tena sadr.fat kulat kalatram anhtum. set' brahmani 

samlaksayati ayam brahmano yais lair upayair dhanoparjanam karoti. aham bhaksayami. na mama 

pratirupani yad aham akarmika tistheyam iti. tayd vTthnit gatva karpasah krTtak tarp 

parikarmayitva slaksnarlt sutrarn kartitam dobhanena kuvindena karsapanasahasramalya yamaf 

vayitL taya brahmana uktah, brahmana, asyil yamalyah karsapanasahasrarp miilyam. grhrtva 

viShlrp gaccha. yadi katcit yacati, karsapanasahasrena datavyir, no ced apattanaip ghosayitva
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anyatra gantavyam itL sa tags grhitva vrthrip gatah. na kaicit karsapanasahasrena grhanati. 

 so pattanam ghosayitva tam yamalim chatradan{le praksipya sarthena sardham rajagrham 

samprasthito yavad anupurvena sulkasalam anupraptah. sulkasalikena sarthah sulkitah. sa sulkam 

dattva samprasthitah. ghania rafitum arabdha. saulkikah kathayanti, bhavantah, yatheyam ghanla 

ranati, nunam sartho na nipunam sulkitah. bhuyah sulkayama iti. lair asau sarthah punah 

pratinivartya sulkitah. nasti kimcid asulkitam. ghanta rataty eva. lair asau sartho bhuyah 

pratinivartya pratyaveksitah. nasty eva kimcit. sarthika avadhyatum arabdhah kim yuyam asman 
bhusitukama yena bhuyo bhuyah pratinivartayadhvam iti. lair asau dvidha krtva muktah. yesam 
madhye sa brahmano nasa, te Yikrantah. anyesa"m gacchatam set ghanta tathaiva ratitum arabdha. 

tais te punah pratyaveksitah. evam Oval dvidhakrtah, yavat sa caiko brahmano 'vasthita iii. sa lair 

grhitah. sa kathayall pratyaveksata yadi mama kimcid astiti. tarn sarvatah pratyaveksya muktah. sa 
ghanta rataty eva. lair asau brahmanah pratinivartyoktah bho, brahmana, kathaya, naiva sulkam 
dapayamah. kim tu devasyaiva sannidhyam jilatam bhavaliti. kathayati satyam na dapayatha. na 

dapayamah. tena cchatradanclad apaniya sa yamali darsia te param vismayam apannah, 

bhavantalt, idrsam api devasya sannidhyam iti. tais tata ekam vastram uddhatya devah pravrtah. 
brahmanah kathayati yuyam kathayatha sulkam na dapayama iii. idanim sarvasvam apaharatha iti. 

te kathayanti, brahmana, nasmabhir grhitam. api devasyaitat sannidhyam iti krtva asmabhih 

pravrtah. grhitva gaccheti. sa tam punar grhitva punas chatranaaikayam praksipya prakrantah. 
anupurvena rajagrham anupraptah. sa vithyam prasaryavasthitah. tatrapi taqp na katcit 

karfapa;uasahasrerta yacate. sa rajagrham apy apattanaqt ghosayitum arabdhah. jyotiskat ca 

kumaro rltjakulan ni,,kramya hastiskandhabhir aclho vithim adhyena svagrhaqi gacchatL tena 

srutam. sa kathayati, bhavantah, kim arthatp brahmano 'pattanaqt ghofayati. sabdayatainam. 

prcchama ith sa taih sabditah. jyotickeytoktalj bho, brahmana, kim artham tvam apattanatp 

ghocayasr. grhapate, asya yamalyah karcapanasahasraqt millyam. na ca kascid yacata iti.sa 
kathayati anaya, patylimah. tenopadar itl jyotiskah kathayati asty etad eva. kim tu atraikam 

vastram paribhuktakam. ekam aparibhuktakam. yad aparibhuktam, asya pancakarsapanasatani 

mulyam. yat tu paribhuktakam, asyardhatrtiyani. brahmanah kathayati kim etad evam bhavisyati. 

jyotiskah kathayati, brahmana, lava pratyakikaromi. pasyeti. tenasau aparibhukta uparivihayasa 
ksiptah. vitanam krtva avasthitah. paribhuktah ksiptah. ksiptamatraka eva patitah. brahmano drstva 

param vismayam apannah. kathayati, grhapate, maharddhikas tvam mahanubhava iti. jyotiskah 
kathayati, brahmana, punah paiyainam yosau aparibhuktaka iti, sa kantakavatasyoparistat 
ksiptosajjamano gatah. so 'nyah ksiptah kantake lagnah. sa brahmano bhuyasya matraya 
abhiprasannah kathayati, grhapate, maharddhikas tvam mahanubhavah. yat tavabhipretam tat 

prayaccheti. sa kathayati, brahmana, atithis Nam. tavaiva puja krta bhavati sahasram eva 

prayacchamiti. tena tasya karcapanasahasraqt dattam. (Vaidya 1959a: 167.06-172.05)

[THT1166 + THT2976]
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 atha vipasyi samyaksambuddho 'nai ganam grhapatim dharmyaya kathaya samdarsayati 

samodapayati samuttejayati samprahar.cayati. anekaparyayena dharmyaya kathaya samdarsya 

samuttejya sampraharsya prakrantah. evam bandhumata rajna bhojitah. ex eva grantho vistarena 

kartavyah. ma kvacid bhaktottarikaya parajayati. tato bandhuman raja kare kapolam dattva 

cintaparo vyavasthitah. amatyah kathayanti, deva, kasmat tvam kare kapolam dattva cintaparas 

tisihasiti. sa kathayati, bhavantah, katham aham na cintaparas tisthami yo 'ham mama 

visayanivasinam kutumbinam na saknomi bhaktottarikaya parajayitum. te kathayanti, deva, tasya 

grhapateh kastham nasti. kasthavikrayo vidharyatam iti. rajna ghantavaghosanam karitam. 

bhavantah, na kenacit madvisayanivasina kasiham vikretavyam. yo vikrinite, tena madvisaye na 

vastavyam iii. anarigano grhapatir gandhakasihair bhaktam sadhayitum arabdhah. 

sugandhatailena ca vastrani ttmayitva khadyakany u11a¢ayitum.surabhina gandhena sarva 

bandhumati nagarisphuta samvrtta. bandhuman raja prcchati, bhavantah, kuta ex manojnagandha 

iti. lair vistarena samakhyatam. so kathayati aham apy evam karomi. kim mama vibhavo nastiti. 

amatyah kathayanti, deva, kasyarthe evam kriyate. ayam grhapatir aputro nacirat kalam karisyati. 

devasyaiva sarvam santasvapateyam bhavisyati. kasthavikrayo 'nujnasyatam iti. tena 

kasthavikrayo 'nujnatah. anariganena grhapatina srutam raffia kasthavikrayo 'nujnata iii. Lena 

cittagt pradtisya kharil vJg nisdilritl tavan me bhaktakdc ham asti, yenaham enam saharmftyaip 

cittm aropya dhmiipayamrtt raja kare kapolam dattva cintaparo vyavasthitah. amatyah kathayanti, 

deva, kim artham kare kapolam dattva cintaparas tisihasiti. tena vistarena samakhyatam. te 

kathayanti, deva, alam visadena. vayam tatha karisyirmo yatha devas cananganam grhapatim 

parajayatiti. tair aparasmin divase bandhumati rajadhani apagatapasanasarkarakathalya 

vyavasthapita candanavariparisikta surabhidhupaghatikopanibanddha amuktapauadamakalapa 

ucchritadhvajapataka nanapuspavakirna nandanavanodyanasadrsa. tatpratispardhasobhavibhusito 

man{lavatah karitah. tasmin nanaratnavibhusitasanavasanasampannasobhasanaprajnaptih karita. 

mrduvisadasurabhigandhasampanno vividhabhaktavyanjanasahito divyasudhamanojnasamkasas 

trailokyaguroranurupa andra upasamanvahrtah. tato bandhumato raffia niveditam, deva, idrsi 

nagarasobha idrsas caharah. pramodyam utpadayeti. bandhuman raja drsiva param vismayam 

apannah. tato vismayavarjitacittasamtatir vipaiyinah samyoksambuddhasya dutena kalam arocayati 

samaye, bhadanta, sajjam bhaktam yasyedanim bhagavan kalam manyata iii. atha vipasyi 

samyaksambuddhah purvahne niväsya patracivaram adaya bhi/c uganaparivrto 

bhiksusamghapuraskrto yena bandhumato rajno bhaktabhisaras tenopasamkrantah. upasamkramya 

purastad bhiksusamghasya prajnapta evasane nisannah. bandhumato rajno marigalyabhiseko 

hastinago vipasyinah samyaksambuddhasya sataialakam chatram upari murdhno dharayati, 

avasista hastinaga bhiksunam. bandhumato rajno 'gramahisi vipasyinam samyaksambuddham 

sauvarnena manivalavyajanena vijayati, avasista antahpurika avasistanam bhiksunam. anatiganena 

grhapatina avacarakab purusah presitah gaccha bhoh, purusa, pasya kidrsenaharena bandhuman 

raja buddhapramukham bhiksusamgham bhojayatiti. sa gatas tam vibhutim drstva
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 vismayavarjitamanas tatraivavasthitah. evam dvitiyah, trtiyab presitah. so 'pi tatraiva gatva 

avasthitah. tato 'nangano grhapatih svayam eva gatah. so pi tam vibhutint drsiva parain visadam 

apannah samlaksayati sakyam anyat sampadayitum. kim tu hastinam antahpurasya ca kuto mama 

vibhavah. iti viditva nivesanam gato dauvarikam purusam amantrayate bhoh, purusa, yadi kakid 

yacanaka agacchati, sa yat prarthayate tad datavyam, no tu pravesah. ity uktva sokagaram pravisya 

avasthitah. kkrasya devendrasyadhastat jnanadarsanam pravartate. sa samlaksayati ye kecil loke 

daksinTyah, vipasyi samyaksambuddhas tesam agrah, danapatinam apy anaitgano grhapatih. 

sahayyam asya kalpayitavyam. iti viditva kausiko brahmanavesam abhinirmaya yenanariganasya 

grhapater nivesanam tenopasamkrantah. upasamkramya dauvarikam purusam amantrayate gaccha 

bhoh, purusa, ananganasya grhapateh kathaya kausikagotro brahmano dvare tisthati bhavantam 

dras/ukama iti. sa kathayati, brahmana, grhapatina aham sthapitah yah kascid yacanaka agacchati, 

sa yat prarthayate, tad datavyam na tu pravesa iti. yena te prayojanam tad grhitva gaccha. kim le 

grhapatina drs/eneti. sa kathayati bhoh, purusa, na mama kenacit prayojanam. aham grhapatim eva 

dras/ukamah. gaccheti. tenananganasya grhapater gatvo niveditam, arya, kausikasagotro brahmano 

dvare tis/hati aryam drastukama iti. sa kathayati gaccha bhoh, purusa, yena taysa prayojanam tat 

prayaccha. kim tenatra pravis/eneti. sa kathayati, arya, ukto maya evam kathayati naham kimcit 

prarthayami, api tu grhapatim eva drastukama iti. sa kathayati bhoh, purusa yady evam, pravesaya. 

sa tena praveiitah. brahmanah kathayati kasmat tvam, grhapate, kare kapolam cintaparas tisthasiti. 

sa grhapatir gatham bhasate 

na tasya kathayec chokam yah sokan na pramocayet I 

tasmai tu kathayec chokam yah Sokat sampramocayet 11 16 11 11i I 

sakrah kathayati, grhapate, kas lava sokah. kathaya, aham te iokät pramocayamiti. tena vistarena 

samakhyatam. atha sakro devendrah kausikabrahmanarupam antardhapya svarupena sthitva 

kathayati, grhapate, viivakarma te devaputrah sahayyarn kalpayisyatity uktva prakrantah. atha 

sakro devendro devams trayastrimsan gatva viivakarmanam devaputram amantrayate gaccha, 

viivakarman, anarnganasya grhapateh sahayyam kalpaya. pararn bhadram tava kausiketi 

visvakarmana devaputrena sakrasya devendrasya pratisrutya agatah. prativisistatara nagarasobha 

nirmita, divyo manclalavato divyasanaprajnaptir divya aharah samanvahrtah. airavano nagarajo 

vipusyinah samyaksambuddhasya satasalakam chatram upari murdhno dharayati, avasista naga 

avasistanam bhik.5unam. saci devakanya vipasyinam samyaksambuddham sauvarnena 

manivalavyajanena vijayati, avasista apsaraso bhiksun. bandhumata rajna avacarakah purusah 

presitah gaccha bhoh, purusa, kidrienaharenanangano grhapatih buddhapramukham 

bhiksusamgham tarpayatiti. sa purusas tatra gatas tam vibhutim drstva tatraiva avasthitah. 

tenamatyah presitah. so 'pi tatraivavasthitah. kumarah presitah. so pi tatraivasthitah. tato 

bandhuman raja svayam eva tad dvaram gatva avasthitah. vipasyi samyaksambuddhah kathayati, 

grhapate, bandhuman raja drs/asatyah. tasyantike tvaya kharavakkarma niscaritam. sa eva dvare 
tis/hati. gaccha ksamayeti. tenasau nirgatya ksamita uktai ca, maharaja, pravisa svahastena
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 pariveeanam kuru. sa pravis/ah. pasyati divyam vibhutim. drs va ca param vismayam apannah 

kathayati, grhapate, tvam evaiko 'rhasi dine dine buddhapramukham bhiksusamgham bhojayitum na 

vayam iti. athanangano grhapatir vipasyinam swnyaksambuddham anaya vibhutya traimasyan: 

pranitenaharena samtarpya padayor nipatya pranidhanam kartum arabdhah yan maya evamvidhe 

sadbhutadaksiniye kara krta, anenaham kusalamulena a4lhye mahadhane mahabhoge kule jayeyam, 

divyamanusim srryam pratyanubhaveyam, evamvidhanam dharmanam labhi syam, evamvidham eva 

sastaram aragayeyam ma viragayeyam iti. 

kim manyadhve bhiksavo yo 'sau anangano ndma gghapatih, esa evasau jyotiskah kulaputras 

tena kitlena tena samayena. yad anena bandhumalo rdjdo driasatyasyantike khara Wig niIcllritd, 

tasya karmano vipakena pancasatani samatrkas citayam aropya dhmapitah. yavad etarhi api citam 

aropya dhmapitah. yad vipaiyini tathagate karam krtva pranidhanam krtam, tasya karmano 

vipakena aclhye mahadhane mahabhoge kule fatal?. divyamanusi srih pradurbhuta. mama sasane 

pravrajya sarvaklesaprahanad arhattvam sak,satkrtam. aham anena vipasyina samyaksambuddhena 

sardham samajavah samabalah samadhurah samasamanyapraptah nista aragito na viragitah. iti hi 

bhiksava ekantakrsnanam karmanam ekantakrsno vipakah, ekantaiuklanam ekantasuklah, 

vyatimisranam vyatimisrah. tasmat tarhi bhiksava ekantakrsnani karmany apasya vyatimisrani ca, 

ekantasuklesv eva karmasvabhogah karaniyah. ity evam vo bhiksavah siksitavyam. 

(Vaidya 1959a: 176.18-179.I0)

ABodhisattvavadanakalpalata» 

[THT1165 + THT1548] 

talus tarp sambhramavrddhagatih sugatasasanat I 

kumarabhqtyo jagraha jrvakakhyah kumarakam ll 

jinavalokanenaiva balakagrahanaksane I 

abhuc citanalas tasya haricandanasitalah II 

jivantam jvalanan muktam ruciram viksya darakam I 

vailaksyena ksapanakah ksanam tasthur mrta iva II 

tatah subhadram bhagavan sarvabhutahite ratah I 

babhase vismayodbhrantam putro yam grhyatam iti II 

sa tu dolakulamatih kim karomiti samsayat I 

ksapananam mukhany eva siksayai ksanam aiksata II 

le tam ucur no balo 'yam grahyah smasanavahnijah I 

yatrayam tisihati vyaktam na bhavaty eva tadgrham II 

iti'esam gira murkhah sa jagraha na tam yada I 

tada ksitipatir balam Wade jinasasanat II 

jyotirmadhyad avaptasya jyoti,Fkasadfatvisah I 

jyotiska iti namasya cakara bhagavan svayam if
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 tasya pravardhamanasya bhupalabhavane sisoh I 

desantaragatah kale matulah samupayayau II 

sa viditva svasur vrttam nidhanam putrajanmani I 

kopat subhadram abhyetya kampamanah samabhyadhat I 

murkha kcapanabhaktena tadgira hatayoiita I 

tvayo tyaktasvaputrena kim nama sukrta krtam II 

niscetanah svabhavena paramantrasamutthitah I 

sahanto 'pi vinighnanti vetala iva durjanah II 

adhunaiva na grhnasi yadi rajagr-hat sutam I 

tat te strivadham udghusya karayamy arthanigraham II 

ity uktas tena tadbhitya sa bhupatigrhat sutam I 

aninaya ciran muktam akamena mahibhuja II 

tatah subhadre kalena kalasya vaiam aRate I

abhun nidhir vibhutinam jyoticko 'rka iva tvicam II 

arthikalpadrumah praya sampadam divyamanuqim I 

sa buddhadharmasamgheeu saranyecv akaron matim II 

tad bhaktyupanatam divyaratnasamcayam adbhutam I 

pradadau bhik5usamghebhyah punyaratnurjanodyatah II 

tasya devanikayebhyah sascaryo vividharddhayah I 

svayam evayayur veima mahodadhim ivapagah II 

trne ratne ca samadhir bhavagan api tadgrhe I 

cakre tadanurodhena ratnapatraparigraham II 

sa divyavastrayugalam yaaasam upamalyamam I 

prapa punyapairakritam nijam &ham ivllmalam II (Vaidya: 1959b I: 80.01-81.08)

[漢訳】

『根本説一切有部毘奈耶雑事』

【THT1165+THT1548】

「爾時大 告 日"可 抱取・ ス子 者猶尚 道 多 日 二△入火 勇

命倶 彼聞生 不 取 世尊Z:'可 火中 取 亥子 寺 伽便生念日 尊

不磨非 時使 為也 我今宜可取此抜 £無畏心 便於火 抱出核子。是時諸天説伽

他日。

佛教令彼入火中 抱取核見無所畏

由佛威神自在力 能令猛焔饗清池

爾時世尊告侍縛迦日。汝向入火身無傷損。生瘡萢耶。 白言世尊。我於王宮生王宮養。曾

以牛頭栴檀香摩燭身腫。未如今 日身受清涼。佛告善賢長者。汝今可取核子將蹄。是時長者

悪見壌心。傍不起信。還復廻身観外道面。邪蕪諸人同時報日。長者此見極是薄福。稟性兇
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暴。火能食一切。此不僥者。明知定是可悪堅鞭罪苦厭生。目験共観更無勢説。若將至舎必

見災危 汝之性命定當損残。人間愛重無過己身。聞有災秩遂不牧採。爾時世尊告影勝王日。

王今宜可取此核見。王遂驚忙箭手承取。周逼顧吟請世尊日。此見當與作何名字。佛告大王。

此見從火中得。可號火生。佛観大冠。随眠意樂稻機説法。時彼厭中有無量萬億厭生。得殊

勝行。或得預流果一來不還。或復出家。即断諸惑得阿羅漢果。或得媛頂忍善根。或襲聲聞

菩提心。或號濁覧菩提心。或號無上菩提心。或臨依三寳。或受禁戒深起信心。壁拠 」

即以抜子令八養母而供給之。廣如籐説。

時火生童子大男。先將財物貿易他方。聞妹有娠心生漱喜。世尊與記當必生男。光隆家族。

廣説如上。乃至得果。遂即易己財貨。更牧除物隔王舎城。聞妹已死便作是念。世尊授記生

男得果。堂虚妄耶。顧問隣人我妹懐胎。蒙佛授記宿懐漱喜。今聞身死乖本希望。寧容世尊

言非是實。隣人報日然。佛大師言無虚妄。但由彼響用外道言。柾殺令死。所生抜子有大威

神。威炎火中身無傷損。今時長養。現在王宮。舅聞是語往善賢長者庭。相問訊已。報言長

者汝為非理。答日我何所作。汝用外道悪見人言。我妹有娠柾殺令死。所生孜子有大威神虞

炎火中身無僥損。今時長養現在王宮。此事既爾且不須説。若將見來我當容恕。若不爾者我

當総集所有郷親。按斥於汝。以簿置地敷汝無知。於街衙慮唱汝悪響。我妹無過善賢柾殺。

害女人者不磨共語。於法官慮以罪相刑。長者聞已生大憂苦。便作是念 如説苦詞必不相放。

便詣影勝王所禮足。白言大王。具説前事。乃至以罪相刑。唯願垂恩放出童子。王日。我不

從汝得童子來。是佛世尊親授於我。汝若須者可往問佛。長者即便往詣佛所。禮墜足已白言。

世尊。我有親属苦相責及。廣説其語。乃至以罪相刑。願佛慈悲與我童子。世尊念日。若此

長者不得見者。便嘔熱血以取命終。遂告具壽阿難陀日。汝今可往影勝王庭。井將長者。汝

傳我語願王無病。報言大王。可還長者火生童子。若彼長者不得童子。必嘔熱血以取命終。

是時尊者阿難陀。具傳佛教詣王白知。王言尊者。為我畔悌世尊足下。如佛所教我當奉行。

時阿難陀。願王無病辞之而去。王告長者日。我承佛教養此童子。情甚憐愛。共作要期然後

放出。日別三時來見我者随意將去。長者答日。不敢違命。時王即便令著上衣具服理略。載

以香象送至其家。人間常事若父在者子名不彰。後麺 。火生童子自知家務。於三寳所深

起敬心。便於其父害母之地。造立僧房。受用資具無不充足。施與四方一切僧厭。名日躁腹

林。是故経云。佛在王舎城住躁腹林時善賢長者。曾遣商人他方興易。彼聞長者今已身亡。

火生童子代知家業。於三寳所敬心彌著。商人多獲牛頭栴檀上妙之鉢。便持一鉢盛痛珍費。

遣使送與火生。彼既得已置高橦上。宣令普告。若有諸人。不用梯隆而取此鉢。或是沙門婆

羅門。有大威力神通自在。而取得者。我以此鉢施與其人。時諸外道展朝起已。出行操浴。

見高橦已告長者日。此是何物。長者即便具告其事。外道答日。長者比來敬繹迦子。彼當取

耶言詑辞去。時有厭多蕎宿芯稠。入城乞食見彼高瞳。威問長者此是何物。彼便具答。芯鯛

報日。我豊為鉢自顯己能。如佛所言覆善彰悪是出家行。捨之而去。時具壽十力迦振波。從

此而過。亦問長者此是何物。彼還具答。干時尊者便作是念。我從無始生死巳來。所有長養

煩幡怨家 我巳饗吐悉皆棄捨。我今宜可受彼長者普請因縁』滞其所臨 即便鋒手如香象鼻。

至彼憧標取栴檀鉢。持還住威芯稠見問。尊者何盧得此牛頭栴檀殊勝鉢來。彼便具以其事告

諸芯繍.諸 芯留答日.尊者豊可為斯木鉢現神通耶報言具壽.合 與不合我已作認 今欲如何。
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諸芯稠以縁 白佛。佛言。芯鯛不慮於俗人前現其神力。若顯現者得越法罪。然鉢有四種。金

銀琉璃頗梨所成。復有四鉢。所謂鍮石赤銅白銅諸木。前之四鉢。若先無者不磨軌受。若先

有者慮須捨棄。後之四種。若先無者即不磨畜。若先有者慮作藥孟随時受用。合守持鉢。有

其二種。謂鐡及瓦如是磨知。

後於異時火生童子。人天妙相悉皆出現。從 占波城乃至王舎。於此中間有輸税庭。税官身

死生藥叉中。遂於夜夢告其子日。我身死後生藥叉中。可於某庭税物之所。為我管葺藥叉神

堂。於其門前懸一鈴鐸。若有諸人持物過時。不輸税者鈴便震響。即喚令週取直放去。其子

他 日於諸親族説其夜夢共観要盧。安置神堂外懸鈴鐸。時占波城有婆羅門妻。遂作是念。此

門 飯、 財 我'V"用 端 而坐不 生 是 不磨遂Z市 買取劫貝撚

成細 於 師 令 千金 得一 己 報其夫日 此之 白畳直千金 所

市 取其 一 若 一買者 若無人間 報日市上無人更向 其夫持去市中 之。言索

千銭寛無酬債。便即唱言市無人物。即以其鐘。内於傘柄竹笛之中。共諸商旅詣王舎城。漸

至神堂藥叉税威。與諸人思同輸税已。既欲登途懸鈴響獲。税官聞已共相告日。鈴既獲響税

物未周。宜更審観無令脱漏。更廻商旅子細捜求。遍察貨財無不税者。遂放商人。鈴還鰻響。

復更観察詳審再三。商人怪之各生嫌恨。報税官日。汝欲劫我方便擁留。是時税官分彼商人

以為爾。慮於一朋中無婆羅 門者無聲放去。彼一朋去。鈴還作聲。復分二朋如是去留。 商人

皆盤唯婆羅門一人濁住。税官執捉不許前行。婆羅門日。察我縁身有物随取彼遍捜已無物放

行。鈴更髄聲復還捉住。報言婆羅門。汝縦有財我不取分。磨為實語勿証震紙。我欲表知神

明是聖。婆羅門日。言不盧者我當實報。於傘柄 中抽出蔓畳。税官見已驚歎希奇。善哉大神

記不虚妄。時彼税官取其一畳。開與神披。婆羅門日。君等明言不取税直。今看形勢総欲奪

將。報言勿怖我不取物。欲表大神言無虚妄。暫將一盤用報神恩。即還汝去。彼既受 已内傘

笛中。随路而去。漸至王舎城向大市中。斜張其聲索千金銭。寛無一人來共酬直。便於市中

e無 時火生童子n王 宮 大 入t"宅 聞唱令聲問其何 唱舌無市

來我 調 ● 『至 謁曽 ロ 云 無'・ 号 我 隻畳債直千 寛無一人共 酬

酢。報言將來試為観察。彼便呈現。火生報日。一盤是新一畳曾著。曾著者酬二百五十。其

未著者酬五百銭。蛙主報日。何意如此。並未曾用。火生日。令汝 自観験知虚實。將未用者

開榔空中。如蓋而住徐徐而下。次榔用者即速堕地。畳主見已心生希有。報言長者。仁有大

智神叡超群。火生童子復更報 日。其未用者置棘刺上不入而過。其曾用者被針網住。如言有

實。時婆羅門更生希有。報言長者聰明智識。實未曾有随所酬直。取盤將臨。火生報日。仁

是客行。柳申供養無勢減債。総取千鐵 」(T.24,no.1451,212c16・214b23)

[THTI166+THT2976】

「爾時世尊為彼長者。説微妙法示教利喜。稻機法已從座而去。時彼國王次當設供。便即

螢辮種種供養廣如前説。乃至從座而去。如是更番設妙供養。寛無優劣。時彼國王見是事已。

以手支頬懐憂而住。時諸大臣見王憂色白言。提婆何故憂旭。答言今我寧得不憂。於我國内

寄住之客。設供佛僧我不能勝。故懐憂耳。大臣白言。天分長者家内無樵 買而作食。販柴人

等皆勿聴費。蒸薪既乏辮食無縁。王便宣令。我國中人勿費柴草。若有犯者當出我國。時彼
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長者至設食 日求柴不得。便用家内栴壇香木。以將炊嚢。復以香油塗其蛭布。用煮餅食。由

是香氣遍滞城中。王怪問日。何故今日香氣察窟異於常日。從何而至。諸人以事具白於王。

王言我今可無此事。大臣諌日。王今何故作如斯乳 長者家中更無子息 身死之後物並入官。

得作如斯随情費用。王今宜可還令費薪。即便許寅。長者聞王許費薪草。生念怒心出悪語日。

随我家中現有香木。令王井母一虚梵僥。次於他日王故懐憂。諸臣重問王同前答。臣日願勿

懐憂我作方便。令彼設供不及大王。王設供日。諸臣即便於其城内。除去瓦礫掃拭街衙。遍

漉香湯焼香普頽。橦幡組蓋威慮皆懸。散以名花無不充布。荘嚴可愛如歎喜園。次造食堂宏

壮雅麗。復安食座厭賓嚴儀。於其座上覆以組練。塗香末香在庭塗拭。上齪細軟如天甘露。

種種滋味超世珍差。敬奉佛僧儘心供養。時諸大臣共白王日。我等随力共作如是。嚴飾城陛

辮其盛鵤 王今宜可壁起歎心。王自親観極生希有。即命使者詣世尊威 白言食緋願佛知時。

佛及大厭各持衣鉢。至彼王宮詣設食庭 就座而坐。其王遂令灌頂大象。持百支傘蓋佛世尊。

自除諸象各持一蓋。以蓋芯窃。國大夫人親持寳扇。為佛招涼。自除内人扇芯鯛厭。王及大

臣親持供養。奉佛及僧廣如上説。時天分長者遂告家人日。汝今可詣王設供威。霜観飲食鹿

細如何。使者既至観其盛艘。遂乃忘蹄。第二第三使皆不返。是時長者親自往観。見彼盛設

深歎希有。便作是念。此諸妙供力辮可成。象及宮人我何能得。作是念已便還本居。告守門

人日。汝若見有乞人來至。須者皆與勿令帆入。長者入室懐憂而住。時天帝繹。常以天眼観

察世間。見天分長者室内懐憂。察知彼心便作是念 世間福田佛為第一。作大施主天分為先。

我今宜慮共彼相助。即自化作婆羅門像。至長者門。告守門人日。汝今宜往白大長者。有僑

　迦種大婆羅門。今在門外須欲相見。門人告日。長者令我禁守其門。見有乞人。須者皆與

勿令軌入。必有須者随意將去。何勢要見長者之身。彼人報日。我無所求。然有要縁須見長

者。使者遂入白言。外有僑　迦種大婆羅門。云無所求須見長者。長者報日。可語彼人。若

有所求随意將去。何須強欲見我身耶。白言大家如所教言。我巳報詑。彼云我有要縁須見長

者。告門人日。若如是者可使入來。門人引入。時婆羅門。既見長者懐憂而住。問言長者。

何縁以手支頬似幣憂容。長者聞已説伽他日。

若人能解憂 斯人可共語

如其憂不解 共語欲何為

時天帝繹問言。長者有何憂事。我有方便能為解険 長者即便具説前事。時天帝繹即復本形。

告言長者。我令上巧妙天來相借助。作是語已隠形而去。時天帝繹既至天宮。告巧妙天日。

汝今可往購部洲中。與天分長者共相借助。答日善哉。時巧妙天即於明日。至彼城中随情饗

化。荘嚴衝路奇巧超絶。種種荘飾倍勝於王。食堂坐具妙成天巧。所有飲食並是天厨。令大

象王持百支傘蓋毘鉢　佛。其除諸象持蓋芯窃。舎之天女手執金扇為佛招涼。自除天女扇芯

稠厭。時彼國王遣一使者緕往観察。看長者供養其状如何。其使往観見其奇異。遂便忘返。

復遣大臣還同前住。後令太子亦復不來。王怪其事即便自往至彼門所。爾時世尊遙見王已。

告長者日。此是國王已見真諦。汝於彼所出麓悪言。今在門外汝往求謝』長者遂出求謝於王。

白言大王。今請暫入自手供養。王即入見上妙天厨。極生希有。告長者日。仁今宜可於日日

中供佛僧厭。非我所望。時彼長者。既作如是奇妙盛瞑供佛僧已。頂禮佛足而號願言。我今

供養最上福田。願此勝因我於來世。常得生在大富貴家。珍財豊足受天妙相。獲殊勝法出離
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蓋纏。如是大師我當承事心無有厭。汝等芯衡勿生異念。往時天分長者即火生是。 由於彼王

出鹿悪語。以栴壇火母子同僥。 由彼業力。於五百生中與母同威被火所僥。乃至今時同焼一

威。由於毘鉢　佛作上供養又復鰻願。由彼業力。常得生在大富貴家。財寳豊盈。天諸妙相

自然而出。於我法中出家修行。断盤諸惑得阿羅漢果。汝等芯稠我與毘鉢　佛。神通道力悉

皆平等。若於我所。供養承事生股重心。必獲勝果如是磨知。若純黒業得純黒報等。廣如上

説。」(T.24,no.1451,216bO9-217b18〕

『佛説光明童子因縁経』

[THT1165+THT1548]

爾時世尊即告善賢長者言。長者。汝今牧此童子。護持養育。時外道尼乾陀。霧観長者面

相已。謂言。長者。焚　火中。忽出童子。於一切事。皆不吉祥。汝今不磨牧隔養育。時善

賢長者。即不肯受。是時佛告壽命童子言。汝宜牧此童子護持養育。時壽命童子。先審思已。

後白佛言。於我舎 中。無虚容受。設得此子。非我所宜。時善賢妻。焚焼已寛。以鎚光盟越

神力 火 自息滅 於1那 天 細雪 自然'牧 浮其焚地 是時火

者童子。安然而住。 干是世尊普告壽命童子等言。汝等有正信者。勿學外道邪異証齪。當住

正念。壽命童子白佛言。世尊。我於王族生。亦於王族老。我身清浮。猶如牛頭妙栴栴香。

等無有異。我實不知外道邪異証臥等事。是時世尊。又復告彼善賢長者言。今此童子。是汝

之子。汝可牧蹄護持養育。彼善賢長者。邪見堅固。不行正道。即時又復霧観外道尼乾陀面。

彼外道言。善賢長者。汝宜審思。今此童子。火中遺残。大不吉祥。錐火不僥。而相堂善。

汝若牧蹄。決定令汝家族破壌。又復於汝命不相益。及於汝身為多損悩。凡所欲事。不得和

合。深 自簿量。無宜後悔。長者聞外道言巳。復不肯受。

爾時世尊即謂頻婆娑羅王言。大義 汝今牧此童子。王宮養育。時頻婆娑羅王。受佛教勅。

即速起身曲躬伸手取其童子。普遍観購已。即 白佛言。我依佛勅。牧蹄王宮。然此童子。作

何名字。願佛世尊。善為安立。佛言。大王。今此童子。從火中得。磨為立名號火光明。爾

時世尊。於大厭中。以此童子。付授頻婆娑羅王已。即時観察審知頻婆娑羅王。及諸會厭。

若艘若性。心所樂欲。 如其所慮。廣為説法。是諸會厭。得聞法已。 中有多百人。襲起最上

清浮正信。有讃須陀疸果者。有謹斯陀含果者。有誰阿那含果者。有謹阿羅漢果者。有能進

獲媛位善根者。有能進號頂位善根者。有能進髄忍位善根者。有畿聲聞菩提心者。有髄縁発

菩提心者。有鰻阿縛多羅三貌三菩提心者。有獲蹄依掻受心者。有於學句起振受心者。如是

會厭。以佛功徳及正法力。厭和合事。随其所磨。威得利益。爾時頻婆娑羅王。即離佛會。

將此童子。還復王宮。是時大王。召人宮嬢。以為八母。二為養母。使令恩養。 二為乳母。

使令乳哺。二為浮母。使令灌涜。二為戯母。使令伴習戯翫。如是王勅人母。付其童子。 自

乳哺中。至於成長。或乳或食。及籐所須。於豊夜中。僚憐恩育。無令闊失。後漸長成。如

清浮池一蓮秀出。愛護存惜。其義亦然。乃至後時。光明童子。有一舅氏。久持財物。出外

商販。漸歴歳年。未由還復。忽於一時。外聞人説。我妹懐妊。佛為記説。定當生男。其後

生已。家族富盛。最上吉祥。現於人中受天勝福。乃至最後。於我法中出家學遮 断諸煩悩。

謹阿羅漢。時彼麗氏。聞此語已。即速聚牧商販財物.渉 遠齎持.選 輪自余.既 至余中.知
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妹已残。悲號暗泣。審 自思惟。外先所聞佛記我妹定當生男。乃至断諸煩榴。謹阿羅漢。今

妹既残。佛盧設言。豊佛世尊亦妄説邪。作是念已。即往隣家。駒問其故。謂隣人言。我出

外方商販始還。先聞人説。我妹懐妊。佛為記言。定當生男。其後生已。家族富盛。最上吉

祥。現於人中受天勝福。乃至最後。於我法中出家學道。断諸煩悩。謹阿羅漢。我聞是説。

歓喜而蹄。泊至家中。妹已亡残。佛所設言。豊非盧妄。是時隣人。即謂舅氏。説伽陀日。

星月可庭地 山石可飛空

大海可令枯 佛語誠無妄

時彼隣人説伽陀已。復謂舅氏言。世尊所説。實無盧妄。汝妹亡残。然有其因。以善賢長

者信外道言造殺害業。 由殺因縁汝妹亡残。光明童子有大威力。火不能僥蓮華中出。而今在

彼頻婆娑羅王宮中養育。是時隣人。具以前事。告其舅氏。

時彼舅氏。聞此語已。即還家中。謂善賢長者言。長者所為。不依理法。以何事故。我妹

致終。然我審知我妹懐妊。汝設計謀。不全生産。汝以邪見。信受外道。起殺因縁。殺害我

妹。光明童子有大威力。火不能焼。蓮華中出。今在王宮。此實非理。汝可速詣王宮於今 日

中取童子蹄。斯為甚善。若不然者。我必與汝作不和合。我即當持白灰。於街巷路阻四衙道

中。乃至随庭。遍散其地。普令地白。使人驚異。我當唱言。善賢長者。殺害女人。我妹先

因此人壌命。光明童子。今在王宮。王亦今時作無義利。我於随虚。必作此説。汝 自簿量。

無胎後恥。爾時善賢長者。聞此語已。心生憂悩。作是思惟。如舅氏説。將非實邪。若實然

者。我必懐漸。作是思惟巳。即詣王宮。既至王所。脆拝伸敬。具以前事而 白王言。大王。

我尚輕小。王最勝上。若不與其童子。恐請於王願王今時與此童子。王言。長者。我本無心

取此童子。是佛世尊。付授於我。若非佛勅。我豊取邪。汝若欲取此童子者。今自宜磨往詣

佛所。具陳斯意。是時善賢長者。即出王宮。往詣佛所。到 巳白佛言。我有親属。從外來臨

彼謂我言。光明童子。今在王宮。於今 日中。速令取帰斯為甚善。若不然者。彼不和合。乃

至當於四衝道中。唱言善賢殺害女人。我妹先因此人壌命。光明童子。今在王宮王亦今時作

無義利。我以是事。適詣王宮。取彼童子。王言。先因佛令牧養。故我來此。願佛令王還我

童子。爾時世尊知是事已。観其善賢長者。今時若不得此童子。苦悩逼心。無有是庭。定當

嘔血而趣命終。佛大慈悲。為作救護。即告尊者阿難言。阿難。汝可往詣頻婆娑羅王宮。如

我辞日。佛問大王得無病不。今有一事。當聴佛言。善賢長者。來取光明童子。王今宜磨速

當授與。善賢長者。若不得此童子。苦悩逼心。無有是虚。定當嘔血而趣命終。王悉是事。

磨如佛言。是時尊者阿難承佛聖旨。即時往詣頻婆娑羅王宮。到已見王。如佛辞 日。佛問大

王得無病不。今有一事。宜聴佛言。善賢長者。來取光明童子。善賢若不得此童子。苦悩逼

心。無有是慮 定當嘔血而趣命終。大王慮悉是事。宜速付楓 爾時頻婆娑羅王。受佛勅已。

即作是言。大徳尊者。逼至佛所。願傳我語。頻婆娑羅王。稽首世尊足下。致敬問訊世尊。

如佛教勅。我 已聴受。是時尊者阿難即出王宮。廻至佛所。具如王言。白佛世尊。時頻婆娑

羅王。即速宣召善賢長者。到已謂言。善賢。今此童子。久在宮中。護持養育。八母看侍。

乳哺依時。我心愛憐。過甚親子。今錐佛勅還付於汝。然汝亦當盟我心意。 日日三時。汝 自

將來。我欲観視。善賢長者。敬受王命。即白王言。我受王勅。敢不遵承。 日日三時。將詣

王所。是時頻婆娑羅王。即以厭寳妙荘巌具。鍍飾大象。令光明童子乗此賓象。別勅臣佐。
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而令伴送至長者舎。而後長者。 日日三時。送至王宮。王親観視。光明童子。凡所施作。皆

如理法。乃至後時。其父善賢。趣命終已。光明童子。即為家主。既嗣家業。轄復精進。信

佛。信法。信芯稠厭。蹄佛。蹄法。脇芯窃照。基一 一光盟

A.」,,父 修'E事 乃於自 幽時 四事豊足。承事供給四方芯窃。乃至將

來結集世尊正法藏者。上首轡年。諸大聲聞。亦常供給所須供養。光明長者。於王舎城。修

如是等。種種福事。悉為其父。而作利益。爾時有一商客。是彼善賢長者。先同商販。故蕾

伴侶。久在外方。商販未逸 素念此人不造善業。又復聞知今已亡硯 子名光明。嗣為家主。

其光明長者。信佛。信法。信芯籾厭。蹄依三寳。如理所作。時彼商客。聞是事巳。傷念善

賢。慶快光明長者。即以上妙牛頭旛檀之香。造一大鉢。滞盛厭寳。遠從外方。遣人持來。

遺彼光明長者。以為信記。又令來人傅如是言。所願長時記念不忘。是時光明長者。即以呪

句。而加護之。其呪所謂。

計那卿咽旺夜囎(一 句)室 咤夜嘲(二)掲 哩迦晩計那噌(三)佗 哩係捏畔(四)。

説此呪已。復作是言。如是寳鉢。若沙門。若婆羅門。若大威力諸神通者。當受此鉢。如慮

得樂。如是加持已。即持此鉢。出王舎城。先於路左。立一大柱。練給荘飾。上復懸鈴。置

鉢於下。永為標記。是時有諸外道。如彼常法 於明旦時。詣河洗浴。経由路次。見此寳鉢。

即時間彼光明長者言。長者。汝安此鉢。當何所用。光明長者。具以元因告諸外道。彼外道

言。諸有清浮沙門繹子。堪受此鉢。除無力能而堪受者。外道言巳。随盧而散。乃至後有者

年大徳諸芯切厭。入王舎城。持鉢乞食。亦於路左。見此賓鉢。即乃問彼光明長者言。汝安

此鉢。當何所用。光明長者。亦以元因。廣如前答。諸芯劒言。長者。今此賓鉢。非我等受。

當持奉佛。即能増長善利。滅諸罪垢。時諸芯劒如是言已。随庭而散。

爾時尊者。十力迦葉。遊行到彼置寳鉢所。見是事巳。即詣光明長者舎。問長者言。汝置

寳鉢於其路左。當何所用。光明長者。即以前縁。具白尊者。是時十力迦葉。作是思惟。我

聞善賢長者信重外道先造殺業。光明長者。今於此地為作福事。我今不慮棄此鉢去。宜現神

力。令光明長者。圓滞志願。作是思惟已即以神力。鋒其右手。磐如壮士屈伸膏頃。取其費

鉢。持還所止。時諸芯甥。見十力迦葉持寳鉢來。威共白言。尊者。汝於何慮。而得此鉢。

十力迦葉。具以前事。告諸芯稠。時諸芯鯛又復白言。尊者。汝為此鉢故。所現神力。如法

儀不。十力迦葉言。諸芯稠。設如法儀。不如法儀。我 已施作。今復云何。時諸芯鯛。具以

其事。即共 白佛。佛告諸芯劒言。若非時慮。及無義利。不慮輔現神力等相。所現非宜。必

生過失。爾時世尊。即以神力。化出四鉢。一金。二銀。三吠瑠璃。四頗砥迦。化此四已。

又化四鉢。一鍮石。二赤銅三白銅。四木。如是化已。將前四鉢。次第安布。將後四鉢。亦

復安布。一一鉢中。滞盛上好可食香藥。送置一慮。令芯鯛厭所磨受者随意而取。於後佛樋

神力。鉢亦不現。乃至後時。光明長者。天中勝福。吉祥相現。殊異等事。時時自出。是時

王舎城』購波國。二界中間。有標記柱。彩緯荘飾。下有二鉢。一鐡。二瓦。是鉢先加持巳。

安置於此二界。不遠有一税場。諸商販者。輸納王物。有一守税人。諸子春属。財吊具足。

然不修善。於税場所。而忽命終。作大悪夜叉。亦在彼方。守護税場。諸子一夜夢夜叉言。

可於彼地標記柱上懸一大鈴。凡諸商人。経此税場。若有税物隠而不納。其鈴 自動。守税人

知。即速追集.重 復裡捻。獲所税 巳。而乃放去。諸子得夢.至 明旦時.即 與親属.往 税場

一135一



荻原 裕敏

側。尋見其柱。乃依所夢。懸鈴於上。爾時晦波國中。有一居家婆羅門。名曼馳恒護。菅貿

.忽 於一時 自 室 同在一 。 雪 我今共汝螢謀 業 滋彼財 £ 兄

貴可 然 無'A宜 慮』市 競t極 妙好者 我當為汝織成 白 持 出

豊無11耶 時纏 弓 如其 言Z妻 乃設以機織之具 次 敷 其

是 細 妙 無比 布2経 密細均 如是勤力 織成其 即謂夫言 今此白

上妙細 千金 汝可持出外 若 人酬千金 當可授 其箆 不滞千金
亀慮 可出 言 是 無人而能 識此妙細 唱是言已 艮當擶 他 爾時曼

但一`羅 門 具如 号 持此細 入市 ・ ・無 人酬千金者 一妻Ex乃 唱是言

晦波大城。無有一人識此細臨 言已持離。與妻同議。此既無人酬是便直。宜往他國。必有

識者。更相告巳。時婆羅門。復將一段曾所著者。同前新駈 置傘柄中。随商人厭。隠覆而

行。漸出本國。適王舎城』経彼二界所有税場。是諸商人。既至彼 巳 置随行物。聚集一慮。

時守税人。次第捜撞。彼諸商人。即各以其所慮税物。輸納於王。厭 中唯有曼馳但護婆羅門。

隠覆先置柄中白駐。而不輸納。濁在一面。是時税場之側。先所安立標記之柱。其所置鈴。

自然作聲。彼守税人。即知厭 中有隠税者。乃謂商主言。今此柱上鈴 自作聲。非風吹動。非

人揺撃。我已審知。汝此厭中。豊非有人隠覆税物不輸納邪。時守税人。即速呼集。重復捜

撮。於此厭中。不見一人有其税物隠不納者。時諸商人。互相知悉無税物 已。成欲前進。鈴

又作聲。如是敷四。累細撮覆。無隠税者。商主乃謂守税人言我此厭中。無隠税者。必是他

厭私隠前去。作是言巳。厭共倉議。謂是此一婆羅門。隠覆税物。乃至最後。彼守税人。於

曼馳但護婆羅門盧。執而不捨。堅求其税。時婆羅門言。汝今何故而相謀執。汝巳顯見我實

無物。若有少物隠不納者。馨我所有。悉以輸税。作是言已。鈴又作聲。時守税人。祇於此

婆羅門虚。委細捜撮。 乃謂彼言。咄婆羅門。汝今何故。堅隠税物。而不肯納。汝今聞此鈴

聲頻震。是事希有。汝今當知。此柱之下。必有天神。而作加護。汝宜輸物無 自胎餐。婆羅

門言。天神加力。我信是實。言已於傘柄中。出其白甕。示守税人。作如是言。此即是我所

隠税物。汝宜牧之。時守税人。受此幾已。謂婆羅門言。既不輸王。非我所受。廻奉天神。

言已持畿掛於柱上。復謂婆羅門言。我已掛鑑 奉彼天神。汝或欲者。當 自取之。時婆羅門。

即取其髭。而乃前進。於一艀威。亦復如前安傘柄内。隠覆而行。漸次入於王捨城中。時婆

羅門。顯張其猛 貨於市魔 翼望有人酬千金償。如是周行。寛無有人酬千金者。時婆羅門。

作是唱言。王舎大城。無人辮識此妙細鑑 唱是言時。光明長者。乗以寳象。方從王宮。還

蹄 自舎。適聞此語。而忽驚愕。即時暫住。謂婆羅門言。汝今何故於此城中。 出輕易語。彼

婆羅門。即時無答。光明長者言。汝宜具説此事元因。婆羅門言。我從本國。持此二段上妙

細盛。而來貿易。若人酬我千金債者。我即與之。我已周行。無人酬償。光亟 童 言。汝可

持來。我暫観視。時婆羅門。即随長者。至於舎中。乃展其鑑 示於長者。長者見巳。即能

辮識。乃謂婆羅門言。今此二盛。一新一故。故者酬汝五百金銭。婆羅門言。長者所酬。其

償未當。光明長者言。我今現見。此是故物。涜濯乃新。長者即時將此故鑑 於重槙上。 自

空投下。其畿臆重。即速墜地。光明長者。復謂婆羅門言。鯨一新猛 我欲観視。時婆羅門。

即取新甕。持授長者。長者観已。亦復如前。向空投下。其幾髄輕。 良久徐徐方乃墜地。彼

婆羅門。即生信重。乃作是言。光明長者有大威力。今此細髭 若新若故。我悉奉汝。不取
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其償。汝當受之。長者答言。我家巨富。汝歴顛辛。安可無名受汝此物。我今各與汝千金銭。

麩 三三塑i。」(T14,no.549,857c17-861a20)

【THTlI66+THT2976】

「爾時毘婆　佛。為積財長者。如其所感 宣説法要。示教利喜。長者得聞法已。心大轍

喜。頂禮佛足。積財長者。如是供養巳。佛出其舎。爾時浦度摩王。 尚於宮中。蒼辮飲食。

求勝長者。乃謂侍臣言。我此宮中。春属嬢御。而甚廣大。何人善為螢造勝上殊妙飲食。而

能勝彼積財長者。侍臣白言。大王但當禁止諸費薪者。而彼長者 自不能辮供佛之膳。王如其

言。即令禁止。若固費者。不慮住我國中。時積財長者。聞有教勅禁喪薪者。幽

f是e△ 自 香木 何 彼 £、身 是時長者 一s木 及£

螢造慾食。是香普薫彼大城中。滞度摩王。聞是香已。問侍臣言。今此妙香。從何所來。侍

臣白言。此是積財長者。燃以香木。管造飲食。是彼除香。來至於此。王聞是語。知佛已赴

長者所請。轄復愁悩。謂侍臣言。今我宮中。何無香木。侍臣白言。市無香木。其何能得。

大王當知。彼積財長者。家錐巨富。而無子息℃ 一旦終残 必無縫嗣。凡彼所有。悉帰於王。

時満度摩王。錐聞是語。亦復不悦。臣白王言。大王且止愁榴。王當別 日請佛供養。如王所

欲。我悉能令勝彼長者。爾時臣佐作是言巳。即於満度摩底城中。悉令除去一切沙礫不浮等

物。以旛檀香水。漉令清浮列浮水瓶。焚諸妙香。以真珠寳。交錯垂布。立諸橦幡。散種種

華。猶如天中歓喜之園。等無有異。清浄荘嚴。厭寳具足。敷置種種妙寳之座。螢辮廣大。

細軟甘美。種種上味。清浮飲食色香具足。如天蘇陀悦意上味。如是飲食。所磨供養三界中

尊。既安布已。時諸臣佐。倶 白王言。今此大城。内外清浮。種種荘嚴。上味飲食。悉 已成

辮。願王請佛。飯食供養。時滞度摩王。見是事已。心生歓喜。即遣使者。詣毘婆　佛所。

而 白佛言。飯食已辮。食時亦至。願佛降赴。今正是時。爾時毘婆　佛。與芯窃厭。食時著

衣。執持慮器。詣滞度摩王宮。受其供養。到已佛先洗足。威於最上妙好之座。諸芯稠厭亦

各洗足。次第而坐。時滞度摩王。即持實吉祥瓶。 自佛已降。遍行浮水。以佛神力故。有吉

祥龍。 自然住空。持百傘蓋。覆佛世尊。及芯稠頂。王第一妃。執其珠金冠寳荘嚴上妙寳扇

侍立佛側。除諸宮績。亦執寳扇。侍芯鯛側。時滞度摩王。前禮佛足。禮已即持上味飲食。

躬奉世尊。然後各各。奉諸芝鯛爾時積財長者。知佛亦赴滞度摩王所請。即時遣人。潜詣王

宮。観其敷設荘嚴飲食等事所作何若。是人至彼。具見殊勝。食止不還。如是累遣人去。亦

復不還。最後長者即亦自往。至王宮已。備見荘嚴供養等事。 乃自思惟。今王宮中。如是敷

設。不知何人而能辮作。我家何故無能此者作是念巳。還鰯 自舎。謂守庫人言。汝可取諸金

寳置於門首。有來求者。随意當與。勿須引入。我不能見。時積財長者。 作是念已。即入舎

中。寂止一慮。楮顧不悦。是時帝繹天主。以浮天眼。見是事已。乃作是念。今此界中。積

財長者。布施供養毘婆　佛。是為上首施主。彼心浮信。我宜饗身助其菅造。作是念 已。隠

帝繹天主身。現婆羅門相。詣積財長者所。到彼舎巳。謂守門人言。汝可入告長者言。有僑

F迦 族婆羅門。今在門外。欲見長者。守門人日。長者有言。凡有來者。不磨引入。或有所

求。随意當給。汝婆羅門。若有所欲 宜自持去。何故須求見長者耶。婆羅門言。我於諸物。

都無希取。然今但欲求見長者。汝宜為我速入通達。時守門人。即入白言。有一僑　迦族婆
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羅門。今在門外。欲見長者。長者告言。汝可謂彼婆羅門日。若有所求。 自當持去。何故須

欲求見我耶。時守門人。即出具告。婆羅門復言我無所求。唯欲與彼長者相見。時守門人。

再白長者。於是長者。許其相見。婆羅門入已。白長者言。汝今何故楮頸不悦。有何憂愁。

爾時長者。説伽陀日。

我不説憂事 説亦不能脱

若令我得脱 我即為汝説

時婆羅門言。汝但具説憂愁所因我必為汝善解其事。時積財長者。具説所因已。彼帝繹天

主即掻婆羅門相。還復本身。謂長者言。我是帝葎天主。我今當遣毘首掲磨天子。來助於汝。

蕾辮勝上飲食供佛。作是語已。隠復天宮。即勅毘首掲磨天子言。汝往積財長者舎。潜助管

辮供佛之事。不亦善乎。時彼天子。奉帝澤命。潜助長者。乃以神力。即璽大城。悉令清浮。

如天境界。敷設種種上妙珍寳嚴飾之具。天諸寳座 天妙飲食。皆悉具足。有愛唾囎努龍王。

自然住空持白傘蓋。覆於佛頂。除吉祥龍。各持傘蓋。覆諸芯鯛頂。有天童女。執金賓荘嚴

最上寳扇。侍立佛側。除諸天女。各執賓扇。侍芯稠側。時積財長者。即持種種上味飲食。

躬自奉上佛及芯稠。時満度摩王。即謂使者言。汝可潜詣積財長者舎。観其敷設荘嚴飲食其

事何若。使者奉命。即潜詣彼。具見荘嚴殊異等事。見已忘還。復遣近臣去。亦不還。遣大

子去。亦復不還。乃至最後王 自詣彼。潜立門側。爾時毘婆　佛。知王在外。即謂長者言。

汝先因浦度摩王。髄不善語業。斯為罪各。其王今在汝舎門外。汝可速出悔謝其過。長者即

出。見其王已。悔過自責。迎王前入。王入舎巳。具見種種天妙荘嚴及飲食等。見巳悉忘前

事。乃謂長者言。汝所供佛。勝上若此。如能 日日如是供養佛及芯劒。斯無等比。時積財長

者。起清潭心。前禮佛足。獲是願言。願我以此。如實布施佛及芯柵。所作善根。當生獲得

大富自在。一切具足。所生之虚。得於人中現受天福。不起多食。具離食行。願如今 日。得

善法利。値佛正法。帰佛出家。鰻是願已。毘婆　佛。及芯鯛厭。即住長者舎。安居三月。

爾時繹迦牟尼佛。告諸芯稠言。於汝意云何。爾'　 法 財 登 人乎A

光明芯稠是也。彼時於滞度摩王所。出不善語業。由是因故。果報無失。於五百生中。與母

同其火焚。乃至今生。亦復如是。然於毘婆　佛所。先種善根。及襲大願。今 已成熟。為大

富長者。一切具足。現於人中。受天勝福。所作善利。乃至威力等事。與彼毘婆　佛時。等

無有異。而今最後於我法中。出家學道。断諸煩橿。詮阿羅漢。諸芯稠。以是因縁。汝等當

知。一切厭生。若造一黒業因。決定當受一黒業報。若造一白業因。決定當受一白業報。是

故諸芯稠。若黒業因。若 白業因。一一果報。決定無失。當知皆是 自分所作。汝等諸芯稠。

磨如是修學。」(T14,no・549,863cO3-865a12)

上に引用 した三種類のパラレルは基本的に同一の物語を伝えているが、物語の詳細な部

分についてはいくつかの点で相違が見られる。 この内、 トカラ語B断 片 と最 も一致する内

容を持つのは梵文{〈Diilydvaddnm>と『根本説一切有部毘奈耶雑事』であると言える24。現在

までのところ、西域北道将来の梵語写本には《ψo爵 加一αvaddntO>の断片は知 られていないた

24漢 訳 『根本説一切有部毘奈耶雑事』では
、梵文の主人公の名前であるAnahga4aが 「天分」 と訳されて

お り梵文とは一致 しない。
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め、 ここで比 定 した トカ ラ語B断 片 はこの比喩課の伝播 とこの地域 にお け る受容 につい て

考察す る上 で貴重 な資料で ある と言 える2S。 また、梵 文く<Dirydvaddndi》と 『根本 説一切 有部

毘奈 耶雑事』の部 派帰属 は共 に広義 の説一切有部 に属 してお り、他 の トカラ語仏典 と同様 、

有 部 との関係 を示 してい る。

一方
、 トカ ラ語Bの(のo晦 加一αvα伽 ⑳断片 とこれ らのパ ラ レル を比 較す る と、 トカ ラ語

B断 片 は内容 が非常 に簡略 化 された もの となってい る事 が窺え る。この点 につ いては、 トカ

ラ仏教 にお け る仏典 受容 の問題 と関連 しているため全ての断 片の解釈 を終 えてか ら検 討す

る事 とす るが、こ こで は、《Bodhisattvjvaddnakalpalatδ)〉 を トカ ラ語B断 片 と比較す る事 で窺

え る トカ ラ語B断 片 の特 徴 を確認す る。先に見た よ うに、 トカ ラ語B断 片で は、Jyotiskaが

入 手 した蛭 の 由来 についてバ ラモ ンとその妻 とのや り取 りや その後 の経過 を語 ってお り、

この点に全 く言及 しない《dBodhisattVdvadjnakalpalatth>と は 対照的 であ るが、逆 に トカ ラ語B

断 片は《{BodhisattVdvadiniakolpalatth>の 伝 え るJyotiskOの 仏 陀への帰 依 について全 く言及 され

ない。これ らの点か ら、 トカ ラ語Bの 《dyotiska-avdinm)は くくBodhisattVdvaddnakOlpalatth》 とは

異な った方針 を持 っていた事 が推測 され る26。

2.THT1166+THT2976verso及 びTHT1556に つ いて

前節で言及 した よ うに、THT1166+THT2976のversoに は《《加 廊加一avaddnm)と は 異 なる物

語 が語 られ てい る。筆者 の研究 に よれば、この物語は〈{Sro"akOlivimSa。avaddna>)に 比 定 され る。

残 念なが ら、 この トカ ラ語 断片 に完全 に一致す るパ ラ レル は確 定で きてい ない ため 、本稿

では断片 の 内容 理解 に貢献 す る文献 を引用 す るに止 め る。 これ らにつ いて は後 に触れ る事

とす るが 、 これ らの文献 を参考 にす る とTHTI556はTHT1166+THT2976versoと 同 一の物

語 を伝 えてい るだ けでな く、THT1166+THT2976に 続 くfolioで あ った可能性 を指摘 す る事

がで きるbそ の ため、本節 では これ らの三断片 を扱 う事 とす る。

2-1.THT1166+THT2976versoの 転 写 と和訳

ここでは、まずTHT1166+THT2976versoを 紹 介す る。この二断片 を接 合 した上 でのサイ

ズにつ いて は既 に紹 介 したの で、 ここでは繰 り返 さない。 ま た接 合 した写真 につい ては 、

図2を 参照 され たい。

asガ ンダーラ地域からは{dyotiskO-avadana}}をテーマにしたレリーフが発見されている。 このレリーフにっ

いては、Hanel(1981)を 参照。なお、同論文の101頁 で言及されている《ψo廊 肋・avadana))を描 いた壁画が

見られるとされるKirts石 窟 は現在の森木饗栂石窟の第42窟 に相当し、写真は 『中国新彊壁画全集 第五巻

森木饗婦 ・克孜爾奈姶』の図版六十に掲載されている。また 『克孜爾石窟内容総録』298頁 によれば、同

じくκuchaのKiZit石 窟 の第8窟 及び第101窟 にもくdyettSkO-avadanω}を描いた壁画が存在する。なお、第8

窟 の壁画は 『中国新麺壁画全集 第二巻 克孜爾』の図版百八十九を参照。これ らの壁画 と本稿で扱ってい

る トカラ語断片から、この物語が トカラ仏教の中心地であるκ欝㎞ 地域に広く流布 していた事が知 られる。

特にKiXil石 窟 にこの物語をテーマとする壁画が確認される点は、本稿で扱っている『Avadana写 本』が κiZit

石窟で発見されたと見 られる点を考慮に入れると、大変興味深いと言える。
26物 請の全体が残っていないため

、具体的にどのような方針によって トカラ語Bの 物語が作成されたかを

確定する事はできないが、dlyOtiSkoが入手した畳は過去物請と現在物請を結びつけるものであるため、現在

物語と過去物語の因果関係を重視した可能性を指摘する事ができよう。
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【転写1

b 

1 /// (ma)sk(i)[tar j v[e]nuvam sarikramne t taw no III 
 2 III t1(eie1 sertwentsa patar t lamnt l lsuwai tsuwai laniumne — III 

3 /// (ri)[ye rjajagris i kalymin"na t taw no rine potalake fie(m t) III 
4 /// ostamem iano klate?b1 su tawampa yselme$$a[n](a) /// 

5 /II allokt presyai(n)e (p)er[nle„i caramabhavike 1o7(sta smen"ca) ///

【注釈】

回:筆 者が推 定す るよ うにtt(e)と 再 建できるな らば、 この部分 にはdevaciatteを 推 定す る事

が可能 と思われ る。 この場合、devcidatte5ertWentsaは 「Devadattaの 煽 動 によって」 と

compoundと して解釈 され る。また この文 の主語は!伽 ㎡o伽 であ り、後続す るldntpdtdr

「父 であ る王」 はBimbisdraを 指 す と考 えられ る。

【b】:前節 で検 討 したTHT1165+THT1548b1と 梵 文《6ahghabhedavastu>>:tena∫ α加あkuldit

kalatra〃idnitam(Gnoli1978:134.05-06)と の 対応 を考慮 に入 れ る と、先行 す る部分に は

mdikte`as,so'が 推 定 され る。

【和訳】

b

1〃(仏 陀)はVe"avanaの 僧 院 にいま した。 その(時)la】〃ノ

2〃...の 煽 動 に よって父で ある王に王権を...〃

3〃...Rdjagrhaに 隣 接 した街...fO1。 さて、その街 にPotalakoと い う名 前の 〃ノ

4〃 彼 は...の 家 か ら妻 を婆 りま した。彼は彼女 と性 の【cl〃ノ

5〃7あ る時 、Caramabhavikaと い う徳のあ る長者ld】1〃

【注釈]

[a】:代名 詞の語形 と文脈か ら、ここにはpreSciya～preSciyo`time,occasion'の 処 格p嬬`か 伽 ε

或 いはprejyaineが 再 建 され る。

【b】:ここに在証 され る トカ ラ語Bの 層加 禰 ♂ はAdams(1999:176)で はTochSprRra)1:110

に従 い`bOrderingregional(?)'と され ている。筆者は この部分 にriye`city'を 推 定 したが、

これ は最 も内容が近い 『根本説一切有部毘奈耶破僧 事』の記述 に基 づいてい る。即 ち、

この物 語の 主人公のSro4akOlivimjaはC卿 δ とい う街 で生 まれ てい るが、 この街 は

Bimbisdra王 の 支配す るMagadha国 に属 してお り、〃嬉α励α国の首都 はRby'agrhaで あ

る点 に拠 る。この推定が正 しいな ら、TechSprR(B)1に よって提出 された 勧伽 備 ♂ の語

義 を裏付 ける事 が可能であ る。なお 、この語 についてはBroomhead(196211:71)も 参 照。

回:こ の箇所 は、梵 文(6afighabhedavasne>:tenasadr.s'dtkuldtkolatramanitam.sataydsiinarha?i
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krTdatiramateparicdrayati.(Gnoli1978:134.05。06)に 対 応す る トカ ラ語Bの 表現 で ある。

【d]:『根 本説一切 有部毘奈耶破僧事』などのパ ラ レルには、この長者 は登場 しない。恐 らく、

既 存の物語 とは系統が異な って いるもの と推定 され る。

2-2.THT1556の 転 写 と和訳

次にTHT1556を 紹 介す る。 この断片はあま り状態 が良 くないが 、folioの 右 端 を残 してお

り、サイズは縦が約8.2cm、 横 は約21cmで あ る。 残 された部分か らはSropakotivim.Saの 誕

生 と彼 がBimbisdra王 の 下 に赴 く場 面及びBimbisδra王 が 仏 陀を訪れ る場 面が描 写 され てい

る もの と推 定 され る。

【転写]

a 

 1 /// (osta) cme[nca](nts)[e piete t lantamem yagate $an ris kl[aJnkG 

II ?Mkt Tel 

2 III (o)[s](ta) pneuica [sa]maiske(m)114 lyelyakormem orotstsai katkaunai tetanmgssul` 

t ista[a] 

3 I// (ysa)[ssj(a)na ti[n]a[r]nta samtkentse yatkane su samaiskeibl lalamske 

olya(p)[o]ts[e] 

4 /l/ — — w[aijpec[c]etsts[e] sronako/ivimse te mant nem [temJ(tsa)[t]e II ol`l 

5 III [r].a [n]. namalakkanamn t tuk taisa — I// 

b 

1 III ['wk. ts(a)nma rgk.Fiyemneigl tusa Pie[sJ.y.Ill 

2 //I — — kekenuwa arwer yamassiyem(n)[e] (t) Tom n]o [a]11[on p(r)ei'l 

3 III .e [1]e[ne] (se)[ssa]lul'l sai artsa kaum panakte lkatsi venuvamn(e)yai 

  [man]al) san 

4 III.k(a)nt(i)mpa pepaksos1yu.$ newt swatsi walo klassi t 1(y)aka sariy(e) 

5 III (ajata)[sa]tru mcusk[eJ e[wJtwecce pinaipaltsa lamnt l warksgltsa kars[s]a 

[tow] — .[e s]. [w].

[注釈 】

回:ト カ ラ語Bのriye`city'の 斜 格riに 付 された向格語尾が一Sと して現 れて いる。 既 に言及

した よ うに、この音変化 はPeyrot(2008:70-7Dで 指 摘 され てい るLateTocharianBの 特

徴の一つ である。

【b]:ト カ ラ語Bの`o〃7α 惚`boy'が`伽4崩 εと して現れてい る。Peyrot(op.cit.:54・55)に 指 摘

され るよ うに、硬 ロ蓋子音の直前 で・a-〉・・(li一とい う音変化はLateTocharianBの 特 徴 と

見倣 され る。なお 、Peyrot(op.cit.:224)に はTHTI556に 在 証 され る 伽 ηo漁 εに関す る

言及 は見 られない。
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【c】:この語形 は語根t伽 一`tobeget'の 過 去分詞 である。 なお、Malza㎞(2010:653・654)に は 、

過 去分詞 の女性形 が引用 されてい る。

[d】:こ こには恐 らく トカ ラ語Bのistak`suddenly'が 再 建 され る。

[e]:こ こ にはomnoaUokprejciyaine「 さ て、また ある時」 が推 定 され るか も知れ ない。

囮=こ の部分 の語の 区切れ は不明確で ある。

【g】:Malzahn(op.cit.=814)に は 登録 されていないが、 この語形 は語 根rdik-`tocover,extend'の

三 人 称複数 ・未 完了 ・能動態 である。 なお、 ここに在 証 され るrdikesanmartik一 は 筆者 が

把握 してい る範 囲内で は初 出であ るが、figuraetymologicaで あ る と解釈 され る。

【h】:トカ ラ語Bの ρ嬬o加 「ρ嬬 のo`time,㏄casion'の 処 格prejciyaine/presyaineが 推 定 され る。

【i】:この語 形 もMalzahn(op.cit.:941-942)に は登録 され ていないが 、語根sdil-`tothrew'の 過

去分詞 ・男性 単数形 であ る。

【和訳】

a

1/1/長 者 に与 えよ。 彼は王 に暇乞 いを して同、 自らの街 に向かい ま した。ilど のよ うに

2〃 長者 は少年 を見て、大い なる喜び を引 き起 こ しま した。 す ぐに

3〃 彼 は薬の金銭 を彼 に命 じま した。その少年 は柔 らか く、非常 に

4〃...財 産 を持 ったSropakon'vimSa一 こ のよ うな名 前が生まれ ま した。...

5〃...。 そ の事 はその よ うに...〃

b

1〃 彼 らは覆い ま した。 それ によって、その息子bl_〃

2〃...を 備 えて、彼lcl...準 備 していま した。 さて、 また ある時

3〃_に 投 げ下ろ しま した[dl。彼 は毎 日仏 陀に会 うためにVepavanaに 行 きま した。そ の

よ うに 自らの

4〃 王はkOnn{e]と 共 に煮 させた ン細(=ス ープ㌧ とい う名 前の食べ物 を持 って行 きま した。

彼 は上の[fi...を 見 ま した。

5〃4勘 厨o伽 王子 は遠 くか ら梢で力 を入れて王 を襲 いま したIBI。...

[注釈 】

【a】:文脈 か ら考 えて、 この部分 に 「頭 」が来 る事 は想 定 しに くいが、 トカラ語Bの コーパ

ス中dSと い う語形 は、dS'ce`head'の 単 数斜格dS'cのLateTocharianBの 語 形 しか知 られ

てい ない。 ここでは 『根本 説一切 有部毘奈耶破 僧事』 「寳 徳長者既 激 王巳即還 本城。」

(T.24,no.1450,184c10・11)及 び 梵 文《6anghabhedavastto》:potalakogr加 即 晒 吻 励 岬

bimbisaramavalokyacampdi〃zdgatah.(Gnoli1978:135.0203)を 参 考 に して、 トカ ラ語B

の おン面匙を 「暇 乞い をす る」 を指す成句で ある としてお く。

【b】:残存 してい る部分 にはces.y.と あ り、恐 らく∫ρプson'の 単 数斜格soy或 い は属格seyi

が 推 定 され る もの と思 われ る。

一142一



トカラ語Bの「Avadana写 本」断片について

Ic】:こ こで暫定的 に 「彼 」と和訳 したのは、yamassiyemneに 見 られ る代名 詞接辞 であ る。先

行す る部分が欠 けてい るた め、文脈 を確定で きない。

【d】:この部分 は文脈 が不 明なため正確 に解釈 できない。

[e]:ト カ ラ語Bのkontiは`bread'と い う訳語が与え られ てきたが、正確 な意味 は確定で きな

いため、和訳 文中では トカラ語Bの 形式 を採用 した。

国:後 続す る文脈 を確 定で きない ため、この箇所の推 定は困難 であるが、ここでは トカ ラ語

BのSariye*`over-,upper'を 推 定 してお く。

[g]:こ こで 「鴉で」 と訳 した トカ ラ語Bの 卿 ⑳ 励5σ はpin.dipdtの 通 格 であ る。この語は ト

カラ語Bで は初出で あるが、梵語 の 励瑠ゆδ14-`akindofmissileweapon,one-pointeddirt'

(BHSD:409),`ashortjavelinorarrowthrownforthehandorshotthroughatube'(nV:757c

bhindipδla-)の 借 用語 である27。 なお 、この記述は 『根本 説一切有部 毘奈耶破僧 事』 「阿

閣世 王在於 中道。 以榔鴉刺頻毘娑羅 王打破粥錨。」(op.cit.:184c24-25)と 一 致 している。

2-3.THT1166+THT2976verso及 びTHT1556の パラレルについて

先に触れたように、上に和訳を与えたTHT1166+THT2976verso及 びTHT1556に 完全に

一致するパラレルを筆者はまだ見出していないが、当該の断片に見 られる5吻 α勧 加伽諏 に

関す る物語については、梵文文献や漢訳仏典に類似 した部分を見出す事ができる。筆者が

確認 した範囲内では関連する物語を持つパラレルは以下の通 りであ り、これ らに基づいて、

この物語を《岳η即肋卿珈諏柳 α伽 ωに比定する事が可能であると考え られる。

[漢 訳128

『根 本 説 一 切 有 部 毘 奈 耶 破 僧 事 』 巻16-17(T、24,no.1450,184b26・187c17)

『彌 沙 塞 部 和 醸 五 分 律 』 巻21(T.22,no.1421,145a13・146b15)

『四 分 律 』 巻38(T.22,no.1428,843b12-845a28)

『摩 詞 僧 紙 律 』 巻31(T.22,no.1425,481a2-482a10)

[梵 文 」

《6afighabhedavastu》 》:Gnoli(1978:134-149)

《diodhisattvdivadanakOlpalata>》 第27章:Vaidya(1959b1:196-199)29

SHTIO29:Waldschmidt(1972)

ここでは、上に列挙 したパラレルの内、最 も内容の近い 『根本説一切有部毘奈耶破僧事』

27A264al及 びA318alに 在 証 され る形 式 か ら トカ ラ語Aで はbhiRdipd芦 と再 建 され る形 式 が知 られ て い る
。

2s『 十舗 律 』雀25に もSropakOtivims'aに 関す る記 載が 見 られ るが
、岳o解 勧 醒 屡 ロがBimbtsδra王 の 下に 赴

く部 分 を欠 いて お り、THT1556と は比 較 で きな い。
29梵 文((BodhisattvdvdinakOlpalatd)〉 所 収 の{tSropakOsivij7zja・avaddna}》も《《SahghabhedavastU>>に 語 られ る 物 語

と基 本的 には 同 系 統 で あ るが 、 トカ ラ誘 断 片 に 見 られ る!り∂腐4伽 に よ る 襲撃 に言 及 して い な い ため 、こ こ

で は 比較 の 対 象 とは しな い。
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及 びその梵文 であ る《《Sanghabhedavastu>>を 参 考 として挙げてお く。なお 、THT1166+THT2976

verso及 びTHT1556の 理 解 に資す る部分 はbOld体(漢 訳仏典 は下線)で 示 して いる。

« Sanghabhedavaslu 

 buddho bhagavan viharali venuvane kalandakanivape. tena khalu samayena campayam potalako 

nama grhapatih prativasati, aclhyo mahadhano mahabhogo vistirnavisalaparigraho 

vaisravanadhanasamudito vaisravana<dhana>pratispardhi tena sadrsat kulat kalatram annam sa 

tayt sardham krilati ramate paricarayati. tasya kridato ramamanasya paricarayatah kalantarena 

patni apannasattva samvrtta. sa upasthiyate Site sitopakaranaih, woe uynopakaranaih, 

vaidyaprajuiaptair aharaih, natitiktaih, natyamlaih natilavanaih, natimadhuraih, natikaaukaih, 

natikasayaih, tiktamlalavanamadhuraka/ukasayavivarjitaih. harardhaharavibhusitagatri apsara iva 

nandane vane vicarini; mancan mancam pi/hat pilham anavataranti adharimam bhumim. na casyah 

kinrcid amanojnam sabdasravanam yavad garbhasya paripakaya. 

tena khalu samayena potalako grhapatih rajagrham gatah kenacid eva karaniyena . sa c<a$/anam 

va> navanam <va> masimam atyayat sravane naksatre prasuta. darako jatah, abhirupo, 

darsaniyah, prasadikah. tasya padatalayor adhastat caturarigulamatrani romani 

suvarnavarnavarnani jatani. yavat potalakasya grhapateh svamanuuyah tvaritatvaritam rajagrham 

gatah. potalakasya grhapateh kathayati: grhapate dic/ya vardhase, putras te jatah iti. sa 

pritisaumanasyajatah bhuyah prcchati kim kathayasi. grhapate putras te jatah. punah prcchati kim 

kathayasi iii. atha tasya purusasyaitad abhavat kim ayam grhapatir bhuyo bhuyah prcchati. ma 

WO: pralapayitukamah iti viditva tuynim avasthitah. grhapatih kathayati: bhoh purusa k,sunas tvam. 

yadi tvaya satam api <varan> vein niscaritabhavi,syat, mayapi lava <mukharn> suvarnasya puritam 

abhavi$yat iti. tatah potalakena grhapatina tasya puruuasya trin varan suvarnena mukham *puritam. 

kocthagarikasya ca sandinam darakasyavalehikamulyam vimsatihiranyakolir dehi iti. 

 potalako grhapatih pritamanah rajn"ah sakasam upasainkrantah deva putro me jatah iii. raja 

kathayati: sobhanam eva. dadamy aha^p tasya campayam sadhararnatp saptahastikam danryam iii. 

potalako grhapatih rajanam bimbisaram avalokya campam agatah. tato grhapater jnatayah trini 

saptakany ekavimsatidivasan jatasya jatimaham krtva namadheyam vyavasthapayanti kim bhavatu 

darakasya nama iti. anye kathayanti: ayam darakah sravananakyatre jata& pitra casya janmani 

vimsatihiranyako/yah avalehikamulyam dattah. tasmad bhavatu darakasya srortah kopvimsa iti 

nama. tasya sronah kofrvimsa iti namadheyam vyavasthapitam. sronah ko/ivimso darakah 

a,s/abhyo dhatribhyo 'nupradattah, dvabhyam ainsadhatribhyam, dvabhyam k.iradhatribhyam, 

dvubhyam maladhatribhyam, <dvabhyam> krigianikabhyam dhatribhyam. so 'y/abhir dhatribhir 

unniyate vardhyate, kyirena, dadhna, navanitena, sarpiia, sarpimanQlena. anyais cottaptottaptair 

upakaranavise$air asu vardhate hradastham iva parnkajam. yada mahan samvrttas lade: lipyam 

upanyasta<h> sankhyayam, ganayayam, mudrayam, uddhare, nyase, nikepe, vastupariksayam, 

vastraparik,sayam, ratnaparik,sayam, daruparikayam, hastipariksayam, asvaparik5ayam,
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 kumaraparikrayam <kumaripariksayam>. so 'clasu pariksasu udgha/ako, vacakah, panclitah, 

pa/upracarah samvrttah. tasya punyamahesakhyatam srutva samanakulinair bahubhir darika dattah. 

tasya pitra trini vasagrhani mapitani, haimantikam, graicmikam, var$ikam. trini udyanani mapitani, 

haimantikam, graiimikam, var$ikam. trini antahpurani vyavasthapitani, jyaii/ham, madhyam, 

kaniyasam. sa upariprasadatalagato niipuruuena turyena kri{lati, ramate, paricarayati. tasya dine 

dine pan`cajatikah pako bhojanartham sadhyate. 

devadattena ajatajatruh kumaro viprasthapyate: kumara sarvesam rajnam yada jirasi palitam 

jatam bhavati, tada jyec/ham kumoram rajyaisvaryadhipatye prati4/hapya pravrajanti. bhavatah 

pituh kejas trtiyam varnantaram gated". tathapi kame;v adhyavasita eva nopa. amam gacchati iti. 

ajatajatruh kathayati: kim asya karomi iti. devadattah kathayati parakramasva iti. kamarthinam 

nasti kincid akaraniyam. yavad raja bimbisaro bhagavato ghrtapTtasya mamlam patukamasya 

mamiam adhiflhaya venuvananr saprprasthitah. ajatafatruna d«tah. tena kanakah k%iptah. raja 

jabde krtavi, tena tasya man 1asthali bhagna. raja tata eva pratinivrttah. (Gnoli 1978: 134-136)

『根本説一切有部毘奈耶破僧事』

「爾時世尊。在王舎城竹林園中。時有晦波城長者。名日寳徳。多饒財賓受用豊足。肇妻圭

久便即有娠。其夫遂與盛陳供侍。廣説如絵。後時長者往王舎城。月滞之後。於女星月更誕

一男。形貌端嚴人所希見。於其足下毛長四指。同黄金色。即令使人疾詣王舎城報長者 日。

生一男也。長者間日。説何語。使人日。長者生男。如是之問皆云長者生男。時使人 日。何

須多問。更不言答。長者云。汝今何不百度而説此語。我今還與百過滞 口黄金。汝三度説與

三口金。令使却廻報守庫人。與二十倶砥財寳。與男毎 日食。長者即向王所白大王言。我生

一男。時王 昔 我以 波 井七 端正 荘 並 魅 徳 王已艮還 。

経三七 日春属來會。既是女星月生磨與號日女星。付八嬬母。二人與乳。二人常抱。二人洗

衣。二人共戯。種種飲食用為養飼。漸漸長大如蓮在水。其男如是年既長大即令入學。暦敷

別寳伎能皆悉明達。諸人將女競至求婚。其父與男修三種房室園林。謂春夏冬三時。随用為

立三種宮人。所謂上中下。其人毎在上宮遊戯快樂。 日用五百雨黄金作食。與男令食。璽時

提婆達多。悪諌阿闊世王。汝父頭 白婆黄。不厭女戯種種食飲。爾今長大。不與爾位得 日未

期。阿闊世王問言。今欲若為。提婆達多答言。須存過人事。凡所求事無種不作。當為如來

服蘇。父王持 欲t林 至如來P世 王在於 道E11毘"、 王 破 蟷。其

王却隔。」  (T.24. no. 1450. 184b26-184c251

なお、上に挙げた 『根本説一切有部毘奈耶破僧事』とTHT1166+THT2976verso及 びTHT

1556で はい くつか相違点が認められ るが、それは以下のように纏める事ができる。

【1]:THT1166+THT2976b5に 見 ら れ る 長 者(:artvnabhavika

[2]:THT1556a3に 見 ら れ る 「薬 」

13】:THT1556b2-5の 叙 述 の 順 序

一145一



荻原 裕敏

上に挙げた相違点は現時点で確認 しているパラレルと完全には一致 しないが、興味深いの

は【3】である。THT1556b2-5の 部分は状態が良くないため文脈を完全には復元できないが、

恐 らくはSropakoiivimjaがBimbtSthra王 の下に赴き、その後Bimbisin,a王 は毎 日仏陀の下に

赴 くが、その途次4梯 ㎡α伽 が父であるBijnbisara王 を襲 うとい う事ではないだろうか。 こ

の推定が正 しいな らば、上に引用 した 『根本説一切有部毘奈耶破僧事』が4脚 ㎡4伽 の

Bimbisjra王 に対する襲撃を`ハo脚煽ガv幡oの 拝謁の前に言及する点だけでな く、Bimbisinra

王への拝謁の際にSrogeakotivimjaのために衣服で地面を覆 うという記述が存在 しない点で異

なっている事になる30。ここで注 目されるのは、後者のSro"akotivimSaがBimbis`iira王 の下

へ赴 く際に衣服で地面を覆 うとい う記述が 『彌沙塞部和醸五分律』・『四分律』・『摩詞僧舐

律』といった律文献に確認 される点である。以下には、参考 として 『彌沙塞部和醗五分律』

の関連部分を引用する31。

『彌沙塞部和醗五分律』

「佛在王舎城。爾時返沙王摩端鴛伽二國。有四萬二千聚落。彼諸豪傑無有不信佛法僧者。

唯除購婆城中有長者子名首棲那。其人大富有二十億銭時人號日首槙那二十億。是人生便受

樂手脚柔軟足下生毛。瓶沙王作是念。我界内唯有二十億。未信佛法。我當云何令彼信樂。

我若自往當大驚怖。若呼召之必生疑畏。正當通命晦婆城中六十家諸豪傑観王子婚因此相見

誰以道法。念已即便呼之。時諸親族皆白王言。二十億未曾履地。足下生毛如人頂髪。不堪

恭到。願王特賜停此一人。王言。可乗象馬車輿。答言。其身極軟亦不堪之。王言。今王子

婚必宜相見。聰汝親族盤自致方。親族共議。唯當竪渠通船日行数里乃可不勢。恭王命耳。

便共以此致之到王舎城。親族白王。二十億今始得至。願聴如家法。王言家法云何。笠言以

衣敷地行上鼻之。王言可爾。即勅為敷。又為敷細軟衣為座令坐其上。」

(T.22, no. 1421, 145a13-b02)

以上に検討 した結果 を纏 める と、THT1166+THT2976verso及 びTHT1556に 語 られ てい

るくくSropakotiviPtja-avcidiniω》は 『根本説一切有部毘奈耶破僧事』の もの に非 常に近 いが、異 な

る部派の律文献 と一致す る内容 も存在 してお り、異な る系統 の物 語で ある と考 え られ る。

この点か ら考 えて、西域北道 には既 知の もの とは異なったく<Sropakosivims'a-ai,addna}〉が 流布 し

てお り、有部 内部 にい くつ かの異な る伝承が存在 していた可能性 を示 してい る と見倣 す事

ができ よ う32。

3。梵 文 と漢 駅 の 『根 本 説 一 切 有 部 毘奈 耶 破 僧 事』(Gnoli1978:140 .18・28;T24,no.1450,置86bO9・09)及 び

{(Bαdhisattvdvadanakatpalatth>第27章((SronakOtiviJ .ns'iivadina》》(Vaidya1959bl:198』5・20)で は 、SrotlakOtiviqis'a

がBimbisδra王 と とも に仏 陀 に会 い に行 く際 に衣服 で 地 面 を覆 った とす る。
3t『 四分 律』 雀38「 願 王 聰 以衣 敷 地

。 王言 。 聴 以衣 敷地 。 時 畏者 子 守 籠 那。 即 以 衣 敷 地 。」(T22,no.1428,

843b22・23)及 び 『摩 詞 僧 紙 律』 巻31「 童 子柔 弱 以衣 栂 敷地 囁 上 而 來。」(T.22,no.1425,481b童7・18)も 参 照 。
32ト カ ラ仏 教 の 側 で 『根 本 説 一 切有 部 毘 奈 耶破 僧事 』 の物 語 を改 変 した可 能 性 も否 定 され ない 。
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ここで、《dyottsko-avaddna>)と{轟 卯α北o〃吻5召 一酬α伽 ω》が連続 して書 かれ て いる理 由につ

いて検討 したい。 ただ し、筆者 が 『Avadana写 本』 に比定 した断片 中、物語 の終わ りと最初

が連続 している もの はこの部 分だけであ るため、検討の結果が必ず しも 『Avadana写 本 』全

体 の構成 の原則 と一致す るわけではない点をお断 りしてお く。 筆者 は《ψo卿 肋.酬 如励 α》と

《〈Sroηakotiviqns'a-avaddinm》を結 びつける誘 因 として、前世にお けるvapαsyin仏 へ の奉仕 を挙 げ

たい。即 ち、vapdsyin仏 がBandhzonati国 に赴 いた際、Jyotiskaは 前 世 にAnahgapa長 者 と し

て、またSro4akOsivimSaは 貧 しいバ ラモ ンの子供 として ゆ α甥 η仏への奉仕 を行 ってい る33。

この共通 点が この二つ の物 語が連続 して書かれている誘因 と して指摘 され るもの と考 え ら

れ る禍。

3.THT1253+THT3056,THT1551,THT1683,THT3124に ついて

ここでは同一のテーマに関すると推定 される断片を紹介する。 この内の三断片について

は残存部分が紐穴の左側のみであるが、共通 して見られる表現 と二断片に残 されたfolioの

番号から、写本中のほぼ連続するfolioで あったと推定する事が可能である。最初に内容の

比定に成功した断片であるTHT1253+THT3056を 紹介する。

3-1.THT1253+THT3056に つ いて

3-1'-1.THT1253+THT3056の 転 写 と和訳

THT1253及 びTHT3056も 共 に状態の良 くない断片であ るが、残存 してい る部分 に見 られ

る人名 と内容か ら《のhanikO-avadjna)》 に 比定 され る。また、この二断片 は同一 のfblioに 属 し

ていた 可能性 が高 いた め二断 片 を接合 した転 写を示す。 断片 のサ イズ は、THT1253が 縦

7.8cm・ 横10.5cmで あ り、THT3056が 縦2.1cm・ 横4.9cmで あ る。この二断片 を接 合 した結

果は図3を 参照 され たい。

 THT1253 + THT3056 

a 

I —Lai (mg)kt(e) n[e]ag[m] sasta(r)n(e ak)[1Jy(i)[1]n(e) Ill 
2 — .11/1b1 st[e poi (y)somo vaisalyi[[]ce — 0 /// 

3 ka s[o]y spa cwi sana santseN slel1S skidi 0 /// 

4 — [ya]mornts = oko wlirpnantrg t Ise mi rale] 0 ll/ 
5 — (m)a (tn)[e] waiptesa [s]ausalle ste cau want(a)ren[e]in ma dha[nJik(e)[m] 

m. III 
b 

1 (swa)[s]s(i) [s](ausgmigi [t] te keklyau[$J(o)[rmem] — kktakar ithi n`e[m] 1 klavissu

33Anahga"a長 者 に つ い て はvaidya(1959a:175 .3・17&32)を 、 またSro"akOtivimSaの 過 去物 語 につ い て は

Gnoli(1978:147-148)を 参 照。
34ま たJLyotiskOと 岳〇四 肋'配 廊4が 共 にBimbisdra王 と関係 が あ る点 も見逃 す 事 は で きな い よ うに思 われ る

。
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 v[aisaly](i) //I 

2 — kern klav[i]ssu dhanikentse pelai- 0 (kne) 

3 id nem klavisu$esa sarrkampa a 0 /// 

4 — — f (tu)[mJ(e)m vaisali$ci 0 /// 

5 — — ..[m] .11] ri lane .a — [m]e III

[注釈 】

[a】:この行は後 に紹介す るTHT1551b2とTHT1683b4の 内 容 と同一 であるため、先行す る語

と して指示代名詞 の中性 主格形 叛 が再建 される。 ここでは、 この断片 に葉数 がない も

のの、 この句 を共有 している事か ら上記二断片 と同一のテーマ に属す る事が窺 える。

[b]:こ の部分 にはa5と 同様 に ∫o擁4〃eが 推定 される可能性 を指摘 する事がで きる。

回:こ の箇所の語の区切れは不明確であるが、ここで は暫定的にcwis'anasantseと す る。 た

だ し、最 後のsantseに つ いてはsandhiの 可能性 もあ り、 この区切 り方で正 しいか否か

を決 定す る事 はできない。

[d】:後 続す る部分が欠 けてい るた め確定する事 はで きないが、この物 語ではDhanikOと 彼 の

妻及 び息子 とその嫁 が仏 陀を四 日続けて招待 した とい う事 が語 られて いるため、 トカ

ラ語Bのjtarte`fourth'の 斜 格 であるStarceが 再 建 され るか も知れない。

【e]:語の 区切れが不明確で あるため、この部分の解釈 も困難 である。なお、・〈ra>にはvarjma

が 付 されてい る。

国:THT1253とTHT3056の 間 には直接接合せず 、間 に若干の欠落が存在す る。

【g】:前後の文脈か ら、DhanikOが 仏 陀 と僧伽を 自宅 に招待 した部分 に相 当す る と考 えられ る。

[h】:最 初のa㎏araが 確 定できないため、この部分の解釈 は確 定で きない。 ただ梵 文を参照

す る と、 トカラ語Bのk。takarは 梵 語のkiitdgbUa-Sjld-`nameofahallorhousenearVaisidli

wheretheBuddhaoftenstayed'(BHSZ):190a)の 前 分と関係 づけ られ るか も知れな い。

[i】:Dhanikaと そ の家族が仏陀 を四 日続 けて招待 したため、その他の 幽κ赫 の人々が機会 を

得 られ ない とい う状況 に相 当す ると思われ る。残存 してい る部分 か らは、 トカラ語Bに

知 られ ているliPdir`remainder'と い う語が最 も近いが、ここに この語が再建 され るか否か

は確実 ではない。或 いは これ まで知 られていない語根tip-`toremain'か ら派生 した名詞 が

推定 され るか も知れ ない。

[和訳]

a

1〃 ノ聖典の 中の教 え...は 如 何 なるものであろ うか。〃ノ

2〃 ノ...全 て のVaisidfiの...1〃

3〃 ノ...息 子 と彼 の妻 は_〃

4〃 彼 らは行いの結果 を享受 します。...〃ノ

5〃 ノここで個別 に呼 ばれ るべ きではない。 この事 についてDhanikaを...し な い。〃ノ
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b

1〃 食事 に招待 します。 その事 を聞 いて...世 尊 は 泌梅 π...〃

2〃 世尊 はDhanikOに 法 を 〃ノ

3〃 私に よって世尊が僧伽 と共に 〃

4〃_そ れ か ら 陥κδπの(残 りの)〃ノ

5〃...こ の街...〃

3-1-2.THT1253+THT3056の パ ラ レル との比較

ここでは先に解釈 を施 したTHT1253+THT3056の パ ラ レル を紹介す る。既 に言及 した よ

うに、筆者 の調査で は 当該 の二断片は《の加鰍 ロー劇α伽 ω》に比 定 され る。 《加 碑∫肋一の脳 励 の》

のパ ラ レル と しては以 下の ものを指摘 す る事がで きる。

[梵 文1

《《8肋 貯域ソロvαr'μ》》:Dutt(1984:224-234)35

《《BodhisattvdvadanakOlpalatδ>>第90章:Vaidya(1959bll:516-517)36

以下ではTHT1253+THT3056の 内容理解に資する部分のみを引用 し、また関係個所を

bold体 によって示す。

 «Bhai$ajyavastu» 

atha bhagavan vrjqu janapadeeu carikam caran vaisalfm anuprapto vaisalyam viharati 

markaaahradalre kafagarasalayam. asraucur vaLfalaka brahmanagrhapatayo bhagavan vijifu 

janapadecu carikam caran vaisalrm anuprapto vaisalyam viharati markaaahradatfre 

ktiaagaraialayam itL S`rutva ca punar ekadhye sannipatya kathayati. bhavantah frayate bhagavan 

vrjigu janapadecu carikam caran vaisafm anuprapto vaifalyam viharati markaaahradatfre 

kaaagarasalayam itL yady asmakam ekaiko bhagavantam upanimantrya bhojayiEvati bhagavan 

viprakramicyati. anye 'vakasam na lapsyante. tat kriyakaram vyavasthapayamo yatha gana eva 

sambhfya bhagavantam bhojayati na tv ekapuruqa itL te kriyakaram krtva vyavasthitah. 

tena khalu samayena vaisalyam catvaro mahapunyah prativasanti. dhaniko dhanikapatnT 

dhanikaputro dhanikasnusa ca. tesam divyamanucyasrTr grhe pradurbhtita. lair asau krryakaro 

na srata*. asrauqTd dhaniko grhapatir bhagavan vrjigu janapadecu37 carikam caran vaisarm 

anuprapto vaisalyam viharati markaaahradafre ka{agarasalayam iAA frutva ca punar vaisalya 

niskramya yena bhagavams tenopasamkrantah. parvavad Oval sampraharsya tusnTm atha

35こ の部 分 は 対応 す る義 浄 訳 『根本 説 一 切 有 部毘 奈 耶藥 事 』 で は欠 けて い る が
、蔵 文訳 には 対 応 箇 所 が 見

られ る。 この点 につ い て は 、Panglung(1981:57・58)を 参照 。
36《dBodhisattvavadenokalpatata))第90章 《(Dhanika。avadana}》は 基本 的 に は 根本 説 一 切 有 部 の もの と同 系統 の た

め 、 こ こで は引 用 を 控 え る。
37Du臆(op .cit:225)で はJ'anapadeと す る が 、 こ こで はJanapadesuと 改 めた 。

一149一



荻原 裕敏

dhaniko grhapatir utthayasanad ekamsam uttarasamgam krtva yena bhagavams tenarljalim 

 pranamayya bhagavantam idam avocat.  adhivdsayatu bhagavan me ivo 'ntargrhe bhaktena 

sardham bhik.yusamgheneti. adhivasayati bhagavan dhanikasya grhe 11401mbhavena. atha 

dhaniko grhapatir bhagavatas tambpbhavenadhivasanam viditva bhagavatal:padau Iirasa 

vanditva bhagavato 'ntikat prakrantah. 

atha vaifalaka brahmanagrhapatayo yena bhagavarlts tenopasarpkrantak pQrvavad yavat 

adhivasayatu asmakam bhagavan .fro 'ntargrhe bhaktena sardham bhikfusamgheneth bhagavan 

aha. nimantrito 'smi vasicchas tat prathamataram dhanikena grhapatinetk te kathayanti. 

bhavanto dhanikena grhapatina ganasya kriyakaro 'tikranta ity apare kathayanth kim asau 

vyatikrami4yati. na tena kriyakarah s`rutak pumah ivo bhojayatu. vayartr paratvo bhojayisyama 

dL 

athayu„sman anandah kalyam evotthaya patracivaram adaya yena dhanikasya grhapater 

nivesanam tenopasamkrantah. upasamkramya purvena nagaradvarena pravinah. yavat pasyali 

nasanaprajnaptim na bhaktam sajj krtam. taw dhanikam grhapatim idam avocat. grhapate tvam 

buddhapramukham bhiksusamgham upanimantryalpotsukah sthita iti. sa kathayati kim 

aryanandaivam kathayasi grhapate nasanaprajn"aptirp pasyami napy aharam safjikrtam. arya 

katarena tvam dvarena pravijah. grhapate purvena nagaradvarena. arya daksinena pravisa. sa 

daksinena pravino yavat pasyati divyam asanaprajnaptim krtam divyam caharam upanvahrtam. 

dr%tva ca punah param vismayam apannah. atha dhaniko grhapatir bhagavato dlrtena karlam 

arocayati. samayo bhadanta sajjarp bhaktant apy edanlbp pfrvavad bhagavantarp bhuktavanta,p 

viditva dhautahastam apanitapatrarp nicataram asanarp grhrtva bhagavatah purastan niganno 

dharmatravanaya. 

atha dhanikapatnT utthayasanad yena bhagavums tenanjalim pranamayya bhagavantam idam 

avocal. adhivasayatu me bhagavan sevo 'ntargrhe bhaktena sardham bhikfusamgheneth 

adhivasayati bhagavan dhanikapatnya tilnTrpbhavena. adhivasya ca dhanikasya grhapater 

dharmadelanarp krtvotthayasanat prakrantah. dhanikapatnyapi bhojanarp sajjikrtam. athayugnan 

anandah kalyam evotthaya patracivaram adaya yena dhanikasya grhapater nivesanam 

tenopasamkrantah. upasarpkramya daksmena dvarena praviclah. nasanaprajn"aptim pasyati napy 

aharam sajjrkrtam. drnva ca punar dhanikapamim idam avocat. grhapatipatni buddhapramukham 

bhiksusamgham upanimantrya kimartham ity alpotsuka tinhasiti nasanaprajnaptim napy aharam 

sajjikrtam. arya katarena tvai dvarena pravi#ah. dak$inena. arya purvena dvarena praviia. sa 

purvena pravictah. yavat pasyati sobhanam asanaprajnaptim pranitam caharam upanvahrtam. 

drctva ca punab pararp vismayam apannah. tato dhanikapatnT bhagavato dtltena kalam arocayatk 

samayo bhadanta sajjarp bhaktarp yasyedanrrp bhagavan !Warp manyata iti. ptirvavad yavad 

dhautahastam apanTtapatra^p nTcataram asanarp grhTlva purastan nifanno dharmatravaaraya. 

atha dhanikaputrah utthayasanad ekamsam uttarasamgam krtva yena bhagavams tenanjalim 

pranamayya bhagavantam idam avocat. adhiviisayatu bhagavan svo 'ntargrhe bhaktena sardham
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bhikgusafpgheneti. adhivasayati bhagavan dhanikaputrasya tflnripbhavena. atha bhagavan 

 dhanikapatnya dharmadeianatp krtva prakrantak  dhanikaputrenapi sucina pranitam 

khadanryabhojaniyam samudimitam. athayu.sman anandah kalyam evotthaya patracivaram adaya 

yena dhanikasya grhapater nivesanam tenopasamkrantah. upasamkramya daksinena dvarena 

pravi$tah. nasanaprajn"aplim pasyati napy aharam sajjikrtam. drstva ca punar dhanikapulram idam 

avocat. grhapatiputra tvam buddhapramukham bhikusamgham upanimantrya kim alpotsukas 

ticthasiti. sa kathayati. arya kim evam kathayasi. na pasyamy asanaprajnaptim napy aharam 

sajjikrtam. arya katarena tva, dvarena pravictah. dak.5inena. arya pascimena praviia. yavad asau 

pravistah. Avert paiyati sobhanam asanaprajiiaptim pranitam caharam upanvahrtam. *Wet ca 

punah param vismayam apannah. tato dhanikaputro bhagavato diitena kalam arocayatk samayo 

bhadanta sajjaip bhaktair yasyedanrip bhagavan kalaqt manyata iti parvavad ydvad 

dhautahastam apanitapatra?p nTcataram asanaip grhtiva bhagavatah purastan niganno 

dharmasravanaya . 

atha dhanikasnuFJ utthayasanad yena bhagavaqps tenanjalint praqamayya bhagavantam idam 

avocat. adhivasayatu me bhagavan svo 'ntargrhe bhaktena sardhaqz bhik4usamghened. 

adhivasayati bhagavan. dhanikaputrasya dharmadelandip krtva prakrantah. 

atha vaifalaka brahmanagrhapatayo yena bhagava^ps tenopasaipkrantah. upasamkramya 

bhagavatah padau sirasa vanditvaikante ni$annah. ekantanisannan vaisalakan brahmanagrhapatin 

bhagavan dharmyaya kathaya yavat samadapya samuttejya samprahar$ya tusnim. atha vaisalaka 

brahmanagrhapatayah utthayasanad ekamsam uttarasamgam krtva yena bhagavams tenanjalim 

pranamayya bhagavantam idam avocat. adhivasayatu bhagavan tv asmakam ivo 'ntargrhe bhaktena 

sardham bhiksusamgheneti. bhagavan aha. nimantrito 'smi vasi,Fyhas tat prathamatarant 

dhanikasnuqayeti. tato vaisalika brahmanagrhapatayah k4ubdhah kathayanti. bhavantah kit!: 

dhanikasyaikasya dhanam asd yena buddhapramukharp bhil4usaqrghatp pratidinam bhojayati 

vayam avakakanp na labhamahe. katham atra pratipattavyam iti. apare kathayanti. yada 

buddhapramukho bhikqusamgho bhuktva prakramati tadasya grhad ekaikam silam udve$tayama iti . 

athayusman anandah kalyam evotthaya patracivaram adaya yena grhapater nivesanam 

tenopasamkrantah. upasamkramya paicimena dvarena pravi$tak paiyati nasanaprajnaptim napy 

aharam upanvahrtam. drrtva ca punar dhanikasnussam idam avocat. dhanikasnuue 

buddhapramukham bhikcusamgham upanimantrya kim tvam alpolsuka ti$thasIti. sa kathayati. 

maivam kathayasi. na paiyami asanaprajnaptim napy aharam sajjikrtam. arya katarena tvam 

dvarena praviitah. pascimena. arya uttarena praviia. sa uttarena dvarena praviitah. yavat pasyati 

divyam asanaprajnaptim krtam divyam caharam upanvahrtam. drctva ca punah param vismayam 

apannah. tato dhanikasnufa bhagavato datena kalam arocayatk samayo bhadanta sajjaqi 

bhaktam. yasyedaniip pirvavad yavat purastad bhik4usaqighaya prajnapta evasane niqannah. 

atha vaisalaka brahmanagrhapatayah sarve sambhuya dhanikasya grhadvare sthitah. dhanikam 

grhapatim idam avocan. grhapate vaisalako ganah kgunno dvare tiithati gaccha k.yamayainam. ma
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 te anartham karivatiti. sa nirgatya kgamapayitum arabdhah. te kathayanti. grhapate kip 

tavaivaikasya dhanam asti yena :vain pratidivasam buddhapramukham bhikrusamgham bhojayasi 

vayam avakasam na labhamahe iti. so kathayati. bhavanto na maya ganasya kriyakarah irutah. tad 

arhati ganah !cranium iti. apare kathayanti. bhavantah pradhanapuruqo yam ksamyatam asyeti. taih 

ksantam. sa kathayati. yady evam pravisata. te grham pravi#ah. pasyanti sobhanam 

asanaprajiiaptim krtam pranitam caharam samanvahrtam. drava ca punah param vismayam 

apannah kathayanti. grhapate tvam evaiko 'rhasi buddhapramukham bhiksusamgham bhojayitum na 

vayam iti. sa tecam ratnan anuprayacchati. he na pratigrhnanti. bhagavatabhihitah. 

pratigrhnidhvarp durlabhany etani ratnaniti. tair grhitani. yena ca Adrian? grhitam tasya tadrsam 

eva varnavabhasah samvrttah. tato dhanikasnuca sukhani,iannam buddhapramukham 

bhikcusamghaqr viditva s`ucina pranRtena khadanryabhojanryena purvavad yavad dhautahastam 

apanTapatram nrcataram asanam grhrtva bhagavatah purastan ni,Fanno dharmaJravanaya. 

tato bhagavata dhanikasya dhanikapatnaya dhanikaputrasya dhanikasnugyas cafayanu ayam 

dhatum prakrtim ca viditva caturaryasatyasapprativedhikr dharmadesana kit& yam srutva 

dhanikena dhanikapatnya dhanikaputrena dhanikasnu,saya ca vimsatisikharam samudgatam 

satkayadrc/isailam jiranavajrena bhittva srotaapattiphalam sakratkrtam. te drnasatyas trir udanam 

udanayanti purvavad yavat. abhikranta vayam bhagavantam saranam gacchamo dharmam ca 

bhikrusaingharp ca. upasakams casman dharayantu yavajjrvam pranopetam saranagatam 

abhiprasannah. atha bhagavan dhanikam dhanikapatnim dhanikaputram dhanikasnu$am ca 

dharmyaya kathaya samdarsya samadapya samuttejya sampraharcyotthayasanat prakrantah. 

                                             (Dutt 1984: 224-234)

上に引用 したパラレル との比較とTHT1551b2及 びTHT1683b4に 共通する当該断片a1に

見られる記述から、THT1253+THT3056は 《〈Dhanika-avaddna>》の冒頭部分に相当する事が推

定される。 また、当該断片は紐穴から右側の部分を欠いているため確定はできないが、こ

の断片にはDhanikaが 仏陀を招待 した際に、彼の妻が仏陀に翌日の招待を懇願する部分する

までが語 られているもの と推定される。

3-2.THT1551,THT1683,THT3124の 転 写

前節 で触れた よ うに、THT1551b2及 びTHT1683b4に はTHT1253a1と 同様 の表現 が確認

され る事か ら、 これ ら三断 片は共通す るテーマの下 に語 られ た物語 で ある と考 え られ る。

THT量253は 《《Dhanika・avaddntO》に比 定 され る事が明 らかで あるが、残 念な が ら残 りの断 片に

つ いては内容の比 定に至 って いない。

 THT 1551 IaI 

h: 8.1 cm X w: 15.9cm 

a
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1 ste t — — — [n]. ce poysimne eksa IIJ.Ibi /ll 

 2 camelne s[IeJ 1[Mintam auki ta- 0 t. [k].1`1  II/ 

3 plyewsa ram no skwage iprerne t 0 snai III 

4 tern arhantemne pernemid1 kalpare t 0 [d] III 

5 ersante t tuk maka po silo wertsiyjai] tar[ya] Ill 

b 

1 rise yamormem asammem tsanka .can 1 maskelye II/ 

2 II td make nesam sastarne aklyi- 0 like) Ill 

3 oko pelaikne t klyauqa t kaune wile' 0 4.4m/dill 

4 rwane se p. — ccemill [a]rkwina cliff 0 — — ll/ 

5 aj1Jl[o](ki presc)[i]yaine cau sankramne will

[注釈】

回:公 開 されている写真は断片の表裏が反対であるため、ここでは、正 しい順序に直 した転

写を提示する。また、断片には葉数 として<187>と い う数字が見える。

[b】:文脈からldik-`tosee'の変化形が推定される。

[c]:正確な語形を確定する事は不可能であるが、ここには語根nes-`tobe'の 過去分詞tatjktiU

が推定 されるもの と考えられる。

[d】:トカラ語Bのperne`glory,worth'の 斜格はperneで あるが、ここでは恐 らく先行す る語

に引きず られてAnusvaraが 付 されたのではないだろ うか。

[e]:こ の箇所の語の区切れは不明確である。仮にwisamdni「 二人の僧侶」 と再建 され るな

らば、肋翅εは 加μω ηε 「日中、昼間」と見倣す事ができるかも知れない。

[fl:トカラ語BのarkWinaに 先行する部分の語の区切れは不明確である。仮に ハvdneが 一つ

の語として解釈されるなら、語根ru-`topullout'の 三人称単数 ・過去形に三人称単数の

代名詞接辞が付加 されたものと解釈する余地があるが、前後の文脈は把握できない。

 THT 1683ta1 

h: 8.2cm x w: 14.2cm 

a 

1 te mant i yaknesa su srenh[i7lll 

2 s pelaiknene ostamem lac° po 011/ 

3 kurpelle su yarm,ma tarkoy° t 0 l// 

4 kurpelle t su sarik t po krentaunal°i 0 /// 

5 ntsa maskassi t te manttyaknesa plaskaip ma[k](t)[e] 

b 

1 kallam sakitmane cmelane cwi ayormem ok[o] II/ 

2 tusaksa skainalle sarine prucca 011/
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 3 ntar i II  ,sanmirikamtsa   drs/antEci lira  t 0 ll/ 

4 In mgkte nem'', js]astarne akjly]{dI 011/ 

5 yyai osta cmencajnts]e .0 //I

【注釈]

[a】:こ の断片 には葉数 として<190>と 付 され ている事 が確認 され る。 この葉 数か ら、この断

片 は<187>と い う葉数 が付 され たTHT1551に 後 続す る断 片であ った事 が推定 され る。

【b】:〈na>にはvardmaが 付 されてい る。

[c】:ト カ ラ語BのdrSldntはAdams(1999)で は 登録 され ていないが 、同書のpiZrnnikzvarrsldnt

(op.cit.:392)の 項 目に登録 されてい る。Adamsの 辞 番 にはこの語に対す る解 釈は為 され

ていないが、 この語は梵 語 伽'δ胸 一`example,paragon,allegory'(nV491c492a)の 借 用

語 であ る38。 興味深 い事にKiziiで 発 見 され た梵文《d(alpanamarditiha)〉の 章末のcolophon

に は 書名 と してkOlpandnapditikdyamdrstδntappmktydimと あ り、同様 にdrstjnta一 が 確認

され るだ けで な く39、 前述 のpiirnnikacerstdntが 確 認 され る断 片B342は 」励4肋 に分類 さ

れ てい る。 この点 か らも、 この トカラ語B写 本の内容 が比喩 課 を中心 と した もの であ

った事が窺 えよ う。

【d】:THT1551b2に 基 づいて 、ここにはaklyiafie)が 再 建 され る。

以下に紹介するTHT3124は 、前節及び本節で紹介 している三断片との関係を示す直接の

根拠は確認 されないが、断片中にTHT1863で 二度現れているkurpetleと いう語が見られる

ため、暫定的にここに配列する。

 THT3124 

h: 8.2cm X w: 5.7cm 

a 

1 /// [k]l. [yaJ —III 

2 11/ [r](i s)[u] brahmane ta 1II 

3 III In(e)[$c]e Amon — Ill 

4 III [k].n"ca 1 Sale W I [t]we III 

5 III (ku)rpell[e] s[t](e) twe [s]rau III

b 

1 /I/ pratin[t.a [yjamaske III 

2 II/ [ce]n`emilakle .[a] II/ 

3 III yasar i sekwe — III 

4 III [yJai inteI8I ke — III 

5 III [ram ca] .6 III

【注釈】

[a]:ト カ ラ語Bのinte`ifはPeyrot(2007:172)で 指 摘 され るよ うに、LateTocharianBの 断 片

に現れ る語形で ある。

38こ のpu'rnnikOdrstdntに 見 え る人 名 をTochSprR(B)II:223で は 侮 叩瀬 とす る が 、筆 写 は この 語 を梵 語 の 複

合 語 と見倣 し、 主人 公 の 人名 をP吻 伽 一とす べ き では な いか と考 えて い る。 も し この推 定 が正 しい な ら、

この物 語 は 『賢 愚経 』 巻 六 「富那 奇縁 品JaO4,no.20Z393eO1・397a23)に 比 定 され る 可 能性 が あ る。
39SMI=14 。15を 参 照 。
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4.THT1285+THT1507+THTI680+THT298L㎏.1+THT3054及 びTHT1249+THT1681+

THT2981.ftB.6に つ いて

ここでは、THT1285+THT1507+THT1680+THT2981.負9.1+THT3054及 びTHT1249+

THT1681+THT2981。 ㎏5を 扱 う。これ らの断片はそれ ぞれ 二葉のfolioに 還 元す る事がで き

るが、内容 は漢 訳 『大荘嚴論経 』 とその梵語写本で ある《κψ 碑伽 卿伽 緬 》や 漢訳 『雑賓藏

経』及び蔵文《κ伽 ηα蜘 α肋》に見 える物語 であ り、『雑賓藏経』では 「娑羅 那比 丘為悪生王所

苦悩 縁」 とい う題名 が付 され てい る40。

4-1.THT1285+THT1507+THT1680+THT2981.1㎏.1+THT3054の 転 写 と和訳

ドイ ツ所蔵 トカ ラ語B断 片THT1507及 びTHT1680は 表 裏共に五行ず つ書 かれ た断片 で

あ り、断片 の上下は完全 に残 ってい るが、THT1285・THT2981.dg.1・THT3054は 前 者 に比

して よ り小 さい断片で ある。 この内THT1507は 紐 穴周辺 に相 当す る部分で あるが、左端 の

部分 を欠 いてい るた めfolioの 番 号は判断 できない。 ただ 、次節 で扱 うTHT1249+THT1681

+THM981.fig.6のfolioの 番 号が<287>と な ってお り、また内容 はそ の直前 の状 況 を描写 し

てい る と考 え られ る事 か ら、 これ らの断片 は本来二葉の連続す るfolioで あ り、THT1285+

THT1507+THT1680+THT2981.1㎏.1+THT3054のfolioの 番 号は<286>で あ った と推定 され

る。 なお 、これ らの断 片には発見場所 を特定す る出か が りは残 されて いない。

これ らの五断片 は同一のfolioに 属 し、THT1507+THT1680+THT2981.㎏.1及 びTHT1285

+THT3054と い うよ うに直接接 合す るが 、先に検討 した《〈,lyotiskO・crvaddnanに比 定 され る

THT1165+THT1548の サ イ ズを参考にす ると、 この二つの部分 の間 には約8.3cmの 欠 落が

存在す る と推 定 され る。 また次節で検討す るTHT1249+THT1681+rHn981.dg.6がfolio

の 左 端 を残 してお り、 このサイ ズを考慮 に入れ る と、当該 のfolioは さ らに左 に2。3ak§ara

程 欠 いてい ると推 定 され る。接合 され たTHT1507+THT1680+THT2981.frg.1の 部 分のサイ

ズは縦 が約8.1cm・ 横 は約31cm、 一 方THT1285+THT3054は 縦 が約4.9cm・ 横 は約13cm

で あ る。 なお、 これ ら五断片 を接合 した結果 については図4を 参照 され たい。

[転写】

a 

1 II/ — tai ste $amarpn"entse yakne pi(n)[t]w[a]ku yalle katsantse(pals)k(o)IaJ ai$le  

II nano $apg walo ysals[o]n[ai]i'1 /IIIII  mane sausgm kt,se tane rai f 

is(ta)[tJ(u enenn"i pa-(cI 

2 (lkorme p) kenisa~~lmo$ weske r 0 saswa po [t](a)n(e) nesem t wal[oj 

  we$$gm ktce lkascerne p[e] /1/ II/ [ss]. ste enmelya$$a[na] sakata-

3 (ntsa ka)[IJps(a)l`l ,$grkamem plansone alc(a- 0 (sk)[auJ(ne)Ifl $ lame

coこ の 物語 と同 様 に 王 に よ っ て虐 待 され る物 語 は 『賢愚 経 』巻 二 「罵 提 波 梨 品 」(T、04,no.202,359cO8・360bO7)

に も見 られ る。
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 kercyemnne am[p]lakatte ma yanmacle II jtJ. iei III I/1 [e]irsa[t]e wl ssa(nma) Ill 

4 /// — me Sarakt sanmyarne auntsa- 0 ntene = [y]m(a)$$[i][111 lalam$kai kektsen i 

kharcur$$ana sakatantsa ra[s]k(are) III 

5 III .[a]ska$$ul'i ra snai onolme [r](a) kentsa klaya om Info klaina lante 

paineI l kaklayauwa weskem Is](a)swa snai tranko II/

b 

1 III .k. me01 ma $ nai totikaustanetk1 t au$aelwalo treme[mJn(e) kakkarpau 

snai kejlscirona rekaunasa cau tarsask(e)mane0l'we$$am p1. III 

2 /II [a](r)s(e)ntralml 1 Iltumern sarane $ama- 0 ne wassan[m]a aummene 

ceccalo(r)merp totka $1 iaulatse k(e)r[cy]em[n](m)em l(ac°t) II/ 

3 /l/ (ono)[lm]i#°1 maka ysape kraupantene 0 (p)[r](eksern)ne k„ se $ai se snai 

karu^p wnol(m)e se cisa maiyya palja](te) III II/ (em)p(e)lye pradyote III 

4 III (la)/am$kem 'anti soysa mai- 0 yya pal(a)[t]e t tumem su em$ke[tJot1 

sankramne $an#°1 1 u[p].1°111/ III (ar)[h](a)ntesisemisorrom l painene kl(a ) 

5 (ya) —JP) [pa]tars ram no sQsuwerske cau la[k](le) p[o] tran"canes i II I'll-

  - [a]$anike maka ykne cau pelaiknes(a) I// /I/ ka ma karrate [ta]kar$ke 

nessi t (c)[au]siwena sail

【注釈】

[a】:対応 す るテ クス トに関連す る記述がないだけでな く、この部分が破損 しているため、正

確 に推 定す る事 は困難 であ るが、 ここでは暫定的にpalsko`mind,spirit'を 推 定 した。

[b】:こ こでは暫 定的にysals701n[aijと したが、ysalStaulntaijで あ る可能性 も排除 されない。

ただ し、 この部分 は語 の区切 れが不明確 なため解釈 できない。

[c】:こ の部分 に在証 され る トカラ語Bのenefifiiは 初 出であ るが、a2に 見 られ るこの文の動

詞 がweskemで あ る と考 えられ る事か ら複数主格 形であ ると推定 され る。そ して 、この

語形 に対応 す る単数形 としてenem`within,herein'か ら派生 した形容詞eneMe*を 設 定す

る事が可能であ ろ デ 重。また、 この語 に続 く語 として は、前後 の文脈 とパ ラ レル を参考

に語根pdilk-`tosee'の 絶 対分詞で あるpdilkermemを 推 定 した。

[d】:こ の形式はPeyrot(2008:90-91)で 指 摘 されてい るよ うに、トカ ラ語Bのkeni`knees'の

通 格kenisaのLateTocharianBの 形 式である。また、当該断 片b4に 確認 され るwalo`king'

の 単 数属格ldntiもLateTocharianBの 形 式であ る42。

【e】:この部分 はB88a2を 参 考 に再建 した。なお、hiipsaが 在 証 され るB88a2の 解 釈 につ いて

41ト カ ラ語Bのparna'outside'か ら派生 した形 容 詞 ρδ
購δ筋 ε`extemarを 参 照 。

42こ の音 変 化 につ いて はPeyrot(op
.cit:97-98)を 参 照。 ま た、Peyrot(op.ciL:224)で は 、こ の 二つ の 語 形 に

基づ い てTHT1507をLateTocharianBの 段 階 を反映 す る断 片 と して い る。なおPeyrot(op.cit.:224)は 、こ の

断片 と接 合 す るTHTl680に つ いて 断 片 に反 映 され る言 語 特徴 に関 す る記 述 を 与 え て いな い が 、興 味深 い事

にTHT1680a5に はClassicalTocharianBの 単数 属格 形 で あ る 伽'ε が 在 証 され 、 この 写 本 を書 写 した者 の言

語 は純 粋 なClassicalTocharianBで は な く、 よ り言語 変 化 の進 ん だ もの で あ った と推 定 され る。 この よ うな

言 語 特 徴 は 、次 節 で検 討 す るTHT1249+THTl681+THT2981.1㎏.6に つ い て も確 認 され る。
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は、Pinault(2004:259-260)を 参照43。

lf】:紐穴の右側には母音tati>の一部が残存しているのが確認できる。この母音 と先行する部

分に基づいて欠けている部分を再建 した。なお、この語形は現在までのところ指摘 さ

れた事がない形式であるが、筆者の解釈は以下の和訳及び注釈を参照 されたい。

【g】:文脈か ら考えて、ここにはtwnem`then'或 いはtane`here'が 再建 される可能性が高い。

[h】:この部分は二断片が接合する位置にあり、解読にやや困難があるが、'〈SS>の上部左端に

は左に流れる母音記号の一部が確認 される。また〈pm>の 上部は欠落 しているため、母

音を確定する事は困難であるが、ここでは文脈を考慮 してtylm(a2ssti7と解読 した。

[i]:この部分は、過去形第IV類 に属 し、かっ一sk一で終わる動詞語根の過去分詞 ・男性 単数主

格である事は明らかであるが、文脈に相応 しい語根を確定する事ができない。

田:以 下の和訳で示すように後続す る文が命令文であるため、この部分も命令文である可能

性を指摘する事ができる。仮にこの推定が正 しいならば、一〃昭は代名詞接辞複数形 とし

て解釈できるが、先行する文脈が不明なため語根を推定す る事ができない。

【k】:この形式 もhapaxで ある。 これまでに知られている語彙を参考にすると、この部分を

kaustaneと 区切 り、後半を接続詞S`and'にtane`here'が 続いていると見倣す考えもあり

得るが、この場合先行する肋μの意味を解釈できないため、このように解釈する事は妥

当ではない。そのため、筆者はこの部分を一つの語形として解釈す る。

田:こ の断片では・吻〉と吻α〉はかなり明確に区別されている事か ら、この部分の読みは、こ

れまでに知 られている トカラ語Bの 動詞からndirs-`tourge'の 現在 中動分詞として想定

され るnarsdskemaneで はなく、tarsdSkemaneと 読まざるを得ない。 また文脈からも、

この動詞をndirs-`tourge'と解釈する事は、やや不自然 と思われる。

[m]:残 存部分 と文脈か ら、Malzahn(2010:525-526)に は登i録されていないが、ここには語

根dr-`toleave,giveup,abandon'の 三人称複数 ・現在形を推定する事が可能である。

【n]:同じ行に見られるwnolmeか ら、この部分は韻文で書かれていると推定される。ただ、

韻律を判断す る事ができないため、ここではonolmiと い う語形を再建 してお く覗。

[o]:残 存 している部分 と文脈から、ここにはpddltydyeの 主格及び呼格以外の形式が推定さ

れるが、後続す る文脈を確定できないため、この名詞がどの格 を取っていたかを確定

する事はできない。

【p】:前後の文脈か らsafi`own'が 推定 される。

[q】:二断片の間には2akSara分 の欠落が確認 され る。最初のakSaraの 上の部分が若干残存

しているのみであ り、確実に再建する事は困難であるが、ここではb2を 参考にt2mlem

`then'を再建 してお く
。ただ、a3と 同様に似たような機能を持っtane`here'が 再建 され

43こ こで はPinault(op
.cit.)に 従 いk`liipを`Behandtung'と 解 釈 した が 、この 語 の 語源 で あ る 梵語 のkOipa・ の 語

義 に つ い てAptc(1957:548a)に 記 載 され て い る`strength,vigour'を 指 す と考 え 、B88a2:tanefiakOut'〃'

jamasf(k)entsekeipsapainemeptetteldqyomaneを 梵 語 のgenitiveabsoluteに 対応 す る構 文 と見倣 し、後続 す る 主

文の 動 作 主 と もな るuttaris'amαStz)entseとkaipsaの 間 に修 飾 関 係 を認 めず 「こ こで 今Uttara少 年 は そ の カ

に よ って 両 足 か ら 下 に崩 れ て 」 と解 釈 す る事 も可能 か も知れ な い。 た だ 、 この 場 合ktoyomaneが 属 格 とな

って い な い 点 が難 点 と な る。 な お 、 トカ ラ語 のgenitiveabsoluteに つ い ては 、TEBI;83を 参 照 。
44韻 律 の 音 節 数 の 制 限 が 一音 節 少 な い 場 合 は

wnotmiが 再建 され る。
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る可能性 も完 全には排除 され ない。

[r】:このakSaraは 次 節 で検討す るTHT1249+THT1681+THT2981.㎏.6rectoに 続 くが、残念

なが ら完全 には残 ってお らず 、ligatUreの 下 の部分 の〈wct>が 残 ってい るのみで ある。 こ

こでは、虐待 され たSdropaがPradyota王 に対す る復讐 の念 を語 る部 分で ある事を考慮

し、 トカ ラ語Bのsakwdi`happiness'を 推 定 した。

以下には当該folioの 和訳を提示する。注釈で指摘 したようにここには、これまで トカラ

語研究で指摘 された事がないhapaxが 複数含まれてお り、これ らを正確に解釈する事は困難

であるため、より確実な解釈は今後の研究の進展に侯ちたい。

a

1〃 ノ_で ある。僧侶たるに相応 しい方法で布施に赴き、腹の(思 い)が 与えられなければ

ならない。llま た、王は...〃ノ 〃ノ...しながら、彼は呼びます。ここにいるのは一

体誰なのか。宮廷内の者達は、すぐに(そ れを見て)

2脆 き言います。王よ、私達は皆 ここにお ります。王は言います。お前達は彼の...何 を

見ているのかla】。〃ノ 〃ノ。..である。お前達は...の 棒によってfO]

3彼 を背中か ら吊る しなさい。私は彼に教えてや る【cl。王の宮殿に許可なく入るべきでは

ないld1。そして 〃ノ 〃ノ彼は衣服を掴んだ。〃ノ

4〃 ノ...彼の側近達は彼の内衣を縛 り、彼の柔 らかい体をκ肋ヴ勘αの木の棒で激 しく(叩き)

始めました[e]。

5〃 ノ...したように[q、また息が絶えたように19]、彼は地面に倒れました。そこで女性達は

王の足元にひれ伏 して言います。王よ、彼に罪はありません。〃

b

1!〃...。 彼をそれ程までに殴 り倒 さないで下さいib1。王はさらに怒 りに陥 り、限 りなく激

しい言葉で彼を罵 りなが ら言いますli]。...〃

2〃 彼らは(Sdiropaを)置 き去 りにします。111そ れか ら、僧侶のSdropaは 悲惨な状況の

中田、衣服 を持ち上げて、そ して命からがら王宮から出て行きました閃。〃ノ

3〃 ノ人々がたくさん彼の近 くに集まりました。(そ して)彼 に尋ねます。一体誰なのです

か。 この慈悲のない人は。 あなたに対 してカを誇示す る者は。〃ノ 〃 恐ろ しい

Praalyota〃ノ

4〃 ノ彼は穏やかな王の息子に対 して力を誇示 しま した。それか ら彼は寺院にいる自分の師

...ま で 〃 〃 彼は阿羅漢の所に赴き彼の両足の下に倒れま した。

5そ して、彼(=sarapa)は(自 分の)父 親に対 して子供がするように、この苦しみを全て

彼に嘆きま した。ll(それから)尊 者は多くの方法で彼を法によって1〃 〃ノ彼(=尊

者)は 信仰を抱かない事を非難 しましたOl。彼(=Sdropa)は 彼に言いました。

【注釈]
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【a】:この箇所 は、Prcealyota王 がSdrapa王 子 の下に赴 いた宮女 達に尋ねて いる部分で ある。

漢訳 のパ ラ レル に は王 と宮女達 との間の会話 は描 写 され ていないた め、王 の発 言 を直

接推 定す る事 は難 しいが、 ここでは 、『大荘嚴論経』 「錐著鮮 白衣。 不如 口辮説 。王玄

團」塗坐sL...愛篁墜 。」(T.04,no.201,323c19・20)と い う、宮 女達がSdrOpa王 子 と一緒

にいる場面 に遭遇 した王が詠んだ詩節 と 「娑羅那比 丘盛年 出家極為端 正,爾 時宜 ム 塁

彼比 丘年既少肚容 貌殊特,生 希有想,而 作是 言。佛 法之 中乃有是人 出家學道。 即邊邊

坐。」(T.04,no.201,323c12-215)と い う記述を参考 にす る事が可能 と思 われ る。即 ち、

これ らの記述 か ら宮女達 はSdrana王 子 の容姿に魅せ られて彼の 下に赴 いた事 が窺 える。

これ らの点を参考 にす る と、後続す る語 としてはpefiiyo`spleldor'或 い はperne`worth,

glory'やpemenie`splendor,glory'が 推 定 され るが、この語に続 く文脈 を確 実 に推 定でき

ない ため、 どの格 を取 っていたのかを推 定す る事は困難 である。

【b】:この箇所に見 られ るenmelyassanaはenmelya*`aspiecesofplant?'(Adams1999:87)か ら

派生 した形容 詞の女性形複数 であ り、後続す る部分か らPradyota王 の 部下達が 手に し

て いた道 具 を形容 しているが、 この形容詞の意味 を確 定す る事はで きない。 この部分

は み⑳o砂 王の5廓 卿α王子に対す る虐待 が始 まる部分 に相 当す る4s。

[c】:転写の際 に推 定 したatltiSJIaimeは 、語根dkt-`toteach'(causative)の 一 人単数 ・現在形 ・

能動態 に代名詞接 辞 ・三人称 単数が付加 され たものである。なお、 この形式 はMalza㎞

(2010:520。521)に は 登録 され ていないが、同一 の変化に属す る動 詞の アクセ ン トか ら

判断 して 妥 当で あ る と考 え られ る。 また、 この よ うな推定 は蔵 文く<Karmatiataka>》:'di

mkhanpodahslobdpongyismabslabskyishas'dibslabparbya'osiimnas(D:a24b2)に よ

って裏付 け られ る。

[d】:梵 文《d(aipanjmapditikzi>>及 び 漢訳 『大荘鹸論経』『雑 寳藏経 』にはsara"a王 子 がPradyota

王 の 王宮 に入 る とい う記述 は見 られ ないが 、蔵 文《KarmαSataka))に はtgyalpogtwnporab

snaカ9ψ 加 加伽9'0加bsgorphyinnaSC加 δ390加 η24加∫〃iedpa"∫ 　habssudergyatPO'i

phobrahginahdusohnαs(D:a24a1)と あ り、8arapta王 子 がPradyota王 の 王宮 に入 る と

い う記述 が見 られ る(Feer1901:439-440)46。

[e】:この箇所 は 『大 荘嚴 論経』「即勅左右 執此比丘,剥 脱衣服唯留 内衣,以 棘刺杖用 打比丘。」

(op.cit.:323c2627)に 対 応す る場面である。 この二断 片の破 損 して いる箇所 に見 られ る

語 につい て 、筆者 は接 合 の結果 を基 にatmtsantene=pmassiと した。 この部分 は 、

awztsanteneと の珈α55'の 二 語か ら成 ってお り、前者 の語末 母音 と後 者 の語頭 母音 が

sandhiで 結 ばれ ている と解 釈す る。後者 のa[ymassiはClassicalTocharianBのaiimassiの

LateTocharianBの 語 形 である47。 この語はafimaSSe`personarの 複 数 主格 形で あ り、前後

4s注43で 指 摘 した よ うに
、 トカ ラ語Bのhalpが`vigour,strength'を 指 す な らば 、こ の部 分 は 「お 前 達 は.,.

の棒 に よ って カ を いれ て 彼 を背 中 か ら吊 る しな さい。」 と解 釈 され る。
46飯 淵(1995)に よれ ば

、蔵 文〈(Karmas'ataka}〉は根 本 説 一切 有 部の 伝 承 を踏 ま えた もの とされ てお り、 この

部 分 の 記述 の 一 致 は トカ ラ語Bの 物 語 の 来 源 を考 え る上 で 重要 で あ る。 なお 、『Avadana写 本』 の 部 派 帰属

の 問題 につ い て は本 稿 第 八 節 で取 り上 げ る。
47こ の 形容 詞 の 語 幹 に 見 られ る音 変化 につ いて はPCyrot(2003:159 ・160)を 参 照 。
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の文の主語 となってい る。筆者 はこの語を先に引用 した 『大荘嚴論経 』 「左 右」 に、ま

た梵 文《《Kaipantiimopditikii>>:〃ソα営3αv卯oη'〃η即4b伽c〃 侮 ごり〃(Lifders1926:183【1979:

301})48及 び 蔵文《《κ伽 ηα蜘α㎞》》:zha7nrin'parncvns・bosteldelcaggiszhenparbzhuste

btanho(D:a24b2-3)に 見 えるzhamr訪 」叩`personalattendangaprivatesecretary'(Das:

1067b)に 対 応す る語 と考 え 「側近」とい う和訳 を与 えた。なお 、auntsanteneはau・n-・to

begin'の 三 人称複数 ・過去形 に三人称単数の代名詞接辞が付加 された語形 であ るが 、こ

の後 に続 く形 式 と しては 『大荘嚴論経』 「以棘刺杖用 打比丘。」及 び先 に引用 した蔵 文

《《Kanncxfataka》》に見え るbzhus(〈gzhuba`tosnike,lash'Das:1081b)を 参 考 にす る と、

pyak-`tobeat'の 不 定詞p動3'が 再 建 され る と考 え られ る。

トカラ語BのliarhkはAdams(1999:622)で は`overgarment'と い う訳 が与 え られ てい

る。Adamsは この語が在証 され る断 片の記載 を欠いてい るが 、恐 らくはこの断片 に由

来す るもの と推 定 され る。 この語はTEBIIl46で は トカ ラ語AのSinakと 同 源語 とし

て扱 われて いるが、この トカ ラ語Aの 語 はSieg(1944:26,Anm.5)以 来 、 トカ ラ語Bの

面7`over'及 びs'ariye*`over-,upper'と 関 係づけ られ、`overgarment'と い う訳語 が与 え られ

てきた。しか しなが ら、先 に引用 した『大荘嚴論経』の 「内衣 」や 、梵 文《曲 加 η伽 卿幽 腋》:

pratinivdSancvntitraρravarageak(Laders:op.cit.)に 対 応 しているため、`overgarment'で は な

く 「内衣 」(Skt.pratinivdsana-`undergarment'BHSD:363b)と い う訳語 を与えた。 なお 、

トカ ラ語AのShrakが 在 証 され る部分 には他言語 に よる支持が得 られ てい ないた め、

`overgarment'と い う訳語 が適切 か否 か とい う点 につい て検討 の余地が あ り
、筆者 の推 定

に従い トカ ラ語AのSdirak及 び トカラ語Bの5α7励 の解釈 は訂正 され る必 要が あ る49。

この部分 に在 証 され るkharcurssanaは 語 幹kharcurに 形 容詞派 生の接尾辞一sseが付 加

され た形容詞 の女性 形 ・複数 であ る。語幹のkhareurはhapaxで あ るが、梵語 肋oヴ 勘o-

`Phcenixsylvestris
,thewilddatetree'(nV337c)の 借 用語で ある。 ま た、 この語 に続 く

5α緬伽 肋 は5ahato*`stick,club'の 複 数通格形であ るが、この語 の複数 形 は これ まで に在

証 された事 が なかった50。 なお 、 この語に対応す る語 と して 、蔵 文《KarmαSatakO>>に は

lcag`whip,rod,switch,stick'(Das:396)が 見 られ る。

田:転 写 に対す る注釈 で触れ た ように、この部分 の語根 を確定す る事はで きないが、後続す

る文脈 か ら、王か らの虐待 を受 けた5励 即α王子が地面に倒れ る際 の描写 である と判断

され る。

【g】=この箇所は、『大荘鹸論経』「尊者娑羅那受是提打遺命無幾,悶 絶 鷺地」(op.cit.:324aO2・03)

に 対 応 している。 筆者が把握 している範囲 内ではsnaionolmeと い う表現 は初 出であ る

が、対応す る漢訳か ら 「息がない=息 絶えた」と訳す事がで きよ う。Adams(1999:115)

4sこ の部 分 に つ い て
、LOdersはkdmcu(k)と して い るが 、 こ こで は漢 訳 を参 考 に ぬ珈 α侮 の と した。

49Bailey(1950:389 ・391)は 、 トカ ラ語AのSdrakは 梵VaSdtakO-`pieceofcloth,garrnent'の ガ ン ダー ラ語 形 と

して推 定 され る'Shdaga一 に 由来 し 「内 衣」 を意味 して いた とす る解釈 を提 示 して い る。 この ガ ン ダー ラ語形

は漢 訳 仏 典 で は 「舎 勒 」 と音 写 され る一 方 で 「内 衣」 とい う請 義 が与 え られ て お り、漢 語 の 中古 音 の 対応

か ら考 え て トカ ラ籍AのSfirak及 び トカ ラ語BのSarakの 原 語 に相 当す る語 を音 写 した もの と見 て 差 し支

え ない。 こ こ で筆 者 が 提示 した解 釈 は上 記 のBaileyの 推 定 を裏付 け る もの と言 える。
soこ の タイ ブ の名 詞 の 形 態 臨 に 関 して は

、Winter(1989【2005:356365】)を 参 照。
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に指摘 され る よ うに、これ まで に知 られ てい る トカラ語B文 献 で はonolmeは`living

being'指 し、梵語nr-,ノ α臓 一,prdpin-,pndgala-,ノ αη4一と言った複数 の語 の訳語 と して使 用

され てい るが 、 印欧 語 比較 言語 学 の観 点 か らの研 究 では 、 この 語 はSh2enhi-`atmen'

(LIV2=267。268)に 由 来 し、梵語 ρ吻o・`breath,livingbeing'のcalqueと され てい る51。 こ

れ らの点か ら考 えて、トカラ語Bのsnaionotmeは 梵 語a-prdna-`nobreath'(nv59b)の

calqueと して形成 され た と推 定 され る。なお、対応す る梵 文《《Kalpandna!iditikth》断 片 で

はtatassamandaprtuavα ξesomuktah(Laders:op.cit.)と あ り、 トカラ語Bのsnaionolme

は 梵 語 〃燃 勿 吻 伽α蜘 α一「かすかに息を残 して」 に対応 してい る。

【h]:こ の 行はa5に 続 く場面 ではあ るが、対応す る漢訳及び梵 文 とは順 序が前 後反対 になっ

てい る。転 写に対す る注釈で述べ たよ うに、この箇所は 加姻 ロηε と一・つ の語形 として

解釈す べ きで あ る。 漢訳 『大荘嚴論経』 では 「時宮人 等涕泣 白王。 彼尊 者無有 罪過,

云 何樋打 乃至如是。」(op.cit.:323c27-29)と な ってい る事か ら、この語 形 は、語根kou。`to

ki11'の現 在形 ・二人称 単数 ・能動態 の*kaustに 代 名詞接 辞 ・三人 称単数形 の一neが 付加

された もの と解釈 で きる。 なお 、この二っの語の間 にあ る一α一は 、子音連 続 を回避す る

ため に挿入 され たanaptyxisの 母 音で あ り、*肋岬'。4〃θ>kaustdneと い う音変化 の結果成

立 した語形 であ る と考 え られ る。また 、この箇所 では現在形 と否 定辞 のmδ が使用 され

てい る事か ら禁 止表現 として解釈 され る。動詞 の現在 形 と否定辞 の 〃7δで表 され る禁止

表 現につ いてはThomas(1958:294。303)及 びTEBUI78を 参 照 され たい。

【i]:この 部 分は、『大荘嚴 論経』 「王聞是語倍 増瞑念樋打過甚。」(op.cit.:323c29-324aO1)及 び

梵 文(〈Kaipandnanditika>》:tatahpraalyoto=bhinivelimidt=SUSIhutara(m)tt7δtl7itta7(vδn♪

(Ltiders:op.cit.)に 対 応す るが、 トカラ語BのsnaikeSs'cironarekOunasacautarsdiskemane

に 対 応 す る と見 られ る部 分 は これ らのパ ラ レル には 見 られ な い。 この文 に見 られ る

tarsdtskemaneは 動 詞の現在 中動分詞であ るが、ここでは筆者 は これ まで に知 られて いな

い トカ ラ語Bの 動詞 語根 を設 定すべきである と考え る。 そ して 、前後の文脈 か ら考 え

て 「罵 る」と言 う意味 を推 定 してお く。この語根 であ るが、 ドイ ツ所蔵断片THT2237b4

に は 〃ersukt'm.tarlsdilssis'kra〃,tsits1〃とあ り、この語根 のinfinitiveの 語 形 が確認 され る。

このinfinitiveの 語 形 は、 この語根 の接続法 が第IX類 或 いは第X1類 に属す る事 を示唆

す る。 この二つの用例 か ら語根'伽 或 いは'伽 一が設 定 され るが、'伽 で あれ ば現在形第

XI類 に、 またtdirs一で あれば現在形第IX類 に分類 され る。 ここでは、語根 の意味 と現

在 形 ・接続法 の対応 か ら考えて 、語根tdirs一を 設定 し第IX類 に属 して いる と してお く52。

0]:こ の箇所 に在証 され るawnmeneは 、 トカラ語Bのalane`misery'の 処 格で あ り、子音 の

geminationを 伴 って表記 され た もの と考 えられ る。語 中での子音 のgeminationは 、それ

程頻繁 に見 られ るもので はないが 、 ドイ ツ所蔵 断片THT3439a1に は 〃(pe)laiknesse

naummiye〃 とい う例 が確認 されてお り、nat"niye`jewel'の 一m一にgeminationが 見 られ る

slPinault(2008:434436)及 びAdams(op
.ciL)を 参 照。

s2こ の 二 つ の用 例 は 共 に 当該 の語 根 のcausativeに 分 類 され る ア クセ ン トを示 して い る
。 ま た 、 こ こで提 出

した意 味 が 正 しい な らば 、PIEの"ter-`sprechen'(LIV2:630631)と 関係 づ け られ る可 能性 が 指 摘 され る。
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事か ら、この解釈は支持されよう。

[k】:ここでは トカラ語Bの'o伽 伽 如醜 を 「命からがら」と和訳 した。後者のjaltlatseは初

出であるが、jaul`1ife'に所有を表す接尾辞一tseが付加された形式である。

田:こ の場面は、恐 らく み⑳o的 王に虐待 された事に怒 りを抱いている 翫施即 王子を

κδり湾鋼 σが批判している箇所に相当すると推定される。この推定が正 しいな らば、こ

の部分は 『大荘嚴論経』「尊者迦旛延知娑羅那其心念惑,而 告之言。出家之法不護 己身,

為滅心苦。即説偶言。汝身既苦厄。云何生怨。莫起瞑悉鞭。狂心用 自傷。」(op.cit.:

324bO1・04)に 対応する。

4-2.THT1249+THT1681+THT2981.frg.6の 転写と和訳

ドイツ所蔵 トカラ語B断 片THT1249及 びTHT1681は 、表裏共に5行 ずつ書かれた断片

であ り、断片の上下は完全に残っている。THT1681はfolioの 左端の部分に相当し、紐穴の

右側の部分まで残存 している。また、裏には<287>と い うfolioの番号が確認され る。一方、

THT1249は 残存部分から見てfolioの 中間に位置 していたものであると判断できる。この二

断片 と比較 して、THT2981.dg.6は3akSaraの みを残す小断片である。 これ らの断片にも発

見場所を特定する出かが りは残 されていない。

この三断片は直接接合するが、接合の結果復元されたfolioの 残存部分のサイズは縦が約

8.1cm、 横は約30.5cmで 、左端か ら約12.7cinの 位置に紐穴が穿たれている。なお、接合の

結果については図5を 参照されたい。

【転写]

a 

I (k)[wJ(a) m[a] $ t nesalle t Hake if t p. — — — — — — — — 

  (tse)[irJk(e)mar tlal stwara ykne retkempa pr(a)dyonem@l lll 

 2 ntse nakanma ak$ane wer sanum- 0 (e) — (we)[l](a) nraine oko maka 

rano enaskemane sa(ranem) lll 

3 nkellt nrai$$ana pwarasa tskema- 0 [r1 mJ(a n)r(aine) k(1)autkomart kost cwi 

tentse parki ma Amman 1111/ 

4 we$$amneJ t krwi ma ra tsa klau- 0 tkalle takai t paintsa $1 lane 

  sabrahmacarintal`l wa$mom(ts)lll 

5 pas? t w$iyau paintsa kuse takam t tumerr kaunantse yaipormem orkamo taka 

katyayane cau $an t lem(ne) 

b 

I palskonta palskanamane pradyote lant[e] nkeln"e t a$anike $pane cirkanetdl 

  saksartset`l kly(a)ntsa t $pane lka[Isi] /// 

2 mai 'hake pradyote lama ante 0 antempa wetane mankawa tpradyote 

ensaten°i po nau[n](t)[ai] lll
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 3 ne asanike padhyaye wraltsai 0 [11(ya)[m)(a w)[e]V-cg](m)iflp[ai]nene 

kloyomari proskaine pak[a] 

4 sa aksa t rmermanelgi katyaya- 0 (ne) — — (cpa)[n](e) somska se stars llh1 

II sarane we,$gm sasw(a) III 

5 — yamagawa parccauk[k]et'1 [1](a)[k]a[w](a) ------- n"d 1 II om no 

katyayane wena(n)[e] 11/

[注釈]

【a]:Malzahn(2010:983)に は 登録 されて いないが、前後の文脈か ら語根tsdhk-`to(a)rise'の

一 人称 単数 ・現在形 のtsehkemarが 推 定 され る
。

【b】:ここにはpr(a)clyotemが 期 待 され るが、本稿 で検 討 して いる 『AvadEna写 本 』 では単独

で書かれ る<ta>と くna>の 区別 は明瞭で あ り、明 らかにpr(a)alyonemと 解 読すべ きで ある。

回:こ こに見 られ るsabrahmacfirintaは 初 出で あるが 、この語 はsabrahmacdn'*の 複 数斜格 形

であ り、梵 語sabrahmacan'n-`afellow-student'(鰍1151a)の 借 用語 で ある。

【d】:この語 形はMatzahn(op.cit.:657)1こ は登録 され ていないが 、語 根tdirk-`todismiss,emit'

の 三 人称 単数 ・過去 能動形 に代名 詞接 辞が付 された ものであ る。Krause(1952:248)及

びMalzahn(op.cit.)に あ るよ うに、この語根 の三人称単数 ・過去能 動形 は α漁 であ り、

代名 詞接辞 が付加 され た形式 としてはedirhac(B239a6)が 知 られ てい る。 当該断 片 に在

証 され るcirkdneは 、*carhineの 第 一音節 の/diノが硬 口蓋子音 であ る!b1の 後 で変化 した も

ので ある。 この音 変化はPeyrot(2007:55-57)に 指 摘 され てい るよ うにLateTocharianB

の 特 徴 であ る。 なお、 当該断 片に在証 され るstarS(b4)もLateTocharianBの 特 徴 を示

して いるS3。

[e】:こ の形式 はhapaxで あ るた め、この よ うな形式 の語 の認 定が確 実で あるか否か につ いて

は今後 の研 究 に侯 たねば な らないが、ここでは、文脈 か ら見てsa-kSa-rtseと い う連続 の

解 釈 に際 して、sakを トカラ語Bのsakw`fortune,happiness'と は解 釈 しない。恐 らく、

-tseは 所 有 を表す形 容詞接辞 で あり、語幹 をsdkSdi"と す る方 が妥 当 と思われ る。

岡:こ の部分 は 『大荘嚴 論経』「於其 中路 見迦旛 延執持衣鉢入城 乞食,涕 泣堕 涙,向 於 和上,

而 説...求 哀 和上畢 聲大昊。我今 婦依和上。」(T.04,no.201,326a14-16,a24-25)・ 『雑寳

藏 経』 「其時和 上,磨 念 知心,執 錫持鉢,欲 行 乞食,於 其前現...答 和 上言。今 若救濟

弟 子之命,更 不敢。」(T.04,no.203,459b25-26,b28-29)及 び 蔵 文《Kannα5ataka)》:desbltas

narmilamfiidnatshedanldanpalatydyana'ibugrofikhyergソendUigyalnabsodsfioms

Zッθ4c訪'dugpamthohnasdeskusbtabste(D:a25a4-5)に 対 応す る場面 であ り、 この対応

s3こ の 音 変 化 に つ い て は
、Peyrot(2008:77・78)を 参 照。 な お 、Peyrot(op.ciL:223・224)で は 、 当該 断 片 が 反

映 す る言 語 段 階 につ い て 記 載 が な いが 、 上 で指 摘 した 形式 か らは 、 当該 断 片 はCtassicalTocharianBを 基 本

と しつ つ も、La重eTocharianBの 特 徴 が 混 入 した もの と判 断 で き る。 この 点 に つ い て は、 前 節 で検 討 した

THT1285+THT1507+THTI680+THT2981.ftg.1+THT3054と 同 様 の 状況 を示 して お り、恐 ら く書 写 に 当 た

った者 の 言 語 は 純 粋 なClassicalTocharianBで はな く、 よ り言 晒 変化 の 進 ん だ もの で あ っ た とす る筆 者 の 推

定 を 支持 す る。
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と残存 している部分に基づいて トカラ語B本 文を再建 した。

【g】:この部分の語の区切れも判然 としない。このrme-rma-neを 現在知 られている トカラ語

Bの 文法に照らせば、rmerはramer`quickly,suddenly'の 韻文に見られる形式 とする事

が可能か も知れないが、この場合、後続するmaneの 解釈が困難 となる。この部分を複

数の語 として解釈する事は困難なため、ここではnnermaneを 一つの語 として解釈する。

【h]:この語形はPeyrot(op.cit.:77-78)で 指摘 されている絶対語末におけるc>」 の音変化 を

示 してお り、LateTocharianBの 特徴 と見倣す事ができる。

[i】:この部分の語の区切れも確定不能である。 トカラ語Bに はcauは 代名詞の斜格 として、

またkeは 強意の小辞として在証されているが、後続するtakzi",aと結びつけると、この

ような解釈は困難 と思われ るため、partcarkkeとい う形式を設定する方が妥当であろう。

ただ、 トカラ語Bの 語彙としてはtC一や一kk一とい う子音のgeminationや それが連続 して

現れる事はやや不自然であ り、子音の同化の可能性が指摘 されるが、現在までのとこ

ろ、このparccaukkeと い う形式はhapaxで あり、正確な解釈を与える事は困難である。

筆者の暫定的な解釈については、以下に挙げる和訳を参照 されたい。

図5に 示 したように当該の三断片は直接接合するが、紐穴の周辺に相当す る部分は回収

できていない。これらの欠けている部分、特にa5及 びb5は 欠落が比較的大きいため、トカ

ラ語Bの 本文を再建す る事は困難である。以下にはTHT1249+THT1681+THT2981.frg.6の

和訳を提示す るが、当該断片に関してもこれまで トカラ語研究で指摘された事がないhapax

が複数含まれてお り、 ここで提示 したこれらの語に対する解釈の妥当性については、今後

の研究の進展に侯 ちたい。

a

1幸 福 であ るべ きではない。今 、私 は_起 ち上が り、四種類の軍隊 と共にPrcidyota王 を

...す るつ も りです。!〃

2彼(=Kditydyana)は_の 誤 りを彼(=5励 卿 の に語 りま した。また、憎 しみ 、敵意、(憎

悪)lal、戦 い 、地獄 にお ける報 い、多 くの事 を教 えなが らSdiropaを 〃ノ

3(し か し)、私 は彼 にその報いfO1を行 わない限 り、今 、地獄 の炎に よって私 は燃 えて いる と

して も、地獄 に落 ちる事 はないだろ う。〃ノ

4彼 は彼(=Sdrapa)に 言 いま した。も しあなたが、この同学 の仲間達や友人 達の足元 に戻

らないので あれ ば、〃

5も し私 が足元か ら離れ る と して【c】、何が起 ころ うか。それ か ら、太 陽が沈ん で夜にな り

ま した。κ∂り吻伽 αは彼 を 自分 の住房(に)〃 ノ

b

1心 を_Pradyota王 が滅 亡す る事 を考えなが ら...。 尊者 は彼(=Sinana)を 眠 りに導 き

ま した。 彼は夢 を見つつ眠 りま したld】。夢 を見 る事 〃

2私 は...。 今 、Praclyo'a王 の 前線 との戦いで私 は敗北 した[e】。Praalyota王 は 私 を捕 えた。
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全 ての道Iqz〃

3...尊 者 であ る師 は(彼 に)向 かい合ってい ま した。(sarauaは)言 います。私 は両足 に赴

きます。 命の危 険に際 して_〃1

4...彼 は 目覚めた。満 足 しつつ【9]、Kditydyanaは(言 います)th1。息 子 よ。 それ はあ なたの

夢 です。Sdrapaは 言 います。尊者 よ。〃

5私 は...を しま した。私 は道 に外れ ていま したlil。私(?)...。 そ こで、Kdtydyanaは 彼

に言 い ます。〃ノ

[注釈】

回:こ の箇所 はかな り簡 略化 され てい るが、Katydyanaがsarapaを 説 得す る場 面、即 ち 『大

荘嚴論経』 「時彼 和上説是偶 已,而 語之言。汝於今者 宜捨眼 縄 害 之心,設 欲悩 他,當

聴我説。 一切 世間悉 皆娩憶,云 何方欲幡 害厭生。 一切厭 生皆屡 死王,我 及 於汝 井彼 國

王不久 當死,汝 今何 故欲殺 怨家。一切 有生皆蹄於 死,何 須 汝害。 生必 有 死無有 疑難,

如 似 日出必當滅 没,臆 性 是 死,何 須加 害。 汝設害彼 有何利 樂。 汝名持 戒,欲 加殿 人,

於 未來 世必得 重報受 苦無量。 此報亦爾何 須加殿。彼 王殿 汝,汝 起大曝,唄 悉之 法現在

大苦,於 未來 世復獲 苦報,先 當害瞑,云 何傷彼。若 於刹那 起瞑 悉者 逼悩身 心,我 今為

汝 説如 是法,當 聴 是喩。 如指 然火欲以僥 他,未 能 害彼 自受 苦悩。 瞑 惑亦爾,欲 害他人

自受楚 毒,身 如 乾薪瞑 悉如火,未 能僥他,自 身燃然。 徒起 瞑心欲 害於 彼,或 能 不能,

自害之事決 定成 就。」(T.04,no.201,325bO3・19)及 び 蔵 文《dκarn2d5atakzr>》:8nczsbrtangyis

smraspalbukhroba'idbanduma'groshiglbeomidan'daskyisrabdubpmbasnil)'igrten

gyichosbrg)}addelrfiedpadahImarfiedpadahlgragspadafilgragspamayinpadahl

加'odpada川smad「pad励1わdebadahlsdugbsカa'bathamscadbzodparlリ2aわ 幼 θ5〃za

gSUttSsamzhesbyaste(D:a24b6-7)に 対 応す る。 この よ うな対応 を考慮 に入 れ るな らば、

欠 けてい る部 分に は、Kdiり2dyanaがsara"aに 説 いた内容 に相 当す る語 が再建 され る と推

定 され る。 なお 、上の和訳 では トカラ語Bのrser`hate'を 再建 してい るが 、推 定 され る

音節 数に よっては類似 した意味 を持つSconois'coniyeの 斜 格Sconaiが 再 建 され る可能性

も完 全に は排 除 しな い54。

[b】:ト カ ラ語Bのparkiは 現 在 までに知 られてい る用例 が非常 に少 ないだ けでな く、文脈 も

理解 が困難 とい う事 もあ り意味が確定 できていない語 である。 この語 につい て、Adams

(1999:358)は 語 根park-`toarise'と 関 係づ け`advantage'と 解 釈 してい るが、この文脈 で

は`advantage'と い う意味は適切 ではない よ うに思われ る。 この部分 は、Prcidyota王 に 虐

待 され たsara4aが 彼 に対 して復 讐を宣言す る場面で あ り、pロ而 もこの文脈の 中で意味

が推 定 され るべ きで ある。 この用例 とそ の他 の用例 に基づ いて 、筆者 は 「報 い」 とい

う意 味 を設定 してお くS5。

scト カ ラ語BのScone/Sconiyeは 伝 統 的 に`enmity'の 意味 で 解釈 され て きた が
、正 し くは`hatefU直state,hatefUl

behavior'と 解 釈 され る。 この 点 に つ い て はOgihara(for電hc.a)を 参 照 され た い。
ss現 在 まで に知 られ て い る 用例 は90b5

,255b4,H150.125(=10LToch277)a3の 三 例 で あ る。こ の 三例 の内 、
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回:先 行す る部分 を欠 いてい るため、和訳では暫 定的 な解釈 を提示す るに止 めた。

【d】:前節 で述べた よ うに、 ここで はsakSartseを 語 幹sdkSdi"に 所 有 を表す接尾 辞の。tseが付

され た形 容詞 と して解釈 した。 この部分 は、『大荘嚴 論経』 「時 迦施延 以神 足 力令其重

眠,夢 向本 國,捨 戒還家居於 王位,集 於 四兵往 向巴樹提。」(op.cit:326a8-10)・ 『雑寳藏

経 』 「於 其夜 半,尊 者迦旛延 便為現夢,使 娑羅 那 自見己身,罷 道隔 家,父 王巳崩,即 紹

王位,大 集 四兵,伐 悪生王。」('LO4,no.203,459b19・21)及 び蔵 文《《KarmdSatakzn》:tshedai)

ldanpahatydyana'ibusdebzlogpa'iphyirdesbyingyiSbrlabsteleinasdefialba'irmilam

dudesbslabpaphulte(D:a25a2)に 対応 している。 この対応 を考慮す ると、 この語に後

続す るklyantsaが 語 根 惹伽'5-`tosleep'の 三人称 単数 ・過 去形で ある事か ら、 この語 は

「夢を見つ つ」 とい う意味 で解釈 が可能であ ると思 われ る
。筆者 の解 釈が成 立す るの

な ら、sδkSdi"は 「夢 」を意味 していた と推 定 される。

回:こ の部 分は 『大荘嚴論経 』 「時 巴樹提 亦集 四兵共其 闘職,娑 羅那 軍悉皆破壌,檎 娑羅那

拘執將去 」(op.cit.:326a10-11)・ 『雑費藏経』「既至彼國,列 陣共 職,為 彼所敗,兵 厭破喪,

身 被囚執。」(oP・cit.:459b21-22)及 び 蔵文《KarmαSatako>》:dethosmathagtudesdpuh8i

tshogSアanlagbzhigobsko〃 〃αS1,9ソa'ρ09'wnporabsnahgiアuldudnagごiraSpalczsl

rgyalpogtionporabsnangisde'igyztlphamparbyczstelthubparbツczsnas1,gyabjtyis

phyogsparbツastelgsonporbZtthnczsgsoddubtahsteldenasgshedma'imirnamskyiskhrid

degsodpa'isarphyindufiebadah(D:a25a3-4)に 対 応す る。この行 の最初 に見 られ るmai

は 、 一人称単数 ・過去 中動態語尾 である と考 え られ る。 また、肋セ は 「今」 を表 して

お り、この よ うな前後関係か ら見 るな らば、pradyoteldntdiδnteantempawetanemdin'kiiwa

は 、 一つの文 を構成 してい ると考え るべきである。 この文の動詞 〃働 ㎞ 帽 は、 自動詞

の語根mdink・`todeprivedof,sufferthelossof'の 一 人称単数 ・過 去形で あるた め、先行 す

るpradyoteldintdidnteは この文の主語や 目的語 とは考 え られ ない。 筆者 は、 この部分 を

書 写す る際 に書 き誤 りが あ った もの と推定 す る。即 ち、本 来 の文 はpradyote励 頑

dintempawetanemdithkawa「Pradyota王 の 前線 との戦 いで私 は敗北 した」となっていた が、

紐 穴 の部 分にかか った際 、誤 ってdinteを 二度書写 した もの と考 え られ るs6。

【q:残 存 している部分か らnawztaiと 解 読 し、これ をnalmto*`street'の 単 数 ・斜格 形 とす る事

は可能 であ るが、恐 らく処格 な どの二次的格 の形 式が再建 され る と考 え られ る。 ただ

し、先行す るpo`alE'と の関係 が不明 なだけでな く、複数 ・斜 格形nalmtaiptの 二 次的格

90b5は 〃(r2ekaunokOumparldakSaunemdi∫hvdtsiと あ り、Brvomhead(196211:168)やAdams(1999:210)及

びSchmidt(2001b=320)は`sunrise'と 解 釈 す るが 、筆 者 は この 部 分 の読 み を〃(r2te]koutn](a2keruptparld

akSaunemdahvatsiと 訂 正 し、kaunakaumを トカ ラ語AのkOmkOm`daybyday'に 対応 す る複 合語 で あ り、 こ

のkaunakaumに 見 られ る一a一をTEBI:117で 指 摘 され て い る複 合語 の 結 合 母音 と解 釈 した い。 な お 、 トカ ラ

語B140a2に はkOunkaztnが 既 に 在 証 され て い る。 また 、H150.125(=IOLToch277)a3に は〃sapurldyd〃

とあ り、この断 片 と同 様 に μ浦y伽 一とい う用 法 で使 用 され て い る もの と推 定 され る。こ の 二例 が 斜 格 で 使

用 され て い るの に 対 して、B225b4はmacpinesdPttPdi]rkiと あ り、主格 形 が 確 認 され る。 こ の部 分 は 解 釈 が

難 しい 韻 文の 一 節 で あ る が 、筆 者 は 「彼 には そ の報 い が ない 」 と解 釈 してお く。 なお 、 筆 者 の 提 示 した意

味 が 正 しいな らば 、 この 語 はPIEのSperk-`an・,aummllen'(Lrv2:476)と 関係 づ け られ る 可能 性 が あ る。
ssこ こで はpraclyoteta'ntdidnteを 複 合 語 と して解 釈 した が

、pradyoteldnt(e)dinteと 見 倣 しwalo`king'の 属 格

で あ る'δ励θの 書 き誤 りの 可 能性 も考 慮 に入 れ るべ きか も知れ ない。
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の形 式が再建 され る可能性 も残 されて いるため、確 定はで きない。

【g】:転写 に対す る注釈 で指摘 したよ うに、ここではrmermaneを 一 つの語形 と して解釈 す る。

トカ ラ語Bの 文法 に照 ら して 、最 後のmaneは 動 詞の現在 中動分詞 の語尾 であ る と推 定

され るが、先行す るnnerは 、そ のままでは動詞 語幹 と見倣す 事は できない。ここで は、

本来 は*rme-ma-meと な っていた部分 を、書写の際誤 って 二番 目のaksaraに も守〉を付加

したので はないか と推定 したい。 この推定が成 立す るな らば、*rme〃laneは 、 現在形第

二類 に属す る語根r伽 一の現在 中動分詞 と考 える事がで きる。 現在 までの ところ、 トカ

ラ語B文 献 には語根rdim-`tobend,bow'が 知 られてい るが、この語根 は現在形 第V豆 類 に

属 してい るた め、 この語根 とは別 の語根で あると推 定 され る。Malzahn(2010:818・819)

に は 、rdim-`tobend,bow'と は 別 の語根 として、正確な意 味は不明 と した 上で 獄伽 一を設

定 してい るが、 この語根 の定動詞形 と して知 られ てい る唯一 の形 式で ある7伽 顯 アは 、

現在形第H類 の語形 と見倣 して も矛盾 しない。恐 ら く*rmemaneは 、後者 のrdn一 の 現在

中動分 詞 であろ う。 当該断 片 も含 めて、現在知 られ て いる この語 根 の用例 か ら意 味 を

確定す る事は困難 であ るが 、暫 定的に 「満足 して」 とい う解釈 を提 示 してお く。

[h】:直 接接 合す る部 分 を参考 にす ると、この箇所 には4～5aksara欠 け てい る もの と推 定 され

る。 この部分 は 『大 荘嚴 論経 』 「迦 栴延 言。汝 不罷 道,我 以神 力故 現 夢 耳。」(op.cit:

326bO4-bO5)及 び 蔵 文《《KarmdSatako>》:bukhyαdjlyisrmilammthohbarzadkyiSma箆85

shig(D:a25a6)に 対 応 している もの と推定 され、 この対応 を前提 に して欠 けて い る部分

を補 うと、hatydya(newe5sdimspa)tn7(e)somSkasestarS「Kδtydyanaは 言 います。息子 よ。

それ はあ なたの夢 です。」 とい う文が期待 され る。

[i】1先に指摘 した よ うに、 この語 はhapaxで あ る。 トカラ語Bのtakdwaはnes-`tobe'の 一

人称単数 ・過去形 であ る事か ら、この部分はPradyota王 に復 讐 を試 み敗北 す る夢 を見た

Sdra4aが 、K∂tydycmaに 後 悔の念 を語る場面に対応す る と考 えられ る。こ こで は、『大荘

嚴論経』 「願和 上解 我違 和上語。言il1IZE1ISSEI欲捨 佛 禁,聴 我 出家」(op.cit.:326a26-27)を

参 考 に して、 「道 に外れ た、誤ったJと い う意味 を推 定 した57。 また 、ンamassawaに 先 行

す る語 と してはpα 幻が推 定 され るか も知れ ない。

4-3.THT1285+THT1507+THT1680+THT2981.fig.1+THT3054及 びTHT1249+THT1681+

THT2981.㎏.6の パ ラ レル との比較

筆者 の研 究に よれ ば、 当該 断片のパ ラ レル として以 下の ものを指摘す る事が でき る。

【漢訳】58

『大荘嚴 論経』巻12第65章(T.04,no.201,323c4-326b13)59

57筆 者 の 提 示 した解 釈 が正 しいな ら
、 こ の躇 の 後 半のccaukkoは 、梵vacaukSa・`pure,clean'(MW403a)の

Prdkritの 語形 に対 応 し、 全 体 と しては"pari・caukSa一に 由 来 して い た の で は ない だ ろ うか。
s8こ の 物 語 は

、 世親 の 『唯 識 二 十 論』 中 の 「論 日。 如 由鬼 等 意念 勢 力 。 令 他 有 情 失念 得 夢。 或 著魅 等 饗異

事 成。 具神 通 者 意 念 勢 力。 令 他 夢 中 見種 種 事。 如 大迦t那.願 力 令 娑刺$王 等 見 事 。」(T31,no.

1590,77aO205)で も言及 され て い る。
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『雑賓藏経』巻2第24章 「娑羅那比丘為悪生王所苦悩縁 」(T.04,no.203,459a21・c23)60

[梵 文 】

SHT2L80(=《Kalpand〃ia4ditiha》 》写 本):LUders(1926:182-183[1979:300-301D

[蔵 文1

《dκarmdSataka)}第89話 《《Saranm>(D:a22b4。26b6)61,cf.Feer(1901:439-441)

なお上記のパラレルの内、『大荘嚴論経』所収の物語はかなり長いが、筆者が接合の結果

に基づいて回収 した トカラ語Bの 本文は、首尾を欠いてはいるものの、この物語のほぼ全

体に相当するため、以下には物語全体を引用する事とする62。また、下記漢訳仏典の引用中、

関連する部分を下線で表示する。物語のあらす じは、主人公の王子娑羅那 ←Sdropa)が 父

の死去に際 して王位 を継承せず出家 し63、迦施延(=Kditydyana)を 師 としていたが、ある時

巴樹提 ←Pradyota)王 の国で、王に虐待され彼に復讐するために信仰を捨て去る事を決意

し、それをKdtydyanaや その他の僧侶が説得するものの受け入れないため、」窃り吻oηoは

Sjranaの 還俗に同意する。しか し、その夜、Katydyanaは 神通力によってSjrauaにPradyota

王 との戦いに敗北 ・捕縛の後処刑 される夢を見させる事で復讐の念を放棄させ るとい う内

容である。

【漢訳]

『大荘嚴論経』

「我昔曾聞。素毘羅王太子名裟墨逃,時 王崩背,太 子娑羅那不肯紹纈,捨 位與弟,詣 迦旛

延所求索出家。既出家已,随 尊者迦旋延,詣 巴樹提王國,在 彼林中住止。巴樹提王將諸宮

人,往 詣彼林中眠息樹下。彼尊者娑羅那乞食逼還坐艀樹下,時 諸宮人性好華菓,詣 於林中

遍行求見 娑羅那比丘盛年出家極為端正,爾時宮人見彼比丘年既少肚容貌殊特,生 希有想,

而作是言。佛法之中乃有是人出家學道。即邊遡坐。時巴樹提王既眠膳已,顧 晦宮人及諸左

右,儘 各四散求覚不得。王即自求所在追尋,見 諸宮人邊比丘坐聴其説法,即 説偶言。

錐著鮮白衣 不如口辮説

s9仏 語 訳 はHuber(1908:342 ・355)を 参 照。

60仏 語 に よる 梗概 はChavannes(1911:23)を 参 照
。

61既 に引 用 した 部 分 も含 めて 本 稿 で の 引用 は デル ゲ版 に基 づ い てお り
、北 京版 及 び トクパ レス写 本 は参 照

して い な い。
62蔵 文{〈KarmaSataka)》 に収 録 され て い る《6arana)》で は

、 この部 分 は 現在 物 語 で あ り、 この後 さ らに過 去 物 語

が続 い て い る。 『Avad瓢na写 本』 が この 過去 物 語 を含 ん で い たか 否 か を判 断 す る事 は で き な いた め 、 こ こで

は現 在 物 語 に 対応 す る部 分 の み を検 討 対 象 とす るが 、飯 淵(1998:24・25)で は 過 去 物請 が他 文 献 か ら転 用 さ

れ る可 能性 に言 及 して お り、{{Saranm)の 過 去物 語 も必 ず し も本 来 的 な 要素 とは 言 え な い。ま た 、松 本(2001:

資 料 編58)に 指 摘 され る よ うに、この 物 語 で は 陥 り吻 σπ4で はな くKδtydyaniputra(Tib.kzlitydyana'ibu)と な

って お り、 そ の他 の版 本 とは異 な っ て い る。 な お 、 この 物籍 の漢 訳 仏 典 中 にお け るパ ラ レル を 最 初 に 指摘

した の は 、 管 見の 限 りL6vi(1908:150)で あ る。
63蔵 文({Karmt"iatakO))で は

、王 が 在 世 してい る間 に出 家 して い る。
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千女團遙坐 愛敬其容貌

酉時彼王以暎念故語比丘言。汝得羅漢耶。答言不得。汝得阿那含耶。答言不得。汝得須陀

疸耶。答言不得。汝得初輝二源乃至四輝耶。答言不得。爾時彼王聞是語巳甚大念怒,語 尊

者言。汝非離欲人,何 縁與此宮人共坐。即勅左右執此比丘,剥 脱衣服唯留内衣,以 棘刺杖

用 比丘 時宮人等'泣 白王 彼尊者無 過 云何'打 乃至如 王聞是語 立増 楠念 喝

僅 。爾時尊者,先 是王子,身 墨 不更苦痛,翠 髄血流,宮 人観之莫不涕涙。豊置裟

羅那受是掴打遺命無幾,悶 絶壁地,良 久乃蛛,身 臆遍破如狗嘲噛,唇 如有人蟻蛇所吸已入

於口,實 難可免,設 還出ロ取活亦難。娑羅那從難得出亦復如是,張 目恐怖又偲更打,畢 身

血流不能著衣,抱 衣而走,四 望顧視,猶 恐有人復來捉己。同梵行者見是事已,即 説偶言。

誰無悲慰心 打殿此比丘

云何出家所 而生勇健想

云何都不忍 生此残害心

無過横加害 實是非理人

出家捨榮貴 輩濁無勢力

衣鉢以自随 不畜盈長物

是何残害人 殿打乃如是

諸同學等扶接捉手,詣 尊者迦栴延所,見 娑羅那翠聲涕笑,生 於厭悪,而 説偶言。

如彼閻浮果 赤白青班駁

亦有赤濃虚 血流虚虚出

誰取汝身瞬 使作如是色

爾時比丘娑羅那,以 己身破血流之虚指示尊者,即 説偶言。

如我無救護 輩子乞自活

自省無過患 輕欺故被打

巴樹提自恣 豪貴土地主

起暴縦逸心 悪鞭如注火

用焼穀我身 我既無過悪

横來見打撲 傷害乃致是

尊 ξ 正知 那其心 、惑 而告之言 之 不言己身.滅 心 艮説 舌。

遡 董厄 」塑

墓起壁鐡 幽

娑羅那心生苦悩瞑相外現,如 龍岡時吐舌現光亦如雷電,而 説偶言。

和上慮當知 曝慢僥我心

猶如枯乾樹 中空而火起

出家修梵行 已経爾所時

如我於今者 欲還蹄其家

檸劣怯弱者 猶不堪是苦

況我能堪忍 如此大苦事
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遡 鐙家 還亟埜王位

墓諸象里厘 覆些皆墨色

瞑悉心熾盛 豊夜無休息

猶如大猛火 焚僥於山野

螢火在中燃 巴樹提亦爾

説是偶已即以三衣與同梵行者,涕 泣嘆咽禮和上足,1辞欲還家,復 説偶言。

和上當聴我 臓悔除罪過

我今必向家 心意無願樂

於出家法中 不得滅此怨。」

時彼和上於修多羅義中善能分別最為第一,辞 辮樂説亦為第一,而 告之言。汝今不磨作如斯

事。所以者何。此身不堅會脇儘滅 是故汝今不磨為身違遠佛法,磨 當観察無常不浮。即説

偶言。

此身不清浮 九孔恒流汚

臭稼甚可悪 乃是厭苦器

是身極鄙随 癌瘡之所聚

若少根燭時 生於大苦悩

汝意迷著此 殊非智慧理

慮捨下劣志 如來所説偶

汝今宜憶持 念悉曝橿時,

能自禁制者 猶如以鞍勒

禁制於悪馬 禁制名善乗

不制名放逸 居家名牢繋

出家為解縛 汝既得解脱

返還求枷鎖 牢縛繋閉慮

腹是内怨賊 汝莫随順眠

為瞑所禁制 佛以是縁故

讃於多聞者 仙聖中之王

汝當随彼語 今當憶多聞

莫逐於瞑悉 若以鐵鋸解

身髄及支節 佛為富那等

所可宣説者 汝宜念多聞

如是等言語 當憶舎利弗

説五不儲法 汝當善観察

世間之八法 汝宜深校計

瞑悉之過悪 恋當自観察

出家之標相 心與相相磨

為不相癒耶 比丘之法者
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從他乞自活 云何食信施

而生重瞑悉 他食在腹中

云何生瞑患 而為於信施

之所消滅耶 汝欲行法者

不慮起鎭患 自言行法人

為厭作法則 而起暎患者

是所不磨作 瞑念榴其心

而口出悪言 智人所畿呵

是故不磨為 諸有出家者

磨當具三事 調順於比丘

忍辱不起曝 決定持禁戒

實語不妄説 善修於忍辱

不宜生瞑意 沙門種類者

不磨出悪言 磨著柔和衣

出家所不磨 瞑出轟悪語

猶如仙琿坐 抽劒著抱上

比丘器衣服 一切與俗異

瞑念同白衣 是所未慮作

轟言同俗人 云何名比丘

剃髪除飾好 自卑行乞食

作是卑下相 不断於僑慢

若欲省僑慢 慮棄臓悪心

速求於解脱 身如彼射的

有的箭則中 有身厭苦加,

無身則無苦 如似關遽門

撃鼓著其側 有人從遠來

疲極欲睡眠 至門皆打鼓

未曾有休息 此人不得眠

唄於撃鼓者 彼共多人孚

後思其根本 此本乃是鼓

都非厭人過 即起研破鼓

乃得安隠眠 比丘身如鼓

為樂故出家 蚊虻蝿毒草

皆能蚕蟄人 磨常勤精進

遠離於此身 勿得久樂住

磨観其元本 乃是陰界聚

破壌陰界苦 安隠浬盤眠

一171一

トカラ語Bの 「Avadana写 本」断片について



荻原 裕敏

時彼和上説是 己 而語之e汝 於A宜 捨 念悩 之心 設A鐙 當 ・ 一 世

日悉 ヒ 轡 云何方欲悩 一 生 死王 及於汝 彼國王不久當死 汝Afi
`殺 怨 一切有生 於死 彫'生 必 死無 疑 如以日 必當滅'

死P加 汝設害彼有何ll樂'持 戒'加 人 於 來世必n重Pt無 量

此 亦爾彫 加 彼王 し 汝起大目 匿惑之法 大 於未來世菰獲 先當

云何 彼 若於1那 起 患 逼`身 心A謝 説如是法 當 喩 如 然火欲£

能害彼自惑苦{目 患亦爾 劣'也 怨楚露 身如 目悉如火 能

自身燃然'起 目心た室於彼 箆能 ・ 自 唖之事決定 就。爾時娑羅那黙然而聴和上所

説法要,同 梵行者成生漱喜,各 相謂言。彼聴和上所説法要必不罷道。娑羅那心懐不忍,高

聲而言。無心之人猶不能忍如斯之事,況 我有心而能堪任。娑羅那説偶言。

電光流盧空 猶如金馬鞭

虚空無情物 猶出雷音聲

我今是王子 與彼未有異

云何能堪忍 而當不加報

説是偶已,白 和上言。所説實爾。然我今者心堅如石滴水不入,我 見皮破血流在外,便 生

曝惑僑慢之心。我不求請,亦 非彼奴,亦 非庸作,不 是彼民,我 不作賊,不 中階人,不 團齪

王,為 以何過而見加毅。彼居王位謂己有力,我 今窮下人各有相,我 自乞食坐空林中,横 加

殿害。我當使如己之比不敢穀害,我 當報是不使安眠。我是善人横加段辱,我 今報彼當令受

苦,過 我今日,使 凶横者不敢加悪。作是語已,於 和上前長脆白言為我捨戒。爾時同師及諸

共學同梵行者,翠 聲大実。汝今云何捨於佛法。或有捉手,或 抱持者,五 膿投地為作禮者,

而語之言。汝今慎莫捨於佛法。即説偶言。

云何於鳳中 濁自而捨去

退於佛禁戒 云何作是悪

云佛非我師 比丘至汝家

云何不酬鬼 汝初受戒時

誓能盤形持 云何無忠信

而欲捨梵行 執鉢持袈裟

乞食以久長 著鎧捉刀杖

方欲入戦陣 王鞭段汝身

棄捨沙門法 不憶忍辱仙

割蔵於手足 彼濁是出家

汝非出家耶 彼濁自知法

汝不知法耶 彼極被裁則

猶生慈慰心 堅持心不臥

汝今為杖撞 而便失心耶

尊者迦旛延語照人言。彼心以定,汝 等捨去,當 為汝治。諸比丘等既去之後,尊 者迦栴延

摩娑羅那頂,而 作是言。汝審去耶。白言和上。我今必去。迦旛延言。汝但一夜在此間宿.
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明同可去,莫 急捨戒。答言可爾。我今最後用和上語,今 夜當於和上邊宿,明 日捨戒當還家

居,取 於王位與巴樹提共相抗衡。和上足邊以草為敷於其上宿,時 迦靖延以神足力令其重眠,

向 戒還 居於王立 於四'向 巴 提 時巴樹提亦 四 共 戦 噸羅那

軍悉皆破壌,檎 娑羅那拘執將去,巴 樹提言。此是悪人,可 將殺去。於其頸上繋枷羅毘羅墜,

魁謄揺作悪聲,令 厭人侍衛器伎團邊持至塚間。於其中路見迦栴延執持衣鉢入城乞食,涕 泣

堕涙,向 於和上,而 説偶言。

不用師長教 暎患稻濁膣

今當至樹下 段敗於佛法

我今趣死去 厭刀團邊我

如鹿在團中 我今亦如是

不見閻浮提 最後見和上

錐復有悪心 故如牛念積

時彼魁胎所執持刀猶如青蓮,而 語之言。此刀斬汝,錐 有和上何所能為。一

晃 我今蹄依和上。即從睡畳驚怖,禮 和上足。願和上解我違和上語。言我本愚癬欲捨佛禁,

堕塑,我 不報怨亦不用王,所 以者何。樂欲味少苦患厭多,怨 惑過悪我悉讃知。我今唯

欲得解脱法,我 無志定輕躁厭生不善観察,於 諸智者不共語言,為 一切厭生所呵罵器。唯願

和上度我出家,於 苦悩時現悲慰相,我 於苦悩中,和 上悲慰我。迦栴延言。汝不罷道,我 以

塑 。彼猶不信。和上右膏出光,而 語之言。汝不罷道,自 看汝相。娑羅那歎喜作

是言。鳴呼善哉知識。以善方便開解於我,我 有過失以夢支持。佛説善知識者梵行全髄,此

言實爾。誰有得解脱不依善知識。唯有瘍者不依善友,云 何而能得於解脱。尊者迦旛延抜濟

娑羅那巴樹提賦惑之毒藥消滅無遺除,是 故有智者慮近善知瀧 」

『雑寳藏経』

「昔優填王子,名 旦 裟墨 巫,心 樂佛法,出 家學道,頭 陀苦行,山 林樹下,坐 輝繋念。時悪

生王,將 諸媒女,巡 行遊観,至 於此林,頓 駕憩息,即 便睡眠。諸媒女等,以 王眠故,即 共

遊戯,於 一樹下,見 有比丘坐輝念定,往 至其所,禮 敬問訊。爾時比丘為其説法。王後強_

求 一媒:下 一比丘 端正 媒 前.法,即 往問言。

汝得阿羅漢不。答言不得。得阿那含不。答言不得。得斯陀含不。答言不得。得須陀疸不。

答言不得。得不浮観不。答言不得。王便大眠,作 是言日。汝都無所得,云 何以此生死凡夫,

與諸媒女,共 一威坐。即捉樋打,遍 身傷颯 諸媒女言此比丘無過。王轄増眠悉,又 見被打,

皆哺実懊悩,王 倍瞑劇。

是時比丘,心 自念言。過去諸佛,能 忍辱故,獲 無上道。又復過去忍辱仙人,被 他別耳鼻

手足,猶 尚能忍。況我今 日,身 形固完而當不忍。如此思惟,黙 然忍受。受打 已寛,翠 髄疹

痛,轄i薄 増劇,不 堪其苦,復 作是念。我若在俗,是 國王子,當 紹王位,兵 厭勢力,不 減彼

王 今 日£我 濁 見欺打 深生`艮 欲 道還 於 艮向 ロ上迦 延所

欲還z'上xs汝A身 盟 打疹痛 且i明 日 小 止息 然"乃 去 時'那Pt教

艮宿 於 尊者ご 延便為 使 那自見己身 道 父王已崩 艮 王
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立 大 四 悪生王 至彼 列 共.彼 敗 破 身 。時悪生

王得娑羅那已,遣 人持刀,將 欲殺去。時娑羅那極大怖畏,即 生心念。願見和上,錐 為他殺,

不以為恨。其時和上,磨 念知心,執 錫持鉢,欲 行乞食,於 其前現,而 語之言。子我常種種

為汝説法,闘 謬求勝,終 不可得。不用我教,知 可如何。答和上言。今若救濟弟子之命,更

　敢。爾時迦旛延,為 娑羅那語王人言。願小停住,聴 我激王救其生命。作是語已,便 向王

所。其後王人,不 肯待住,遂 將殺去。臨欲下刀,心 中驚怖,朱 聲匝匿。畳即具以所夢見事,

往白和上。

和上答言。生死闘戦,都 無有勝。所以者何。夫闘戦法,以 残他為勝,残 害之道,現 在愚

情,用 快其意,將 來之世,堕 於三塗,受 苦無塩 若其不如為他所害,喪 失己身,秩 延厭庶,

壇他重罪,令 陥地獄,更 相残殺,冤 家不息,輪 轄五道,無 有終寛,反 覆尋之,何 補身瘡拷

楚之痛。汝今欲離生死怖梱鞭打痛者,當 自観身以息怨諺。所以者何。是身者厭苦之本,飢

渇寒熱,生 老病死,蚊 虻毒獣之所侵害。如是諸怨,厭 多無量,汝 不能報,何 濁欲報悪生王

也。欲滅怨者,當 滅煩悩。煩悩之怨,害 無量身。世怨錐重,正 害一身。煩悩之怨,害 善法

身。世怨錐酷,正 害有漏臭臓之身。由是観之,怨 害之起,煩 悩為根。汝今不伐煩悩之賊,

云何乃欲伐悪生王也。如是種種為其説法。

時娑羅那聞此語已,心 開意解,獲 須陀混 深樂大法,倍 加精進,未 久行道,得 阿羅淺 」

【蔵文】

 «Karmasataka 

las brgya tham pa I barn po n"i' su dgu ba I sarana zhes bya ba nil glen gzhi rgyal po'I khab na bzhugs 

te I de tshe yul gyen du rgyal zhes bye ba na ni I rgyal po rab snan zhes bya ba rgyal po byed do 

yul dpa' rab ces bya ban ni I rgyal po 'char ka zhes bya ba rgyal po byed deIde girls phan tshun 

mi thun par gyur pas I dus dus su skye bo phal po che kha 'dog par byed do I de nas gan gi tshe tshe 

clan ldan pa katyayana'i bus lion mons pa thams cad sbans te I dgra bcom paTIM mnon sum du byas 

pa de tshe I des bsams pa bcom Idan 'das ni bdag gi sdug bsnal dan I yid mi bde ba man po sel bc 

yin I bde ba dari yid bde ba rnam pa dum bsgrub pa yin I sdig pa mi dge ba'1 chos rnam pa dum sei 

ba yin I dge ba'i chos rnam pa dum bsgrub pa yin la I dge ba bshes glen sans rgyas bcom Idan 'das 

la brten te I rus ba'i ri las ni brgyal khrag clan I mchi ma rgya mtsho ni bskams na I bcom ldan 'das 

de bka' drin bdag gis ci liar bsab par bya sn"am mo I de nas yan bsams pa sans rgyas bcom 

ldan 'das I jig rten du 'byun bkan yan run ba de dog thams cad ni l sems can la phan pa'i 

phyir 'byun ba kho na ra zad kyis I ma la bdag gis kyan sems can la phan par bya 'o sham mo I de 

nas de sems pa la thugs te I bdag gis 'dul bar bya ba 'ga'!ta ci yoddram pa clan Ides ba Itas na yuu 

dpa'rab ces bya ba na gnas ba'i skye bo man bo rnams nag par bdag gis gdul bar bya ba yin par 

mthon nas I bcom ldan 'das ga la ba der son ste phyin nas I bcom ldan 'das kyi zhabs la mgo bos 

phyag Yshal te I bla gos phrag pa gcig du gzar nas I bcom ldan 'das ga la ba de logs su thal mo 

sbyar ba btud nas I bcom !clan 'das la 'di skad ces gsol toIbtsun pa bdaglions rgyu zhin mchi 

bar shah lo I bcom !clan 'das kyis bka'stsal ba I kdtyayana'i bu khyod son la bdag brgal nas gzhan
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 sgrol shig J bdag grol nas gzhan grol bar gyis shig I bdag dbugs phyun nas gzhan dbugs phyun shig I 

bdag yoirs su mya nan las 'das nas I gzhan yons su mya nan las zlos shig I de nas tshe dan Idan pa 

katyayana'i bus I bcom Idan 'dos kyi zhabs la mgo bos phyag Yshal te I 'khor Ina brgya dan ljons 

rgyu zhin son no I de nas de mthar gyis rgyu zhin son son ba las I yul gyen du rgyal du phyin de I de 

der phyin nas rgyal po gtum pa rab snail sans rgyas kyi bstan pa la zhugs par byas so I yul dpa'rab 

du son nas I rgyal po 'char Ica dad pa phun sum tshogs pa la gnas par byas so I skye bo phal po che 

yan bcom ldan 'das kyi bstan pa la dad par byas so I de nas phyi zhig na yul dpa' rab kyi rgyal 

po 'char ka'1 btsun mo la bu chags nas I de zla ba dgu 'am bcu Ion ba dan I bu gzugs bzan zhin bltan 

sdug la mdzes pa zhig btsas te ( de'i btsas ston rgyas par byas nas I min sarana zhes btags so I de nas 

khye 'u sarana 'o ma clan I zho clan Imar daft I zhun mar dan mar gyi n"in gus bskyed bsrins te I 

mtsho'i man gi padma bzhin du sku drag par gyur to I de nas de gan gi tshe cher skyes ba de 'i tshe I 

khye 'u de yi ge slob tu bcug ste I rgyal rigs sthyi bo nas dban bskur ba'i rgyal po moms kyi bzo'f 

gnas dan I las kyi gnas tha dan pa 'di lta ste J glan po che zhon pa dan I rta zhon pa dan I mtshon cha 

bcan pa clan I phon clan I mdun du bsnur ba dan I phyir ba bsnur ba clan I gyul las thar bar bya ba 

clan I Icags kyus gzun ba dan I zhags pas gzun ba dan I mda' bo che'phan ba clan I rdo rje rise gcig 

pa 'phan ba dan I mtshon rce gcig ba gdab pa dan I 'khor lo phan ba don I gcad pa dan I gsheg pa 

clan I lag pas gzun ba clan I rkain pa'i stabs clan I mgo bo bskyab pa clan I rkyan mar phog pa dan I 

sgra grag par 'phog ba clan I gnad du 'phog ba dan I gdon mi za bar 'phog bar bya I ba dan I tshabs 

cher gtan ba rnams kyan bslabs nas gnas Ina la byan bar gyur to I de nas phyi zhig na gzhon nu 

sarana tshe dan ldan pa katyayana'I bu las brten nas I bcom ldan 'das kyi bstan pa la dad ba riled 

de I skyabs su 'gro ba clan bslab pa gzhi moms blans so I de nas des bltas na pha chos dan chos ma 

yin pas rgyal po byed pa mthon no I de nas des bsams pa I yab nons pa 'og tu ni bdag rgyal sar jug 

par 'ons te I bdag la rgyal srid mi dgos kyis I bcom !clan 'das kyi bstan pa la rab tu byun la chu bo 

rnams las brgal bar bya ba clan I sbyor ba moms las 'da'bar bya ba phyir I brtson pa dan I bsgrub 

pa dan I 'bad par bya'o sn"am nas yab yum la gsol te I tshe dan ldan pa katyayana'i bu'i thad du rob 

tu byun ste I bsiien par rdzogs so I de nas tshe dan ldan pa katyayana'i bus bsams pa I yul 'di nas 

bkar dgos so sham nas I de khrid de yul gyen du rgyal du son nas de na 'khrod do I de nas phyi zhig 

na tshe clan ldan pa sarana sna dro chos gos clan I sham thabs gyon te I lhun bzed thogs nas gron 

khyer gyen du rgyal du bsod sn"oms la son no I de yan spyod yul rgyus mi shes la lam po che clan sran 

gi rgyus la mi mkhas pa zhig ste I de mthar gyis bsod sn"oms rgyu zhin son son ba las I rgyal po glum 

po rob snan gi pho bran gi chab sgor phyin nas chab sgo ba rnams med pa skabs su de rgyal po'i 

pho bran gi nan du son nas I de rgyal po'I btsun mo rnams kyis mthon na I gzugs bzan zhin blta na 

sdug la mdzeste I lus kyi sha rgyas par 'dug go J de nas de mthon ma thag tu de dag de la shin tu dga' 

bar gyur te I de dag gis bsams pa I dge slon 'di 'di liar gzugs bzan zhin mdzes la na gzhon la I tshans 

par spyod pa la yan gnas so sham mo I de nas de dog dga'bar gyur bas de stan bshams te 'dug tu 

bcug nas I bza' ba clan bca' ba gtsan ma bzan bo man pos tshim par byas nas I tshe clan !clan pa 

sarana bskor te chos mnan pa phyir gun la bzhag go I de nas de de na 'dug pa skabs su rgyal po
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 glum po rab snan btsun mo'i 'khor du 'oAs so I btsun mo rnams kyi lugs kyis na gan gi tshe rgyal po 

btsun mo'1 'khor du 'on bade'1 tshe I lans te bsur 'gro ba yin na de rnams chos Ran pa las 'dun ches 

nas Idan ba dan bsu ba yan ma byas so I de nas rgyal po glum po rab snan gis bsams pa I ma la bdag 

btsun mo rnams kyis ma bsu ba 'di ci las gyur snam nas I rgyal pos de 'phrigs le I khros pa zhin du 

btsun mo'1 'khor du son no I de der son ste bltas na tshe clan ldan pa sarana btsun mo rnams kyis 

bskor ba mthon nas rgyal po de Ihag par yan khro ba'i kun nas dkris pa skyes te I de khros nas 

bsams pa I dge slon gis na'1 chun ma mthon gis med do sham mo I de nas des bsam paIre 

zhig 'di 'dod chags dan bra! ba yin nam I 'on te 'dod chags dan ma bra! ba yin brtag par bya'o 

sham ste I de nas tshe dan Man pa sarana la smras pa I ci khyod dgra bcom pa yin nam I des smras 

paIrgyal po chen po ma yin no I rgyal pos smras pa I ci khyod phyir mi 'on ba dan I Ian cig 

phyir 'on ba dan rgyun du zhugs pa thob pa yin nam I 'du shes med 'du shes med min skye mched 

darn I ci yan med pa'i skye mched dan I.rnam shes mtha'yas skye mched dan I nam mkha'mtha'yas 

skye mched thob pa yin nam I bsam gtan bzhi pa clan I gsum pa danIgills pa dart I bsam gtan dan po 

thob pa yin nam I des smras pa rgyal po chen po ma yin no I de nas rgyal pos bsams pa I dge 

slot': 'di 'dod chags dan bral ba ma yin la I 'di mkhan po dan slob dpon gyis ma bslabs kyis nas 'di 

bslab par bya'o sham nas I zham rin pa rnams bos te I de Icag gis zhen par bzhus te btan no I de nas 

de Icag gis bzhus pas bags bral nas khros te bsams pa bdag miles par dus nan pa'! rgyal po glum 

po 'dis brdegs kyis I bdag pha'i yul du son la pha'i yul du 'dug ste I dpun gi tshogs yan lag bzhi go 

bskon te son la dus nan pa'i rgyal po glum po 'di I rdul bton te btan no snam nas I tshe dan Idan pa 

katyiayana'i bu ga la 'dug pa der son ste phyin nas I tshe dan !clan pa kotyayana'i bu'i rkan pa la 

phyag Yshal te I smras pa I mkhan po bdag ma nons par dus nan pa'i rgyal po glum po des I bdag 

miles par brdegs pas na bdag pha ma 7 yul du mchis te I der mchis nas dpun gi tshogs yan lag bzhi 

go bskon te mchis la I dus nan pa'i rgyal po glum po de rdul bton te btan gis I bslab pa'i gzhi rnams 

bzhes su gsol I gnas brtan gyis smras pa I bu khro ba'i dban du ma 'gro shig I bcom ldan 'das kyis 

rob du byun bas ni I Jig rten gyi chos brgyad de I riled pa dan I ma riled pa clan grags pa dan I 

grags pa ma yin pa dan I bstod pa clan I smad pa dan bde ba dais I sdug bsnal ba thams cad bzod 

par bya'o zhes ma gsuns sam zhes byas te I gnas brtan des de la Ian man du bkag kyan dgag ma nus 

nas I tshe dan lda» pa katyayana'i bus de la smras pa I bu de liar khyod 'gro 'dod na da ltar ni nam 

sros su fie ste I lam na sen ge dan I stag clan I gzig dan I dred mo rnams kyi jigs pa yod kyis do nub 

Icy! tshe la 'dir 'dug la nail par son shig ches byas so I de nas des smras pa I mkhan pos ci skad bka' 

sisal ba na zhen 'tshal lo zhes byas nas I gnas brtan de de dan gnas khan gcig tu nal le J tshe dan 

ldan pa katyayana'i bus de bzlog pa'i phyir des byin gyis brlabs te I ci nas de nal ba'i rmi lam du 

des bslab pa phul leIpha'i yul du son nas phas de 7 rgya! srid la dban byed du bcug ste I dpun gi 

ishogs yan lag bzhi byin nas 'di skad ces bsgo ste I khyod kyis thog ma kho nar las su bya ba ni dgra 

tshar gcod par gyis shig I ces byas nas I de thos ma thag tu des dpun gi tshogs yan lag bzhi go bskon 

nasIrgyal po glum po rab snan gi yul du dmag drans pa las I rgyal po glum po rab snan gis del 

gyul pham par byas te I thub par byas nas I rgyab kyis phyogs par byas te I gson por bzun nas gsod
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 du btan ste I de nas gshed ma  'i mi rnams kyis khrid de gsod pa'i sar phyin du fie  ba dan I des bltas 

na rmi lam hid na tshe dan ldan pa katyayana'i bu gron khyer gyen du rgyal na bsod thorns byed 

cin 'dug pa mthoit nas des kus blab ste I mkhan po bdag gi skyabs mdzad du gsol I bdag la dka' ba 

mdzad pa dan I srog phans pa sbyin par mdzad du gsol I zhes zer zhin 'dug pa rmi lam mthon bar 

byin gyis brlabs so I de nas de des skrag nas sad kyan rmi lam la yan dag pa tsam du 'dzin cin de 

bzhin du rdol nas I tshe dan !clan pa kaiyayana'i bus de la smras pa I bu khyod kyis rmi lam mthon 

bar zad kyis ma jigs shig I de nas de thos ma thag tu sarana dga' bar gyur nas sems pa la zhugs te I 

sarana zhes bya ba de ni na hid yin zhin 'dug la I bdag gis ni sems can gcig la yan she ba ma byas 

na I da bdag khro ba'i dban du son ste I rmi lam du yan skye bo man po de stied bsad kyis I don du 

pier ba 'di ha bu bdag gis I btan no sham mo I de nas gnas brtan gyis de 'i yid skyo bar gyur par rig 

nas I de clan 'thun pa'i chos bstan te I des na saranas stan de nid la 'dug bzhin du non mons pa thams 

cad sbans te I dgra bcom pa if id ninon sum du byas soIde nas rgyal po glum po rob snail gis bdag 

gis dge slon lcag gis bzhus pa gan yin pa de I rgyal po 'char ka'i bu yin no zhes thos nas I del thad 

du son ste rkan pa la phyag Yshal nas bzod pa gsol te I de nid las brten nas tshe dan Han pa 

katyayana'i bu zhag btun gyi bar du bshos la spyan drans so I de nas phyi zhig na tshe clan ldan pa 

katyayana'i bus bsams pa I rned pa clan bkur s1i skyes kyis bcad dgos so sham nas I tshe clan ldan pa 

sarana dan than cig tu rgyal po'i khab 1u son no I(D:a22b4-25b3)

上に引用 したパラレル との比較により、THTI285+THT1507+THT1680+THT2981.㎏.1+

THT3054及 びTHT1249+THT1681+THT298L食g.6が 、これ らの物語に対応する事が窺え

る。 また、先に扱った(dyotiska一ωα伽o》の断片と同様に対応するパ ラレルと トカラ語B

の物語を比較すると、後者 は非常に簡略化 されている点に気付 く。 ここで問題 となるの

は、本稿で検討 している トカラ語Bに よる物語が梵語などのイン ド語原典をそのまま翻

訳 したものであるか否かとい う点である。この点については、『Avadana写 本』に属する

と見られるその他の断片の紹介をした後に検討する事 としたい。

5.THTI168+THT3034に つ いて

5-1.THT1168+THT3034の 転 写 と和訳

既 に触れ たよ うに、THT1168はMalzahn(2007c:242)で 既 に転写 と英訳 が出版 され てい る。

ただ し、Malzahn論 文 で は指摘 されていないが、 この 断片 はTHT3034と 直接 接合す る。 こ

の接 合の結果 、このfolioは 表 裏共 に5行 ず つ書かれ ていた事が明 らかにな っただ けでな く、

Malzahnに よ って提 出 され た転 写を部分的 に訂正す る事が可能 とな った。二断片 を接合 した

サイズは縦が約8cm、 横 は約19.5cmで あ る。 また、Malzahn論 文 では断片 の比定 は為 され

ていないが 、筆者 の研究 によれ ば、 この断片は《divaddndSataka>》の 第7章 であ るく<Padmah}〉と

い う題 名の比喩課 に比定 され る。 二断片 を接合 した結果 について は図6を 参、照 され たい。

1転写】
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a 

 1 /// — 4-sal  werpiskatstse enwe manlye cai'tumem allokl presclyaine cwi 

  w[e]r[pJi(s)[k](accepi)lal ll/ 

2 III (up)pall katkemane mautanelbl allorma s l snai kei t pyapyaim kakti°l //I 

3 /1/ [y](e)nme(n)e (c)[e] ((arnann)[eJpi enwentseld l wrattsd`l sem l ly(a)ka ta„l 

  up(p)a(l)lillll 

4 III [a]nathapinclike osta$mencantse 1edsl cai [kJau lll 

5lll (u)[pp]a!t grnamart panakte — ll/ 

b 

1/l/ — $$a(m) Nit tem karnats jiJ pkam[aiJlhl IIl 

2 III [ys](a)gana tina[r]ntasa kgrnaskemar lnel`l t te mamnt l 11/ 

3 ll/ snai [w]. .n. — — .1k]. .[s]. (ca)mpamo sakt tmane yslinana tinargnta III 

4 III (pals)k(a)[n](a)[m] ate toll se anathapinttike spalmem emve kwamts l[kg]lp. 

5 III .[pa] kete pelkinlnassa"l uppi lln"askem po n"assaUl sanai tinar l[rJs(a) 

  [up] (pal)[al ///

[注釈 】

回1最 後 の部分は 当該断片 の この部分が、表裏反対 となっている部分で あ り、ここではその

部分 を元の状態 に戻 した転写 を与 えてい る。

【b】:この語形 はhapaxで あ るが、文脈 か ら考えて動詞 の三人称単数 ・過 去形 に代名 詞接辞一ne

が 付 された もの と見 る事がで きる。 この部分は前後 の文脈が 明 らかでな いが、 次節で

挙 げるパ ラ レル に記述 され る ように、Prtzsenajit王 が 「天神 」或 いは 「仏陀」 に花 を捧

げ る部分 に対応す るな らば、 この動詞は 「捧げ る」を意味 していた と推 定 され る餌。

回:正 確 な語形 は推定不能 であるが、ここには語根Pdn-`tocarry'の 過 去分詞 が再建 され るも

の と考 え られ る。

[d】:こ の部分 は、梵 文《《んα面ηα5σ如㎞ 》:tirthikopdsakenacadr.stahtprstha7s'ca(Vaidya:1958:

18.11)及 び 漢訳 『撰集 百縁経』 「路値外道即 問之日」(T.04,no.200,206al1)に 基 づいて

推定 した。

【e1:通常 トカラ語Bのwrattsaiが 動 詞 と共に使用 され る場合、副詞wrattsaiに 支 配 され る名

詞は斜格 を取 るが、ここでは属格 となってい る。荻原 ・慶(fonhc.)で 指 摘 した よ うに、

トカ ラ語Bの 世俗文書 にはwraUsaiが 名 詞 と して使 用 され る例が確認 され てお り、こ こ

で も名詞 として使 用 されて いるもの と考 え られ る。

[fl:代 名 詞が女性形 であ る事か ら、ここにはpydrvo`flower'の 斜 格nydnyaiが 後 続 して いた

もの と推定 され る。

【g】:この部 分には'θバmameらway'が 確認 され る事か ら、Peyrot(2008:童61-162)に 指 摘 され

"梵 文(divadanas'atako)〉(Vaidya1958:18
.5・9)及 び 漢 訳 『撰 集 百 縁 経 』(T.04,no.200,206a4-10)を 参 照 。
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るよ うに、LateTocharianBの 特 徴 を示 している と言 え る。

[h]:こ の 語形 はMalzahn(2010:702)に1ま 登録 されて いないが、語根pdik-`tointend'の 一 人称

単数 ・過 去形 ・中動態の形 式であ る。

[i]:Malzahn(2010:577)に は 登録 され ていないが、 この語形 はkdiry-`tobuy'の 一 人称 単数 ・

現在 形 ・中動 態に代名 詞接 辞が付 され た形 式であ る。

田:Malzahn(2007c:241-244)で は 、 この語形 は トカラ語Bのfi々sso*`share,portion'の 斜 格 と

見倣 されて い るが 、 この解 釈 には問題 が ある。 まず 、Malzahnが 主 格 と して設 定す る

fidSso*で あ るが、 この語 形はhapaxで あ り、既 に指摘 されてい る よ うにB547a2にficzsso

と して在証 され る。この断片 には書 き誤 りが若干見 られ る とMalzahnは 指 摘 す るものの、

実際に は書 き誤 りと認 定で きる部分 は極 めて少ない。 トカ ラ語Bの 部 分の母音 に限 って

見れ ば、LateTocharianBの 特 徴で あるau>o(cf.Peyrotop.cit.:53-54)と い う二重母音 の

単母音化 が三例確認 され る点 、及 びB547a1に 在 証 され るondStrdiは 通 常amostrdiが 期 待

され る(語 幹 の母 音が一di一では な く一a-)と い う二点が所謂ClassicalTocharianBと 異 な るの

みで ある。 そのた め、 当該断片 に在証 され るfiasseをfidSsoと 解 釈 し、それ をTHT1168

に 二 例確認 され るfidSsaと 関 連付 ける議論 には疑問が残 る。 また 、Malzahn論 文 には言

及 されて いないが、 トカラ語Bに はfiguraetymologicaと してfiyjssafidSk-`toseekwith

desire,toseekeager且y'と い う表現が 二例(B231bl,B286a4)確 認 され てお り、THTI168b5

に も同様 の表 現が使用 されて いる。 これ らの理由か ら、fidSsaをhapaxで あ るfiassoに 基

づいて再建 したfiasso*の 斜 格 と理解 す るす るよ りも、fiydS`desire,demand'の 通 格 と解釈

し、fiydSsafidSk一 とい う表現 と して理解す る方が妥 当で あ ると考 え られ る65。

【和訳」

a

1〃7あ る守 園人の男 で、(王 に)仕 える人 がいま した。 それか ら或 る時 、 この守 園人の 〃7

2〃1喜 びつつ 蓮の花 を彼 に捧 げま した(?)。 そ して、その他 の無数の花 を運び 〃7

3〃1門 の ところで この外 道の男 の前に来ま した。彼 はその蓮の花 を見ま した。 〃ノ

4〃 ん4〃δ伽 吻4冨肋 長者 には...の 方 法が あ りま した。〃1

5〃7蓮 の花 を買い仏 陀を...〃 ノ

b

I〃1(彼 は)...し ま す。私 はそれ を買 うつ もりで した。〃ノ

2〃 金貨 のdenariusで 私 はそれ を購入 します。 その よ うに 〃!

3〃...な く...可 能 な...10万denarius金 貨 ノ〃

6sこ の解 釈 はMalzahn(op .cit.:ft.22)で 言 話 特 徴 と文脈 の 両 面か ら否 定 され て い る。 しか しなが ら、言 語 特

徴 につ いて は 、THT1168は 単純 なClassicalTocharianBで は な く 、LateTocharianBへ の変 化 を示 して い る筆

記者 の手 に な る 事 が 『Avadana写 本 』に属 す る他 の 断片 か ら明 らか で あ り、iidSsaをfiydsの 通 格 とす る理 解

を否 定 す る根 拠 に は な らな い。Malzalin(op,cit.:239)で は言 及 され て ない が 、実 際 に はKuchaで 発 見 され た

と され るB231b1に 在 証 され るilydSsaは 、同 一 断片 のb3で はiidSsaと 表 記 され て い る。ま た 、fidSsaを 砂爵

の通 格 とす る理 解 は文 脈 か ら も否 定 され て い るが 、THT1168の 内容 比 定 に成 功 して い な い た め 、確 実 な 根

拠た り得 な い。 なお 、筆 者 の よ うな 解釈 は既 にPeyrot(op.cit.:63・64,ft.61)で 提 示 され て い る。
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4Z〃 彼(=守 園人)は 考えます。この優れた人物であるオη勧 卯加4勧 は、このように高価

でも頑なに(?)得 ようとしている同。〃

5〃 ノ_誰 のために彼らは(一 輪の)蓮 の花を熱心に望んでいるのだろうか。彼 らは共に、

その願望によって1denariusで 蓮の花を...〃!

【注釈1

回:こ の行 は、漢 訳 『撰集百縁経』 「壁彊 韮ム,聞 是語 已,密 懐歓喜,作 是念言。須 達長 者

安詳審諦 而不 卒暴 乃於今 日,為 此一花 共償慣敷乃至百千爾金,齎 持欲2,」(T.04,no,

200,206a21-24)に 対 応する と見 られ る。現在 までの ところ、トカ ラ語BのkWamts`firm'

は 、 この形式 としてはkwdintsa一ρalskoと い う複合語 の前分 としてのみ知 られ てい る"。

ここでは対応す る漢 訳を参考に和訳 した。同様 に、この語 に後続す る語は語根kziip・`to

obtain'の 現 在 語幹 に由来す る形式であ ると推 定 され る。

5-2.THT1168+THT3034の パ ラ レル について

上ではTHTI168+THT3034の 転 写並びに和訳 を紹介 した。既 に述べた よ うに、 この二断

片 は以下の比喩課 に比定 され る。

【漢訳】

『撰集 百縁経』 谷1「 王家守池人花散佛縁 」(T.04,no.200,205c29-206b12)

【梵 文 】

《《AvadjncuEatakO》 第7章 く<Padmak>》:Vaidya(1958:18。20)

以下、これらの断片のパラレルである《碗 必励αξo磁ω》第7章 《P4伽o加 及び漢訳 『撰集百縁

経』 「王家守池人花散佛縁」の該当箇所を引用する。下記の引用においても、 トカラ語断片

の理解に資する箇所はbold体(漢 訳仏典は下線)で 示す事とす る。

【梵文】

 « Avadanasataka > 

buddho bhagavan satkrto gurukrto manitah pujito rajabhi rajamatrair dhanibhih pauraib 

sre$thibhih sarthavi hair devair nagair yakcair asurair garu4iaih kinnarair mahoragair iti 

devanagayakyasuragarudakinnaramahoragabhyarcito buddho bhagavan Alto mahapunyo labhi 

civarapinclapatasayanasanaglanapratyayabhaisajyapari,Fkaranam sasravakasamghah sravastyam 

viharati sma jetavane 'nathapin iadasyarame. yada bhagavaml loke notpanna ash, tada raja

"Pinault(2008:445)で はkwamtsに 対 して`ferme
,solide'と`cher'の 二つ の 意 味 を与 え て い る。た だ管 見の 限

り、後 者 の 意 味で はkWatsと い う形式 が 使用 され 、kWamtsの 用例 は 見 られ な い。 ま たAdams(1999)は この

二つ の 形 式 を異 な る語 と して扱 って お り、 こ こで は対 応 す る漢 訳 も考慮 に入 れ て 前者 の 意 味 で解 釈 した。
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 prasenajit tirthikadevatarcanam krtavan puspadhupagandhamalyavilepanaih. yada tu bhagavaml 

lake utpannah, raja ca prasenajid67 daharasutrodaharanena vinito bhagavacchasane sraddham 

pratilabdhavan, tadi pritisaumanasyajatas trir bhagavantam upasamkramya 

dipadhupagandhamalyavilepanair abhyarcayati. 

  athanyatama ardmiko naval: padmam adaya rajfiah prasenajito Wham sravastim pravi ati. 

tirthikopasakena ca drfiah Ipr##half ca: kim idam padmam vikrinisye. sa kathayati: ameti. sa 

kretukdmo yavad anathapiAiado grhapatis tam prade.sam anuprdptah. Lena tasmad dvigunena 

mulyena vardhitam. tatah parasparam vardhamanau ylvac chalasahasram vardhitavantau. 

atharamikasyaitad abhavat: ayam anathapinciado grhapatir acancalah sthirasattvah. nunam atra 

ki ranena bhavitavyam iti. Lena samsayajatena sa tirthikabhiprasannah purusah prslah: kasyarthe 

bhavan evam vardhata iti. sa aha: aham bhagavato narayanasyarthe iti. anathapinclada aha: aham 

bhagavato buddhasyarthe iti. aramika aha: ka esa buddho nameti. tato 'nathapincladena 

vistarenasya buddhaguna akhyatah. tata aramiko 'nathapincladam aha: grhapate aham svayam eva 

tam bhagavantam abhyarcayisya iti.(Vaidya 1958: 18)

[漢訳]

『撰集百縁経』

「佛在王舎城迦蘭陀竹林。爾時波斯匿王未聞有佛,甕 夜六時,齎 持香花,奉 事天神。佛以

出世,得 成正錯,將 欲教化波斯匿王,故 著衣持鉢,往 詣王所。時波斯匿王見佛來至,光 明

晃豆,照 曜天地,威 儀摩序,人 中挺特,心 懐歓喜,請 命使坐,設 諸鯖鰭。供養詑寛,佛 便

為王,種 種説法,即 於佛所,深 生信敬,捨 事天神,心 不奉拝。於是波斯匿王 日復三時,齎

持香花,供 養如來。時送花人 奉王花已 自捉一花 君詣市 路 外道即問之日。汝齎

此花,為 欲費不。答言欲費。時須達長者復來到遽,復 問彼人。汝捉此花,為 欲 費不。皆言

欲費。時此二主 各共'競 立共償 遂至百千 金 不止止。時齎花人間外道言。汝

買此花,為 何所作。外道答言。我用供養那羅延天,以 求福祐。次問須達長者。 汝買此花,

用作何等。須達答言。用供養佛。齎花人言。云何為佛。須達答言。前観無窮,却 観無極,

三界中尊,諸 天世人,皆 共敬仰。壁塵韮ム,聞 是語已,密 懐漱喜,作 是念言。須達長者安

詳 諦而不'乃 於A日 蒙此一花 共{乃 至百千 金 持欲去A者 必 大利

益事,不 計貴賎,必 欲得之。時齎花人,即 答二主。我華不費,自 欲持去用供養佛。」

(T.04,no.200,206a1-206a26)

以上に示 した対応か ら、THT1168+THT3034は 漢訳 『撰集百縁経』「王家守池人花散佛縁」

及び梵文《divaddnas'atakO》第7章 《Pα加o加 に比定される事が窺えよう。

6.『Avadana写 本』に属す ると見られるその他の断片について

67Vaidya(op .cit)で は ρr邸砂耐 とあ る が 、 こ こ で は ρrα52〃砂耐 と訂 正 した。
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これまでは、『Avadana写 本』に属する断片の内、内容の比定に成功 した断片を取 り上げ

てきた。 ここでは、『Avadana写 本』に属する残 りの断片の紹介を行 う。 なお、断片の配列

は基本的にはTHTの 番号に従 うが、関連すると思われ る他言語で番かれた文献が見出 され

たものや接合可能な断片を優先する。 また、特に言及 しない限 り断片の表裏は公開されて

いる写真に従っている。

6-1.THT1554+THT3112に つ いて

THT1554+THT3112は 直接 接合す る断片で ある。図7か ら窺 える よ うにTHT3112がfolio

の 右 端 の部分 を残 してい るため、 この部分 はfolio全 体 の右端 に相 当す る。 物語 の確 実な比

定 にはまだ到 ってい ないが 、THT1554に はkOccdp`turtle'やmanarkOtSa「 岸 に」、 また恐 ら

くyolokdiryorttau「 悪 い 商人1が 見 られ る点 か ら《d㎞8助卯吋 δ'4㎞ 》と して知 られ てい る物語

に対応す る可能性 を指摘 す る事がで きるes。 なお、《d(acchapa-」'dtakO>》の パ ラ レル につ いては

湯 山(1977:1034及 び1983:xi-xVi)を 参 照 され たい。 二断片 を接 合 したサ イズは縦6.4cm・

横16.3cmで あ る。

【転写]

a 

 1 11/ mart  lumem bodhisatve kaccapinete warf$at l tse - III 
2 /// ltuwe$ 1 manarkaisa kamem bodhisalve lala[1Ju kektseM 
3 11/ skemtaritu[sJaksa yes t pa$$aian i@1 [IN) [oJm (n)o bodhisd 
4 /// ksa o - - c.. yolo Ta[ryjo(r)[ttj(au) ----- .[e] 
5 [missing] 
b 
1 /1/ - /// 
2 /l/ .s. t cwi [tV. - - -_d1 [r]s(1) vasir$$. ----- idd. mpy.lel 

3 III (bodhi)[sJ(a)tve we$$am k ce [ea]kna$$itarr [yjamtsi cal [sV. (.)[$J. n 1Wg1 on 
  no 

4 III [ma] $1 Waken ma yes i cimpalyilh1 nescer i [NAkaulsi 

5 /// n. tiente Nit panaktamn`e perne kallau oh h ye(s) III

[注釈 】

回:ど の形式 かは確 定で きないが 、 トカラ語Bのkekesefie`body'が 推 定 され る。

[b】:Malza㎞(op.cit.:698-699)で は 、別 の断片か ら代名 詞接辞 を伴わ ない形 式が 引用 され てい

るが 、 これ は二人称複 数 ・命令 形 ・中動態 の形 式で ある。

ωSchmidt(1983:272・275)に は"梅``勉 ρ婦 δ`ロ㎞ 》に比 定 され る記 述 が ドイ ツ所 蔵 トカ ラ婚B断 片Mainz

655,1(=THT3597)及 びB239に 見 られ る と され て い るが 、この 点 に つ い て はPeyrot(2010:159)で 疑 義 が提

出 され て い る。
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lc】:恐 らく トカラ語Bのbodhisatve`Bodhisattva'の 主 格 が推定 され る。

【d1:こ こ には<na>と 読 む事 が でき るak§araが 確 認 され るが、 このaksaraの 高 さが同 じ行 に

あ る別 のaksaraと 比 較 してや や 高い位置に書 かれて い るた め、別 の断 片が ここに付 着

して い るもの と考 え られ る。

【e]:語 根canp`tobeableto'の 接 続 法或 いは過 去形が推 定 され るか も知れ な い。

[f]:Malzahn(op.cit.:703)で は 蜘 む5溜 アとして 引用 されて い るが、語 中の母音<1>は 正 確 に

は 上の転 写に示 した よ うにくレと訂正 され るべ きであ る。

【g]:こ こ には動詞 の三人称 複数 形 に代名 詞接辞 が付 加 され た形 式が推 定 され るが、具 体的 な

語形 を確 定す る事 は できな い。

【h】:Peyrot(op.cit.:55-57)で 言 及 され る硬 口蓋子音 の前後 でのdi>iと い うLateTocharianB

の 特 徴 を示 して い る。

[和訳】

a

1〃 私 は...。 そ れ か ら菩薩 で ある亀は力lal...〃ノ

2///離 れ て彼 らは岸 に着 きま した。 菩薩 は努力 して体...〃!

31〃 私 達 は...。 そ のた め、あ なた達は私 を守 りな さい。llそ こで 菩薩 はZ〃

4〃1...悪 い 商人 が...〃1

5【 欠 】

b

1〃...〃!

2〃 ノ...そ の_金 剛 の...〃 ノ

3〃 ノ菩薩 は言 います。 彼 は何 を しよ うとしていた のか。彼 らは私 を_。 そ こで1/1

4〃 ノあ なた達 は努力 しな い。 あなた達 は私を殺す事 はで きな いで しょ う。〃ノ

5///...私 が 仏 陀の徳 を得 た な らば、 その時 にはあな た達...1//

【注 釈】

[a】:ト カ ラ語BのnetewarkSdilはhendiadysと して使用 され てい る。また、こ こで は わα伽 α伽ε

と肋σゆ を同格 の要 素 として解釈 した。

以 下に は この断 片 に対 応す ると思 われ る《d(acchapa-1'dtakO>>の パ ラ レル を引用 す る。

『雑寳藏経』

「佛在王舎城,提 婆達多,心 常懐悪,欲 害世尊,乃 雇五百善射婆羅門,使 持弓箭,詣 世尊

所,挽 弓射佛。所射之箭,璽 成拘物頭華,分 陀利華,波 頭摩華,優 鉢羅華。五百婆羅門,

見是神婆,皆 大怖畏,即 捨弓箭,禮 佛臓悔,在 一面坐。佛為説法,皆 得須陀疸道。復 白佛

言。願聴我等出家學道。佛言善來比丘。髪髪 自落,法 服著髄,重 為説法,得 阿羅漢道。
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諸比丘白佛言世尊神力,甚 為希有。提婆達多,常 欲害佛,然 佛恒生大慈。

佛言非但今 日,於 過去時,波 羅捺國,有 一商主,名 不識恩,共 五百買客,入 海採寳。得

寳還返,到 週淵盧,遇 水羅刹而捉其船,不 能得前。厭商人等,極 大驚怖,皆 共唱言天神地

神,日 月諸神,誰 能慈慰濟我厄也。有一大亀,背 廣一里,心 生悲慰,來 向船所,負 載厭人,

即得渡海。時編小睡,不 識恩者,欲 以大石打麺頭殺,諸 商人言我等蒙編濟難活命,殺 之不

祥,不 識恩也。不識恩 日我停飢急,誰 問爾恩。轍便殺編,而 食其肉。即 日夜 中,有 大群象,

賜殺厭人。爾時大亀,我 身是也。爾時不識恩者,提 婆達多是。五百商人者,五 百婆羅門出

家學得道者是。我於往昔,濟 彼厄難,今 復抜其生死之患。」(T.04,no.203,464b4-28)69

6-2.THT2996+THT2999に ついて

THT2996及 びTHT2999は 状態の良くない断片であるが、直接接合す る。両断片を接合 し

た上でのサイズは縦5.9cm・ 横12.3cmで ある。残存 している部分か らはfblioの どの位置に

相当するかの判断はできない。なお、接合 した結果については図8を 参照 されたい。

a 

 I [missing] 

2lll(a) fpJts(a) fr](a)NNNlll 

3 III Mika) ganika@1 .flJ.— — —•fyJ.— — k(e)ktsen'°1y.Ill 

4 III t k„(c)e no allokipr[e]syaine wnolmi tavtri(n)e 

5 IIINinatikanmaskem sau i wena —II/ 

b 

1 III ($)$(a)na ok[o]nta enepre AN ye [nt]. idi lll 

2 II/ k[r](e)[nt](a) lywawa sa(kr)e tsamtsi t [cau] yamorsa to[y]")` 11/ 

3 ///— .e -------yetwem wa 11/ 

4/l/ [yla 11/ 

5 [missing]

【注釈 】

回:韻 律 の名 称で あ る4ρ 醜7α 加 歪卿 ηεが再建 され るか も知れ ない。

[b】:梵 語 のga4iha-`Kurtisane,Hetdre'(SnZFk160a)に 由 来す る トカ ラ語BのgapaikOの 主 格

であ る と推定 され る。

[c]:こ こ にはkl(y?iye`woman'が 推 定 され るか も知れ ない。

[d】:ト カラBのenepreに 続 く部分 は語 の区切れ が確定 困難 で あるが、 トカ ラ語Aに 在 証 さ

れ る語義 不明 のskenutsの 語 幹 であ るske*に 対 応す る トカ ラ語Bの 語 と して零5勧εを設

定す る事 がで き るか も知れ ない。

69仏 語 に よ る梗 概 はChavannes(1911:29)を 参照
。
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6-3.そ の他の断片について

ここには、内容比定だけでなく断片相互の関係 も確定不能な残 りの断片を紹介する。

 THT409Ia1 

h: 8.1 cm X w: 17.2cm

a 

1 III .ts. [a]m(i)skgmile,sey° 1 palskontse skloki proskaisa kaltsau — III 

2 /ll [r]..lb1 cau ai- 0 sai yamormem etsuwai semane III 

3 III [tuJ(m)emlbl jo J 0 sta $menca can°1 palskaln"me [1].. III 

4 /l/ (ya-) 0 knel`1 wena ma 'Wit aikemar 1 /// 

5 III . em . elb1 — — masketar l su poysim[ne1 III 

b 

1 11/ . talbl — c. k a(r)w[a]rem krentam yakwempa — III 

2 /II 6x•-) 0 ysi par-kale _g ip stwaratsai wertsyaldl III 

3 III (kusa)[IJ(a)mu[I]nt(a) [pJ(e ) 0 pekwal`1 t tumem wen"anesikaamem kg II/ 

4 III (panak)[t](e)1b1 ka.F imntse po 0 ak.ya t te wena ni ti nakta [si]ln /11 

5 //I— [s]parkalne po wantarwa yanmantra I€tumem pana[k]te III

[注釈]

[a】:こ の断 片の 内容比 定は為 され ていな いが、暫 定的 にBuddhalegendeに 分 類 され て い る。

[b】:こ れ らはTochSprR(B)llの 転 写 では読みが 与え られ ていな い部分 で あるが 、公 開 され て

い る写真 に基 づい て読み を与 えておい た。

[c】:こ の部分 はTochSprR(B?llで は<kte>と 読 まれ てい るが、B409b2及 びb4に 見 え る<kea>

との 比 較か ら<kne>と 解 釈す る方 が妥 当で ある と思われ る。

[d】:TochSprR(B211の 脚 注10に はwertsya(ntse)の 如 く単数 属格形 を推 定 してい るが 、前 後の

文脈 を欠 いてい るお り確 実 とは言 えない。

【e】:Malzahn(2010:700)に あ るよ うにpta]pekwaと い うTechSprR(B)llの 読 みは採 用 しない。

[fl:TochSprR(B)llで は1可 と短 母音 に読 むが、僅か に残 され た部 分か らtji7の よ うに長 母音 と

して解釈 すべ きであ る。

 THT1126 

h: 8.2cm X w: 9.8cm

a 

1 /// - - [nj l [n]. [d]. [ki] - - - - t[oJrme[rpJ /// 

2 /ll - [ca]mane ke [s]u g[aujtamgmn[nJe [[J(a)[kJ(k)em[iy(ir)e III 

3 ///- n(e)mceksa j 3 II tasala piill 

4 /// kl[e]sanma wiligsygm ara[ha] Ill
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 5 III — kte wain)  cwi pelaikne[nJe [w]. III 

b 

1 III ($a)[m](a)n[e] eke toll $kgss uwen 1 — Ill 

2 III — erkanmasa kamem II v(ai)s(ali) II/ 

3 III .[s]. [ad 1.1 ma calpranken(t)rg 1' I f tumem .0 /1/ 

4 /I/ [$$a]lya ste cau palkormem if. [vJ. n. — II/ 

5 /l/ — .[e]mn"n"[ail — — — .em — — — pa $.0e III

THTI 167 

h: 8.2cm X w: 16.1 cm 

a 

1 II/ [ara]pya$$i n`akti iprerne stmo$1 kentsa samna .1 III 

2 /// — [I]. .am ;fa- 0 ktem lyaka III 

3 III— 0 Ile sal me III 

4 III [n]e 0 tr[e]nkalifesa[ai ra[ddhi] III 

5 /// ro1[n]ta patakam[`l tusaksa sale raddhi sa k. III 

b 

1 II/ m[au]d[g jalyayane warpo$ i panakte t arso III 

2 III — f t 0 rii 1[d] apatta[r] 1 III 

3 /II ko- 0 Ianmasa III 

4 III (s)1(e) Pi(a)kt(em) visva- 0 karmems[di we III 

5 III [v](ai)rudi$$ana spharirg$$ana t om no panakte ra(ddhi) III

1注釈 】

回:こ の語形 はMalzahn(2010:674)に1ま 登録 され てい ないが、語根trenk-`toclingstick'の

接 続 法語 幹 か ら派生 した抽象名詞(=abstractnounII)で あ る。

Ib1:こ のaksaraに 先 行 す る部 分に文字跡 が見え るが 、別 の断片 が表 面に張 り付 いてい る と

推 定 され る。

Ic】:こ の部分 の語 の区切 り方 は不 明確 であ る。トカラ語Bに はpatdk`divisionofaverse'と い

う語が知 られ てい るが 、この語 で この部分 を解釈す る事 はで きない。また 癒伽 は語根

nes-`tobe'の 接 続 法の語形 と同一 であ るが、 この場合 先行 す る部 分 の解 釈 が不能 とな る。

【d]:こ こ には 向格 語尾 が一Sと して現れ てい る。 この音 変化 はPeyrot(2008:70。71)に 指 摘 さ

れ てい る よ うに、LateTocharianBの 特 徴の一 つであ る。

以 下に紹介 す るTHT1245及 びTHT1250は 共 にaptsar`Apsaras,acelestialnymph'が 確 認 さ

れ る事 か ら、同一 の物 語 に属 してい る可能性 を指摘す る事がで きるが 、対応す る文献 が確

定で きてお らず、 また この 二断片が 同一 のfblioに 属 す るか否 かにつ いて も不明 であ る。

一186一



トカラ語Bの 「Avadana写 本」断片について

 THT1245 

h: 5.6cm X w: 7.4cm 

a 

1 /l/ (ga)ndha(r)v(i)n"n"a nikcyala1 = ptsarya wall III 

2 /II — kindarn" alb' ma rano n"akcya III 

3 11/ klyiye $aiy[m]d11 [J. III 

4 /II [l]. 1I/ 

b 

1 /// .[n]. III 

2 ll/ — k(e)ktsemme tetrei kusa III 

3 /II ssanma nas$a tayt I ai — III 

4 /I/ — .a In'].. lantasl`I wenan"a(kta) III

[注 釈 】

[a】:こ こに はPeyrot(2008:55-57)に 指 摘 されて いる、硬 口蓋子音 の前 後で の一di-〉-i一とい う

LateTocharianBに 特 徴 的 な音変化 が見 られ る。た だ し、a2で は同 じ語 が この音 変化 を

経 ないClassicalTbcharainBの 形 式 で書写 され てお り、先 に扱 った断 片 と同様 の現象 が

確認 され る。

[b】:こ の語 形 は、 トカ ラ語Bのkt'ndcvre*`Kinnara'(<Skt纐"47ロ ー`mythicalbeing')に 女 性形

を派生す る接尾 辞・勉 が付加 された もの と判断 で きる。 この語 形 は初 出で あ るが 、 トカ

ラ語Aに はkintarfid"`femaleKinnara'(Carling2009:145bで はin'nnanidi*と す る)と い う

語 が在証 され てお り、 この トカ ラ語Aの 語 に対応す る トカ ラ語Bの 語形 で あ る事 が窺

え る。こ こで 注意 され るべ きは、語幹が既 に知 られ てい る語形 で あ る 勧"邸 ε寧で はな く

in'ndare"と 再 建 され る点 で ある70。Carling(op.cit.)で は 番 き誤 りと見倣 して い るよ うで

あ るが、実際 に は トカ ラ語Aに はkinnare*だ け でな く 伽 砂㎎寧とい う語 形 も存 在 して い

た事 がA180a6及 びA370.5の 例 か ら窺 える?塵。 トカ ラ語B断 片THT1245a3に 在 証 され

る語形 は、 トカ ラ語B内 部 におい て も梵語の 髭加πα盟一に対応 す る語 と してla'nnareと

肋 伽 ホの二 つの語 形が存 在 してい た事を裏付 け る。 また 、 この点 に基 づ けば 、 トカ ラ

語Aで は後者 のla'ndare*の 一d一が無声 音のφ で表記 され てい るの であ って書 き誤 りで は

ない と結論 づ け られ る72。

70ト カ ラ語B断 片BIOgb5及 びb6に は 蜘 〃4痂召
,la'nnaremが 在 証 され る が 、 この 断 片 で は〈nna>《:nta>〈tta>

の 番 き分 けが 不 明 確 で あ る た め 廟'ロ所σ,加'ロ㎎胴 と解釈 す る余 地 が残 され て い る。
71A326a5の 例 は

、 この 箇 所 で 断 片 が 途 切 れ て い るた め 判 断 が 困難 で あ る。 ま た 、A180の 写 真 は公 表 され

て い ない た め 、 こ こ で はTochSprR(A?の 転 写 に従 った 。
n語 末形 式 の 対応 か ら

、ウイ グル 語 のldntiri,kntari(ZttsTreffII87)は 、この トカ ラ語 の 加'4㎎8に 由来 す る

もの と考 え られ る。 ま た 興 味 深 い 事 に 、 コー タ ン 語 に もla'1pmara一がkOidUri,la'dara,haidUra,la'Ptnara,kOdhara

な ど と い った 形 式 で 現 れ て お り、 こ の よ うな 語 形 が トカ ラ語 に 由来 す る もの で は な い 可能 性 を示 唆 して い

る。 な お 、 コー タ ン語 の 例 に つ い て はBailey(1940:583,ftl)を 参 照 。 ウイ グル 語 に お け るイ ン ド来源 語 彙
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[c]:向 格 語尾 が一sと して 現れ てい る。既 に言及 した よ うに 、 この音変 化 はPeyrot(op.cit.:

70-71)で 指 摘 され て いるLateTocharianBの 特 徴の一 つで ある。

 THT1250 

h: 8.1 cm X w: 13.2cm

a 

1 11/ k(e)n[i]s(a) mante kldya *VII 

2 III (ap)ts(a)rnta taisa yatantela1 t ce111 .k. III 

3 III p[iJs yaknesa ploryam t[uJm[e]m su kauc° 1 — [1J.III 

4 /// na w[e]narenes 1[b] iiiaktem nes IN — III 

5 III (i)st(a) jc , a(a)rsa tseremn'enLa[r]e 1[d] na[n]o p. 1. — III 

b 

1 III [m]a [Nis int(e)[`] lante waipeccenta kglypiy(a)w(a) III 

2 II/ lyk. p1 sommontse[n ks(a) [y]naktem nem 1 m. — III 

3 II/ takane palskone tkwri iii 1 pana[k](t)[ed II/ 

4 11/ (pe)laikne patak yarmne po — II/ 

5 III — mem p(1)yatsare1[sl saim was(ta) Ill

【注釈 】

【a】:Malzahn(2010:785-786)に は 登録 されて いないが、語根yδt-`tobe(cap)able'の 三 人称複

数 ・過 去形 ・中動態 の形式 で ある。

[b】:こ こに は代名 詞接 辞 に付 され た向格 語尾が一5と して現れ てい る。既 に言 及 したが 、この

音 変化 はPeyrot(2008:70-71)指 摘 され ている よ うに、LateTocharianBの 特 徴 の 一つで

あ る。

【c】:この箇所 に見 られ る'肋 セ即 は、通常b2の よ うに痂 礁 餌`amonggodS'と 書 かれ る。 ま

た 、この語 に続 くnesは 語 根nes-`tobe'の 二 人称単数 ・現在 形 であ るが、 ここでは語 末

の子 音連続 にお いて絶 対語末 の一'が脱 落す る とい うLateTocharianBの 音 変化 を反映 し

た語形 で ある。この音 変化 について はPeyrot(op.cit.=67)を 参 照。なお 、この語 形 はPeyrot

(op.ciL:223)で は 言及 され て いない。

【d】:Malzahn(op.cit.:998)の 語 根tsere。fifi。`todeceive'の 項 目には代名 詞接 辞 を除い た語形 が

引用 され てい るが 、具体 的 な在 証箇所 につい ては言及 がな い。 恐 らく同書 に言及 され

るTEBI217§390が 引 用 して いる語 形は、 この断 片に 由来 して いる可能性 が高 い。

[e】:ト カ ラ語Bのinte`ifはPeyrot(op,cit.:172)で 指 摘 され るよ うに 、LateTocharianBの 資

料 に現れ る語形 で ある。

[f1:こ の 語形 はSazmzo`person,man'の 単 数属格 であるが、語幹 の一au一が一〇一と単母音 化 してお

の語末形式については庄垣内(1978)を 参照。
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トカラ語Bの「Avadana写 本」断片について

り、Peyrot(op.cit.:52-54)で 指 摘 され るLateTocharianBの 特 徴 と見倣す 事が で きる。な

お 、 この語形 につ いて は既 にPeyrot(op.cit.:223)で 言 及 され てい る。

【g】:Malzahn(op.cit.:841-842)に は 別 の代 名詞接辞 が付 され た形式 が登 録 され て い るが、語根

ldt-`toletgoout'の 二 人称 単数 ・命 令形 ・中動態 であ る。

 THT1513 

h: 8.2cm X w: 12.2cm 

a 

1 II/ (sari)putre e[p](i)[ya](c°0 kl(a)[t]e suwane 

2 HI 1. [s]k[e] — — [sa]m[p]anten S yaka sa 

3 III — s(a) , i A [s]aklal watt men"ams p[bl kgtkalne 

4 /HI — — [t]. taisa.ceyemne tu yparwe pa 

5 III k. [e]tte temtsate t lyakane k[r]e .e1c1 Ill 

b 

1 III s(t) pikwalaiine taka olyap(ot)[s]ts(e) 

2 III (sari)putrems[dl weft acanika kä $eski ike 

3 Ill Ad. cal wesgm spaktaniki mgskentar fII 

4 III .e nau l krentauna kakraupau ramer 1 ka 

5 HI s[u] ma walke = pin jtje tarya pilakgnta

1注釈 】

la】:こ の部分 の語 の区切れ は不 明確 であ る。

【b】:この語 形 はmefie`moon,month'の 複 数属格形 であ り、Peyrot(op.cit.:84-88)で 言 及 され る

ts>sと い うLateTocharianBの 特 徴 を示 してい ると見倣 す事 がで き る。なお 、この語形

につ い ては既 にPeyrot(ep.cit.:85)で 言 及 され てい る。

【c】:この箇所 にはkOrtse`good'の 男 性 単数斜格 形のkrent或 い は属格 形kreficepiが 推 定 され る

か も知れ ない。

ld】:向 格 語尾 が一Sと して現 れて い る。Peyrot(op.cit.:70-71)で 指 摘 され るLateTocharianBの

特 徴 の一 つで ある。

 THT1611 

h: 2.6cm X w: 4.8cm 

a 

1 /// — 

2 l// PIA acam nesau VII 

3 /// — —

b 

1 /// — /// 

2 11/ cw[i pj.(aJ canta kare[p](V y. 

 /ll— .a .aill/
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【注釈】

[a】:このaksaraの 子音はts7か例 の どちらであるか判断できない。

 THT 1652.frg.2 

h: 4.4cm X w: 6cm 

a 

1 III tr..cem otkilk(e)[n]ts(aP1 cm[e](1)[ir](e) Ill 
2 /// — ma karsaln(e) — [pi. .1111 

                        3 III [six m. III 
b 
1 III ts. bra III 
2 III rise t krui m(a) [kg r].. .[t].@1 °CONIII 
3 III ..m taisa [taka]m VII

[注釈 】

[a1:ト カ ラ語Bのsttktkentsaは5uktkem*の 通 格 であ り、梵語sapta-bhiimi-`thesevenhells'(Aenv:

1149c及 び870c:rasdi・tala-)に 対 応 す る トカ ラ語 の形式 であ る と考 え られ る。

【b】:語根kairs-`toknow'の 三 人称 複数 ・過 去形のkzirsjnte*が 推 定 され るか も知 れ ない。

 THT298  1  .frg.7 

h: 2.3cm X w: 2.7cm 

a 

1 III .[»J. III 

2 III [n]mimarl t II/ 

3 III .[e] III

b 

1 /II .[»]. /u 

2 III (bra)[h]m(a)ne we[1.7g)(m) III 

3 /// — ///

THT2995 

h: 4.2cm X w: 6.5cm 

a 

1 III (os)[t](a S)[m](e»)[c](a) h. kt.Jal III 

2 III [mai »id i sai$$e samp»at I k1u III 

3 /II [n]tau wall ma takoym° 1 br.III 

b 

1 HI .s$(e)n"ca takat tcame NM 

2 III [c]$(a) w(e)rtsiyo hirp@1 ramt i 1.. — III 

3 III [r].. [m]a hi [wJai p(.)el°i .e — III
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トカラ語Bの 「Avadana写 本」断片について

【注釈 】

[a]:ど の よ うな形 式 で あるか確 定で きないが 、 ここにはfiakee`god'が 推 定 され る。

【b]:こ の 部分 は恐 らく 励 顔`theconstellationTaurus'の 斜 格 であ るm伽 珈 の書 き誤 りであ る

と推 定 され る。

[c】:こ こにはwaipte`separately,apart'が 推 定 され るか も知れ ない。

THT2998

h:4.7cm×w:5.9cm

ab

1〃 ノーn.k.ntan[071〃-rtn7tajrda】

2〃 卿 ㎞ 協・1・7」m2〃4む θnerv」(m)nt・7

3〃 産1.Saiyδ3///(pa)tfi7diOkt)e(nts)te7petlailib1

4〃 一

[注釈】

[a】:正確 な語 形 は確定 で きな いが、 こ こに は5rdVastiが 推 定 され る。

[b】:ど の よ うな語形 か は確 定 で きないが 、 ここにはpelaikne`law'が 推 定 され る。

THT3035

h:3.5cmXw:5.3cm

ab

1〃 一 ∫lspantec7(ir)k(」)n(e?[a]〃1〃 ノーnm.馴ost(a)〃 ノ

2〃 ノfl1(a)kti7efidikeenlt7(s)e〃2〃 〃.ra5(S)e-,i.e〃 ノ

3///fo・ 〃〃

【注釈 】

【a】:THT1249+THT1681b1+THT2981.frg.6に 基 づ いて再建 した。LateTocharianBの 音 変 化

を経 てい な い σδ勲 ηεを再 建す る事 も可能 で ある。

THT3052

h:2cm×w:4.7cm

ab

1〃7ty7(a)knesa{"}kreficOln.〃 ノ1〃 廻@鋤 伽tsdSilLa7(r)fOl〃 ノ

[注釈】

[a]:こ の 部 分がcompoundで あ るな らydikOesaが 再 建 され る。

[b】:こ の語形 の推定 が正 しいな らば、語根tSdik-`togrOW'の 三 人称 単数 ・願 望 法 の語形 とな
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る。 なお 、Malzahn(2010:974。975)で 指 摘 され て いる よ うに、 トカ ラ語Aに お いて 、

この語根 の三人称 複数 ・願 望法 は ∫∫お枷 伽 とな ってい る。

THT3053

h:2.1cm×w:5.1cm

ab

lZ〃dyornta†yamo[,二1.Ote7Ia】Z〃1Zノ ノーrrV50脇r伽 εカ1なtmdn〃 ・

[注 釈1

回:恐 らくこ こにはydmonnem或 い はydnomtseが 推 定 され る。

THT3083

h:4.3cm×w:3.5cm

ab

1〃 一 ア勉碗伽 ε御〃何@〃1〃 ノー-cc..tfi7.〃

2〃 ノn.ntsesaswa風 〃2〃7tt7e加 削 傭'ts7.〃

3〃tt]θe..Pt-〃3〃.陶.藤15ertnle///

THT3091

h:3。5cm×w:4.7cm

ab

1"SrdVczsrti///'1!〃(neりrvdmnekO∫1解 侮う1!〃

2!〃liimellsuno-〃 ノ2〃 ノk..intt7elal〃 ノ

[注釈]

【a]:既 に 何 度か言 及 した が、 トカ ラ語Bのinte`ifは 、Peyrot(2007:172)で 指 摘 され る よ う

にLateTocharianBの 文 献 に現 れ る語形 で ある。

THT3110

h:4.3cmXw:4.9cm

ab

1〃 ω 醜 ゾωm.〃1〃 ノr.lyelyakto7rmem〃

2〃tfi1(a?5sa3arnte7ydtkatn](e)〃2〃 働 η20r∫痂 毎4〃211ke-〃

3〃 。ll即 如 εaiskOu〃3〃II-〃 ノ

THT3128

h:2.3cmXw:4.2cm

ah
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1 III (po)[ysi]takoym°' 1 nem[c]e III 

 2 11/ ..[in] 11/

1 ///—I/I

2 III ne ma karrate tu III

THT3208

h: 3cm X w: 2.6cm

a

 1 /1I [m]. II/ 

2 /1/s. te ma ca —III

b

1 III — .F.Famai nai [nm]. III 

2 III re f [n]i lll

THT3237

h• '2rm Y lv• A ')rm

a 

1 III .m. lc]. Ea] [n]. k. III 

2 Ill (a$a)n[i]ka anatb1 

3 /// .. [m/ —III

b 

1 II/ — k(e)[k]ly.( '1 

2 III .[k]. .w alyek ca 

1 III— — —

1注釈 】

同:(ostas)m(efi)c(a2と 再 建 され るか も知 れな い。

(bl:先 行 す る語 が 呼格 であ る事か ら、anandeの 呼 格 で あるdnandaが 推 定 され る。

[c】:こ こにはklyaus。`tohear'の 過 去 分詞若 しくはabsolutiveが 推 定 され る。

7.『Avadana写 本』に反映 される言語について

『Avadana写 本』で使用されている言語については既に個々の断片の分析の際に言及 した

が、その言語特徴 を纏めると、基本的にはPeyrot(2008)でClassicalTocharianBと 分類 され

る標準的な トカラ語Bが 使用 されているが、詳細に検討するとLateTocharianBに 分類 され

る言語特徴 も散見され る。この点か ら、この写本の筆記者の言語は純粋なClassicalTocharian

Bで はなく、よ り変化の進んだ段階の トカラ語Bで あったと推定される。

トカラ語B断 片の内Kizi'で 発見された仏典では、LateTocharianBの 特徴が現れる頻度 は

TuijCanで発見 された断片程顕著ではない。 しか しながら、Kiziiで 発見された トカラ語Bの

寺院文書 も加 えて既公表の断片や 『Avadana写 本』の状況を考慮す ると、この地域でも トカ

ラ語Bは 既にLateTocharianBの 段階へ と進んでいたが、仏典書写の際に表面化する事が少

なかっただけであると考える事ができる73。

73こ の状況に反してTUi17anで 発見された トカラ語Bの 仏典では
、LateTocharianBの 特徴を示す語形が現れ

る事が多い。KiZit発 見の断片 とTurfan発 見の断片で見られるLateTocharianBの 特徴の出現頻度の差異が、

何に起因するのかについて確実な事は言えないが、現時点では筆者はKiZitで はClassicalTocharianBの 正書

法の規範意識が強く働いたのに対 して、TUi7eanで は従来の正番法に対する規範意識が崩れていたか、非常

に緩 くなっていた事が原因ではないかと推定 している。ただ し、このような状況を測 した歴史的背景など

については今後更なる検討が必要である。
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8.『Avadana写 本』の部派帰属について

本節では 『Avadana写 本』の部派帰属について検討す るが、最初に本稿で明 らかに した

『Avadana写 本』の構成 を比定された内容と共に下に示す事とす る74。

【内容若 しくは写本 での位置 が確定 できた断片】

・THT1165+THT1548[fblio<43>】
,THT1166+THT2976recto:Jyotiska-avaddna
ク

ーTHTI166+THT2976verso ,THT1556:Sroemkoiivim.Sa-avaddna

・THT1253+THT3056:DhanikO。avaebηa

-THT1551[folio<187>]
,THT1683【fblio<190>1,THT3124(?):(?)

-THT1285+THT1507+THT1680+THT2981 .fセg.1+THT3054:Sdra4a

-THT1249+THT1681+THT2981 .㎏.6【fb且io<287>]:Sdra4a

-THT1168+THT3034:Padhiah

-THT1554+THT3112:KbcchapaッFdtakO(?)

-THT2996+THT2999:(?)

[帰 属 不 明 の 断 片 】

THT409,THT1126,THT1167,THT1245,THT1250,THT1513,THT16H,THT1652.ftg.2,

THT2981.行g.7,THT2995,THT2998,THT3035,THT3052,THT3053,THT3083,THT3091,

THT3110,THT3128,THT3208,THT3237

『Avadana写 本』の構成は以上のようになっているが、比定 された内容に基づいて各話の

パラレルを纏 めると以下のようになる。

 -Jyoti$ka-avadana: «Divyavadana», «K$udrakavastu», «Bodhisattvavadanakalpalata» 
-Eronakolivitp a-avadana: «Sanghabhedavastu», «Bodhisattvavadanakalpalatam 
-Dhanika-avadana: « Bhai$ajyavastu», « Bodhisattvavadanakalpalata» 
-Sarana: «Kalpanamanditika», «Karmasataka» 

-Padmah: c Avadanasataka»

ここから、この写本に収められた物語が基本的には所謂根本説一切有部の文献と密接に関

係 している点を窺 う事ができよう7S。

74以 下 で示 す 『Avadana写 本 』 の構 成 は
、比 定 され た 内 容や 断 片 に残 され た葉 数 及 び 他 断 片 と の 関係 も考

慮 に入 れ た もの で あ る。 な お 、全 く手 か が りが な い断 片 は 帰 属 不 明 と した。
7s〈{Kaiρatztiimatz(iitike)》1こつ い て は

、L6vi(1go8:184)が 北 伝 の 阿 含経 典 や根 本 説 一 切 有 部 の 律 蔵 と の関 係 を

指 摘 して い る。 また 、Hiraoka(1991,1999)は 《《Diio,dvaddna))カ:根本説 一 切 有 部 の 律 蔵 を 基 に して い る点 につ

い て 齢 証 して い る。 な お 、Yuyama(1977:1034及 び1983:xii)で 指 摘 され て い る よ うに 、 《《κbo`吻 αゴ∂'σ㎞}

は 根 本 説 一 切 有 部 律 に もパ ラ レル が 存 在 して い る。
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トカラ語Bの 「Avadana写 本」断片について

トカラ語仏典中には、荻原(2011b)で 論 じたように、他にも《Avd㎞cz:latakcv》の物語が知

られているだけでな く76、根本説一切有部の文献と関係づけられ る経典や物語が散見する77。

一方で トカラ語律典について見れば大部分 は説一切有部と一致するが、根本説一切有部律

と一致する断片も数点確認されている78。トカラ語仏典の体系的な解明には程遠 い現状では

あるが、これ らの点を考慮に入れると、 トカラ仏教は広義の有部に属 していると言える。

また、 トカラ仏教はある時代の有部の文献を一度に受容 したのではなく、各時代 において

イン ドより伝 えられた有部系の仏典をその都度受容 したとい うのが実際だったのではない

かと考えられる。

9.『Avadana写 本』より窺える トカラ仏教 における仏典受容について

これまでに明 らかになっている範囲内で見れば、二言語併用文献ではないもので梵文 と

の対応関係がある程度明確であり、かつ梵文原典を忠実に訳 したと考えられ る トカラ語断

片はそれ程多くない。これ らは主に阿含経典・律蔵の『戒本』・(〈Udanαvargth》・《diuddhαstotra>>・

<<Karmavibhanga>>な どであり、本生課や比喩課 といったものの多 くは散文と韻文が交替する

文体で書かれてお り、物語の描写も文学性に富んでいる79。このような例 としては、 トカラ

語B仏 典の中では比較的長い文脈を回収できる〈{Subh`isitagavesin-」'δtaka》や《dMahaρrabhdSa-

avadinm>>80などを、また トカラ語A仏 典では《Ompyavanta-1'dtakO})や〈(BrhacldyZtti-J'a'takO)>8iなど

を代表 として挙げる事ができる。これ らは対応す る梵文や漢訳と比較 して物語の基本的な

進行 については簡略化 されてはいるものの、梵文や漢訳には見られない潤色 され た部分 も

見 られ、恐 らくは トカラ仏教の側で梵文仏典を基に して作成 された可能性を指摘す る事が

できる82。

?6《divadanatlatakO}〉の 部 派 帰 属 に つ い て はHartmann(1985)及 び 出 本(1998)を 参 照
。 一 方 、平 岡(1996)は

姐v4dδ 〃α54'厩の》に 大 乗 的 要 素 の 存在 が 見 られ る事 か ら、有 部 へ の帰 属 が確 定 的 で は な い 点 を 指摘 して い る。

大 乗 経 典 と説 一 切 有 部 の 関 係 に つ い て は 平 岡(2010,2011)を 参照 。なお 、梵 文《divaddnatfataka)》の 中 央 ア ジ

ア 出 土 断 片 に つ い て はDcmoto(2006)を 参照 。
n荻 原(forthc

.b)で 論 じた 《《Subhdsitagavesin-1'dtaka)》の物 語 に つ い て 見 れ ば 、 夜 叉 に化 身 した イ ン ドラ神 に

よ って 語 られ る詩 卸 が 梵 文 《《加 αゴ励 ㎡4'4㎞ 》の もの と一致 して お り、 漢 訳 『撰 集 百 縁 経 』 とは 一 致せ ず 、 根

本 説 一 切 有 部 の もの に 近 い 伝 承 を 伝 え て い る。 また 、荻 原(2009a)で 論 じた よ うに 、 トカ ラ語A文 献 に は

漢 訳 『雑 阿 含 纒 』1283経 が 引 用 され て い る。 な お 、κiZil石窟 第110窟 に 見 られ る仏 伝 に付 され た トカ ラ語

Bに よ るcaptionの 分 析 か ら も根 本 説 一 切 有 部 との 関係 が 指 摘 され て い る。こ の 点 に つ い て はSchmidt(2010》

を参 照。
78ト カ ラ語 律 典 に つ いて はOgihara(2009b

,201la及 びforthc.a)で 体 系 的 に扱 っ た。
79ト カ ラ語 仏 典 に お いて

、本 生 諏 や 比 喩 諏 が 常 に こ の よ うな改 変 を 加 え られ る とは 限 ら な い。 例 え ば 、 荻

原(2011b)で 指 摘 した よ うに 、《《Uddnavarga>>の 注 釈 で あ る《{Udandlahkara>>に は 《divaddnatlatakO》)の第10章 で

あ る 《R勿δ》とい う題 名 で知 られ る 比喩 灘 が引 用 され てい るが 、 この 部 分 は 全 体 が 韻 文 で 書 か れ て い る以 外

に は 、 大 き な 改 変 は 見 られ な い。 た だ 、 この よ うな 例 は トカ ラ語 仏 典 の 中 で は 少 数 で あ ろ う と思 われ る。
80こ の 物 語 の フ ラ ン ス所 蔵 断 片 に つ い て はPinault(1988)を 参照

。
81こ の 物 語 の 部 派 帰 属 に つ い て は

、 荻原(2010)で 扱 っ た。
s2イ ギ リス 所蔵 トカ ラ語B断 片 には

、Broomhead(19621:iv)に よ って 二っ の 断 片 が{〈Dirydvaddna)》 に比 定 さ

れ て い るが 、どの比 喩 諏 に相 当 す る か を明 記 して い な い。こ こで 、この 二 断 片 につ い て 述 べ る と 、H149.312

←IOLToch97)は((V:iras'oko-avadana})に 相 当 し、出 家 したrtias'okOがASokO王 に神 通 力 を 示 す 場 面 か ら始 ま

り、 吻 α∫o㎞ の他 国 へ の遊 行 及 び彼 が 大病 を患 い、ASokO王 が 医薬 品 や 看 護 人 を派 遣 し世 話 を す る 場 面 、 そ

して 、そ の 過 程 でASokO王 の 頭 が 禿 げ る部 分 ま で を含 ん で い る。 な お 、梵 文 や 漢 訳 仏 典 の パ ラ レル を利 用

す る と 、 この 断 片 のa4は 〃7(md)comcampyas'anmdssitsdilkOut(araunesa)〃 ノ と再 建 す る事 が 可 能 で あ るが 、
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荻原 裕敏

これまで検討 してきた 『Avadana写 本』の各話について も漢訳仏典や梵文 との対応関係を

確認すると、 トカラ語Bの 物語は非常に簡略化 されている事が窺える。 このような点を考

慮に入れ ると、本稿で検討 している トカラ語Bの 『Avadana写 本』も上に挙げた写本 と同様

にイン ド語原典か らの直訳ではなく、トカラ仏教の側で作成 されたadaptationで あると考え

る方が妥当であろ うと思われ る83。例 えば、先に指摘 したようにSdra"a王 子物語に対応す

る梵文《Kaipandnopditikth》の写本は大部分がKiZilで 発見されているだけでな く、この写本に

用いられたBrjhmi文 字が50碗 両pI-Hに 分類 される事から、写本 自体非常に古いと判断で

きる斜。 この点から、この物語が早い段階で トカラ仏教に知 られていた事が窺える。 トカラ

仏教は、このような梵文で伝えられた物語を基に改変を加えたものと考えられ る8s。

また、前節で言及 したように 『Avadana写 本』には梵文では異なった作品に収められてい

る物語が一つの写本 として纏められてお り、この点から 『Avadana写 本』は トカラ仏教の側

で複数の梵文写本から抜粋 された物語を集成 して編纂 されたか、或いは既に失われた梵文

のAvaddna集 成に基づいて作成 された可能性が指摘される86。トカラ語仏典には ドイツ所蔵

のく<Uddnalahharm>やフランス所蔵のく<Karmavibhahgm>及 び仏教劇の写本或いはイギ リス所蔵

の《{nZeber-MacartneymanuscriPb》と称 される写本や ドイツと中国に所蔵 され る トカラ語Aの

《《Maitrayasa7niti-ndtakO)》などと言った写本群が知 られているが、『Avadana写 本』 と同種のも

の としては《《Araeiemi-HandSchn;ti)》として知 られ る ドイツ所蔵のB71-106(B86を 除く)を 指摘

す る事が可能であろ う。現在断片が残存 している範囲内で見れば、この本生課 の集成であ

こ の 箇所 に含 まれ て い るhapaxのtsdilkOuに つ いて 、Broomhcad(19621=115)はsdilk`topull'の 過 去分9asditkOu

の書 き 誤 りの 可能 性 を指 摘 してお り、ま たMalzahn(2010)で もtstitk・・とい う語根 を 設 定 して い な い。 しか し

な が ら 、この 部 分 は 梵 文 《の 砂 励o面 πω:dtmdyatttzsyaSdntasyamahahsaptkotactirin .ab/dhydnasyaphalametacca

raglindhairyannadtS[yate(VaidyaI959at277.0607)及 び 『阿 育 王 経 』 「碑 定 有 勝 果 於 身 得 自在 随 意 之 所

行 一 切 無 里 凝 塑 亘 不 能 見此 法 」(T,50,no.2043,143b5・7)・ 『阿 育 王 傳 』 「如 此 之果 報 由 心 得 自

在 輝 定 之 果 報 墨 匿遡 」(T.50,no.2042,107b17-18)に 対 応 す る部 分 で あ る と考 え られ る。 こ の 対応

が 確 か で あれ ば、tsalkOuは 梵SUandha-`blind,dunkel'(suaFi:83b。84a)に 相 当 す る 事 とな り、 上記 の トカ ラ

語Bの 部 分 は 「愛 情 に よ って 覆 わ れ た 者 は 、 こ の(禅 定 の果 報)を 立 て る事 が で きな か っ た 」 と解釈 され

る。そ の 結 果 、こ の トカ ラ語Bのtsa'lk一 は 「覆 われ る ・塞 が れ る」を 意 味 し、P1Eの 串飽 げ 一`feStwerden'(LIV2:

113)と 関係 づ け られ る も の と推 定 され る。
一 方
、Hl49.add134←IOLToch178)は 《《Prdtihjrya・avadjna})に 相 当 し、PrasenaJit王 がUttarraを 仏 陀 の 下

に 派 遣 す る場 面 か ら始 ま り、 仏 陀 の神 通 力 に よ る彼 の 帰 還 、 仏 陀 と外 道 達 との 神 変 に よ る勝 負 の 場 面 ま で

が 描 か れ て い る。 た だ 、 仏 陀 の 下 に 派 遣 され たUttaraが 仏 陀 の 三 十 二相 を 見 て 仏 陀 に 帰 依 ・出 家 す る とい

う場 面 が 描 か れ て い る点 が 梵 文(op.cit.;96.21-97.27》 や 漢 訳 『根 本 脱 一 切 有 部 毘 奈 耶 雑 事 』 雀26(T24,no.

1451,331a15・b27)と は 異 な っ て お り、 仏 陀 の 偉 大 さ を強 調 した も の とな っ て い る。 この 部 分 は トカ ラ仏 教

の 側 の 改 変 の 可 能性 が 指 摘 され る。
83た だ し

、 この よ うな仏 典 が ど の よ うな人 々 を前 提 と して作 成 され た か と い う点 に つ い て は 、 今 後 トカ ラ

語 仏典 の 体 系 的 研 究 が 必 要 で あ り、現 時点 で は判 断 す る事 が 困難 で あ る。 な お 、 トカ ラ請 仏 典 に お け る翻

訳 を め ぐる 諸 問題 に つ い て はThomas(1989)を 参 照 。
MSMI=14 ・15を 参 照。

8S梵 文 《dltalpandmaPtditikd>}の写 本 がKiZilで 発 見 され て い る事 は
、梵 文《《Kalpanδmapditiha)〉所 収 の 全 て の 物 語

が トカ ラ 語 に 翻 訳 され た 事 を意 味 す る もの で はな く、 い くつ か の物 語 が選 択 され た 可 能 性 も考 え られ る 。

ま た 、 トカ ラ語Bの5δ 剛4王 子 物 語 は蔵 文 〈{KarmasfatakO}》との 問 に部 分 的 な 一 致 が 認 め られ る 事 か ら窺 え

る よ うに 、原 典 が 梵 文 《{Kalpanama"ditiha}}で あ る必 要 は な く、 トカ ラ仏 教 に 伝 え られ た別 の 漉 如 励 α集 成 で

あ る可 能 性 も排 除 され な い。 な お 、 この 点 につ い て は 、 その 他 の 物 語 も同 様 で あ る。
86梵 文 に よ るAvaddna集 成 が 編 纂 され て い た 事 は

、HinOber(1979:342-344)で 指 摘 され て い るGilgit写 本 に

含 まれ るAvaddna集 成 やBaums(2003)で 扱 われ たScheyenCollection中 の《ψo晦 肋 一avaddna)〉断 片 か ら も知

られ る。 なお 、 ガ ン ダ ー ラ 語 に よ るAvadinars成 に つ い て は 、Lenz(2010)を 参 照 。
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トカラ語Bの 「Avadana写 本」断片について

るく(Arauemi-Handschrpm》にはBnddhastotra+《 痴卿ε而ジ伽 加》+(〈Subhfisitagavesin-」'δtaka>>とい

った内容が一つの写本に纏められている。本稿で明らかにした 『Avadiina写本』には少な く

とも五つのAvaddnaが 収録 されていた。現在までに知 られている限 り、 トカラ語仏典には

『Avadana写 本』に匹敵する他の因縁課や本生課の集成 は知 られていないため、どのよ うな

基準に従ってこれ らの物語を選択 ・配列 したかを窺 う事はできないが、筆者が推定す るよ

うに、これ らが トカラ仏教の側で編纂 されたものであるな らば、『Avadana写 本』は トカラ

仏教での仏典編纂のあり方の一端を窺わせる貴重な資料 と言 う事ができる87。

10.結 論

本稿では、ドイツ所蔵 トカラ語B断 片の中から 『Avadana写 本』と筆者が称する写本に属

すると推定され る全断片を紹介すると同時に、断片相互の関係や物語の比定を行い、この

『Avadana写 本』の構成 を再構 した。特にTHT1165・THT1166・THT1249・THT1285・THT1507・

THT1548・THT1680・THT1681・THT2976・THT2981・THT3054を 中心 として内容比定を行

う事で、これまで トカラ語研究で指摘 されていなかった語や語形をい くつか収集す る事が

できただけでなく、これまでに指摘 されてはいた ものの、文脈の解釈が困難な語について

も、前後の文脈を明らかにす る事ができた。 トカラ語断片は一般的に状態が良くないもの

が多 く、その点が研究に困難 を齎 してきた。本稿で見たよ うに、異 なる登録番号に分断 さ

れた断片が互いに接合若 しくは同一のfolioに 属するといった例は、 ドイツ所蔵断片だけで

なくイギ リス ・フランス ・ロシアな ど他国に所蔵 され ている資料中にも複数確認 されてい

る。 このよ うな断片相互の関係を明 らかにすることは、内容比定だけでなく、その中に含

まれている語形の言語学的解釈をより容易にする。

一方、断片の内容比定は、 トカラ仏教が どのようにイン ドから伝 えられた仏典を受容 し

たか とい う点の理解にも貢献す る。本稿で扱った 『Avadana写 本』について見れば、比定に

成功 した五つの物語はこれまで トカラ語仏典には知 られていなかった ものであ り、 トカラ

語仏典の幅や奥行を検討するための新たな資料が得 られたと言 える。また、パ ラレル との

比較から、『Avadana写 本』は トカラ仏教の側で複数の仏典から比喩課や本生課を抜粋 し、

彼 ら特有の文学作品 として編纂 された ものであった可能性 も指摘 された。各国に所蔵 され

る トカラ語断片か らは、このような写本はこれだけに止まらず、他 にも同様 の写本が作成

された事 を窺 う事ができる。そのため、本稿で紹介 した 『Avadana写 本』は、 トカラ仏教が

梵文仏典をどのよ うに受容 したか とい う点の理解に手がか りを提供する。今後 も、このよ

うな研究を続 ける事で トカラ語文献学だけでなく、西域北道における仏典受容やこの地域

での仏典編纂の実態の解明にも貢献 して行 きたい。

87ト カ ラ 躇A《 《Pu"yavanta -vataka>>写 本 中のAla4・b6に 語 られ る物 語 は 、1943年 に 季 淡 林 に よ っ て 『大 智 度

論 』 巻 十 二 及 び 『大 方便 佛 報 恩 経 』 巻 四が パ ラ レル と して 指 摘 され て い るが 、他 に も 『賢 愚 経 』 巻 八 「大

施 拝 海 品 」(T.04,no.202,404b17409b29)も パ ラ レル と して 指 摘す る 事 が で き る。 この 点 は従 来 指 摘 され た

事 が な い が 、この 物 語 は前 述 の 『大智 度 蹟 』雀 十 二(T25,no.1509,151all・152a27)だ け で な く、巻 十 六(T25,

no.1509,174c11-16)に お い て も 「精 進 波 羅 蜜1(Skt.vitya一 吻ramitd-)を 説 明す る た め の 物 語 と して 語 られ て

い る。 トカ ラ語Aの 物 語 の 主 人公 の 一 人 で あ るrayavdPtが この 物 請 を 語 って い る事 実 は 、こ の比 喩 騨 の 主

題 が この 写 本 を 作 成 した トカ ラ仏 教 の側 に も理 解 され て い た 事 を示 して い る と言 え よ う。
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【追記】

筆者は、『東京大学言語学論集』31号 に 「『阿蘭那経』に比定されたsm所 収梵語断片に

ついて」と題する論文を発表 した。論文出版後、筆写が当該論文で扱ったSHT1324+1331+

1720と 同一のfolioに 属す る断片 として、sM5151が 新たに比定 された事をmPの サイ トの

SHT1331,1720,5151に 付 された記載で知った。なお、この新たに比定 されたSHT5151の 写

真はIDP上 では公開 されてお らず、現在出版準備 中との事である。

また、八尾史(2010)『 『根本説一切有部律』f薬 事」の研究一経典 「引用」を中心に』(東

京大学、博士論 文)の56頁 及び498-500頁 によって、『阿蘭那経』が蔵文 『根本説一切有部

律』「薬事」に引用されてお り、且つSHT1324+1331+1720並 びに トカラ語B断 片以外の

パラレル も既に同氏によって指摘 されていた事を知 り得た。これ らの文献 との比較の結果、

SHTI324+1331+1720+5151は 束 トルキスタン有部所伝 の阿含経典の断片ではなく、若干

の相違は見られ るものの、『根本説一切有部律』「薬事」に比定され るべ き事が明 らかにな

った。そのため、 トカラ語Bの 《《Udindilatkinrm》に利用 された因縁諌は、所謂根本説一切有

部系の伝承 に依拠 していると言 う事ができる。貴重な博士論文を提供 して下 さった八尾氏

(日本学術振興会特別研究員)に は特に記 して感謝申し上げる。
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[Tocharian B index]

こ こで は 、『漉 α面 朋 写 本 』 に 属す る と考 え られ る断片 に在 証 され る 語 の み 記 載す る。 ま た 、 本 稿 で 検 討

した断 片 は 全 て ドイ ツ所 蔵 断 片 の た め 、断片 の所 蔵 番 号 のTHTは 省 略 し、断 片 の欠 落 の た め 語 形 を 確 定 で

き な い も の につ い て は 、在 証 され る箇 所 の 記載 の 後 に 寧を付 す 事 とす る。 なお 、参 照 の 便 宜 を考 慮 し、扱 っ

た断 片 の 表 記 に際 して 各 章 をA・-Fで 表 示 し、そ の 中 の各 節 で扱 っ た断 片 毎 に番 号 を割 り当 て る とい う方 法

を採 る。 即 ち、 以 下の よ うな表 記 法 と な って い る。

1.THT1165+THTIS48=A1,THT1166+THT2976recto-A2

2.THT1166+THT2976verso=B1,THTI556=B2

3.THT1253+THT3056=C1,THT1551・Cr,THT1683・C3,THT3124・C4

4.THT1285+THTI507+THT1680+THT2981.㎏.1+THT3054=Dl

THT1249+THT1681+THT298Lfi鳴.6=D2

5.THTI168+THT3034=El

6.THT1554+THT3112=Fl

THT2996+THT2999冒F2

16-3.で 扱 っ た 断 片 はTHTを 除 いた 所 蔵 番 号 で表 記 す る。 】

 ak$ar'syllable' 

sg.obl.: aksarA 1 al 

ajatasatru`Ajatatatru' 

nom.: ajatasatruB2b5 

ate'away'E l b4 

attsaik'completely'A 1 b l 

anangane'Anangana' 

nom.: ananganeA2a2 

anathapin iike `Anathapinclika' 

nom.: anathapindikeE 1 a4, b4 

apadam`Avadana' 

sg.nom.: apadamA2a4 

aptsar`Apsaras' 

pl.nom.: aptsarnta1250a2 

aptsarye*'of Apsaras' 

fsg.nom.: aptsarya1245a1 

amisklinne`bad disposition' 

sg.nom.: amisklinthe409a1 

amplakutte`without permission'Dla3 

airmame'personal'
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 pl.nom.: aymasciD 1 a4 

arware`ready' 

m.pl.obl.: arwirrem409b1 

arhantenne`pertaining (infra `prtng') to an Arhat' 

m.sg.obl.: arhantemneC2a4 

arhante Arhat' 

sg.all.: arhantesD 1 b4 

artsa`each'B2b3 

allek'other' 

m.sg.nom.:allekA l bl 

                   m.sg.nom./obl.: alyek3237b2 

f.sg.obl.: allokA 1 a3, B 1 b5, B2b2, C2b5, 

                                            Elal, F2a4 

f.pl.obl.: alloinnaEl a2 

aanike`wothy, worthy one' 

sg.nom.: aaanikeD1b5, D2b1, b3 

sg.voc.: aaanika1513b2 

acanika3237a2 

agam'worthy'1611a2 

asaase *`prtng to sand' 

f.sg.obl.: asaasaiA l a5 

asarn'seat' 

sg. abl.: asartrmemC2b1 

akl-'to learn' 

abstr.11: aklyilieC l al *, C2b2* 

aklyilneC3b4* 

abstr.II loc.: aklyilnene A1al 

(K.) `to teach' 1.sg.prs.act.: aklciskaune D 1 a3 

elks-'to proclaim' 

                 3.sg.pt.act.: ak..a 409b4 

aksane D2a2 

elks-'to waken' 

3.sg.pt.act.: aksa D2b4 

(Mande`Ananda' 

voc.: ananda3237a2 

ante'front' 

               sg.nom.obl.: anteD2b2*
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 sg.com.: antempaD2b2 

opattar`?'1167b2 

ayor'gift, giving' 

pl.nom.Iobl.: ayornta 3053a1 

dr-`to cease' 

3.sg.pt.act.: draA2a4, C3b3 

                    (K.) 'to leave, abandon' 

3.pl.prs.mid.: arsentra D1b2 

drupya ce *`prtng to formlessness' 

                  m.pl.nom.: arupyeigi1167a1 

drkwi'white' 

f.sg.nomiobl.: arkwina C2b4 

drwer`ready'B2b2 

di'leave (?)' 

sg.obl.: asB2a1 

1-`to go' ger.I: yalleDial 

                                           3.sg.impf.act.: yaiB2b3 

inf.: yatsiA l a5 

2.sg.impr.act.: pa,A 1b3, b4 

inte'if'C4b4, 1250b1, 3091b2 

iprer'sky, air' 

                 sg.loc.: iprerne1167a1, C2a3 

istak'suddenly'B2a2, D1 al, I250a5 

„ padhyaye'master' 

sg. nom.: ,,padhyaye D2b3 

upped'blue lotus' 

sg.obl.: uppalA l a l, E l a2, a3, a5, b5, b5 

uwe'learned' 

pl.nom.: uwen1126b1 

em$ke`up to, until' 

etnckeDIM 

e$ke1126b1 

ekaniie'possession' 

sg.obl.: ekamneA l a5 

ek'eye' 

             sg.perl.: eksaC2a1 

er kwe'man'
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 sg.nom.:  enweE l a l , b4 

sg.gen.: enwentseE I a3 

enk-`to seize, take' 

3.sg.pt.mid.: enksate A l a l 

ensateD 1 a3 

ensatelD2b2 

ette'down'A2a3, 1513a' 

en-'to instruct' 

prs.part.: eniiskemane D2a2 

enen"ne*`internal' 

m.pl.nom.: enenniDial 

                                  enepre`before, in front of' F2b1 

ente'when, if' 1 b5 

entwetstse*`remote, distant' 

m.sg.obl.: emtwecceB2b5 

enmelyasce *`?' 

f.pl.obl.: enmelyaasana D 1 a2 

epaslye'skillful' 

m.sg.gen.: epastiyepi A 1 b2 

epinkte`for' 

epinte1513b5 

epiyac`memory' 

        epiyac1513a1 

empele'terrible' 

sg.nom.: empelyeD 1 b3 

erkau*`cemetery' 

pl.perl.: erkanmasa1126b2 

er-'to evoke' 

inf.: ertsi Al a4 

3.pl.pt.mid.: ersante C2a5 

etsuwai'towards'409a2 

ai-`to give' 

l.sg.prs.act.: aiskau 3110a3* 

ger.I : aiyleDi al 

3.sg.pt.act.: wasaA l b2, b3 

wsaneAlaS 

absol.: ayormemC3b1
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                 2.sg.impr.act.: peteB2a1 

 aik-`to know' 

                   1.sg.prs.mid.: aikemar 409a4 

aisaiaisai yam- `to take care of' 409a2 

oko'fruit, result' 

sg.nom.: okoA 1 a2 

sg.obl.: okoC 1 a4, C2b3, D2a2 

sg.nom./obl.: okoC3b1 * 

             sg.perl.: okosaA2a3 

pl.nom./obl.: okontaF2b1 

9t`then'A 1 b5, A2a2, F 1 b5, 

                                           1652.2b2 

mnolme`(living) being' 

             sg.nom.: wnolmeD1b3 

sg.obl.: onolmeD 1 a5 

pl.nom.: onolmiD1 b3* 

wnolmiF 1 a4 

nnp'there' 

omB2b2, D2b5, D l a5, 

F 1 a3, b3, 1167b5 

mite`there'AIM 

nnpak'there'A2a3 

mtstse great, big' 

m.sg.nom.: orotstseA 1 al 

m.sg.obl.: orocceA 1 a3 

                f.sg.obl.: orotstsaiB2a2 

mkamo'dark' 

              m.sg.nom.: orkamoD2a5 

mporrk'market place' 

sg.nom.: orponkA 1 b5 

ilyapotstse'more, very' 

           olyapotstse1513b1 

         olyapotseB2a3 

^st'house' 

sg.abl.: ostamemA l b1, B 1 b4, C3a2 

ista cmenca'house-holder' 

sa.nom.: osta smencaA l a3_ A2a2. b5_ 132a2. 409a1
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                                        2995a1 

 sg.obl.: osta smencai A 1 a4 

sg.gen.: osta smencantse A 1 a4, B2a 1, C3b5, E l a4 

auki`attention' 

            sg.nom.: aukiC2a2 

au-n-'to begin' 

3.pl.pt.mid.: auntsante A 1 a5 

auntsanteneD 1 a4 

aume*`misery' 

sg.loc.: aummeneD 1 b2 

aucap`more'DI bl 

kaemphasizing particle3091b 1 

kamtsakar.camname of a tune 

l oc.: kamtsakarranne A 1 a5 

kaccap`turtle' 

sg.nom.: kaccapFal 

katkaur a/katkauno `joy' 

sg.obl.: katkaunaiB2a2 

kanti'bread (?)' 

               sg.com.: kantimpaB2b4 

karum`compassion' 

obl.: karwnD 1 b3 

kare`worth, rank' 

sg.nom.: kareA 1 a2 

karep'damage, harm' 

sg.obl.:karep1611b2 

karyor'buying' 

sg.obl.: karyorA l a5 

kartse'good' 

m.sg.nom.: kartseA I b4 

m.sg.obl.: krentA 1 b2, b2 

m.pl.nom.: krenc3052a1 

m.pl.obl.: krentam409b1 

fpl.obl.: krentaF2b2 

kalpas'cotton' 

sg.obl.: kalpasAl b2 

ka`why'1513b2
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 katk-'to rejoice' 

prs.part.: katkemaneE 1 a2 

katyayane`Katyayana' 

nom.: katyayaneD2a5, b4, b5 

kam-'to carry' 

3.sg.pt.mid.: kamatene A 1 al 

karp-'to descend' 

3.sg.pt.act.: karpaA 1 a3, b5, b5 

pt.part.m.sg.nom.: kakkarpauD1 b 1 

kalp'treatment' 

sg.perl.: kalpsaD 1 a3 

kalyske'boy, youth' 

sg.obl.: kalyskemA 1 a4 

katso'stomach' 

sg.gen.: katsantseDial 

                               katk-'to pass' 

abstr II: katkalne1513a3* 

kiln-'to come about, be fulfilled' 

                     pt.part.f.pl.nom: kekenuwa B2b2 

kam-'to come' 

3.pl.prs.act.: kanmaskerp F2a5 

3.sg.pt.act.: semC 1 b4, E l a3 

semane409a2 

3.pl.pt.act.: kamemF 1 a2, 1126b2 

kary-'to buy' 

1.sg.prs.mid.: karnaskemarne E l b2 

1.sg.subj.mid.: karnamar E l a5 

3.pl.subj.mid.: kiirnantrii A 1 b3 

Inf.: karnatsiE l b 1 

kiiryortannename of a tune 

loc.: kiiryortannene3110b2 

karyorttau'trader, merchant' 

sg.nom.: kiir yorttauF l a4 

pl.nom.: ki r yorttaiic A l a5 

karr-'to scold' 

3.sg.pt.mid.: karrateD 1 b5, 3128b2 

kars-'to know'
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 abstr.II: karsalne1652.2a2* 

3.sg.pt.act.: sarsa1250a5 

karsk-'to shoot' 

3.sg.pt.act.: kargaB2b5 

karst-'to destroy' 

inf.: karstaisi3083b2 

al-'to lead, bring' 

3.sg.impf act.: kliigi B2b4 

3.sg.pt.mid.: klateA l b 1, B 1 b4, 1513a1 

kalp-`to obtain' 

l.sg.subj.act.: kallau Flb5 

3.sg.subj.act.: kallam C3b1 

3.pl.pt.act.: kiilpare C2a4 

kal(t)s-`to pour' 

pt.part.m.sg.nom: kaltsau 409a1 

kalyp-`to steal' 

1.sg.pt.act.: kalypiyawa1250b1 

kiilyminne *'adjacent' 

f.sg.nom.: kalyminnaB 1 b3 

k/i ci'master' 

sg.obl.: /digit?:409b2 

sg.gen.: keigimntse409b4 

kindarna`female Kirpnara' 

sg.nom.: kindariia1245a2 

k,se'who, which' (interr.-rel.pron.) 

nom.: kuseDlal, b3, D2a5 

obl.: kuceD 1 a2, F 1 b3, F2a4 

gen.: keteE l b5 

k„ tamem`where' (interr.pron.) 409b3 

kurp-`to care (?)' 

                ger.I: kurpelleC3a3,a4, C4a5 

kylobhake'family associate' 

sg./obl.: k„ lobhakem A2a4* 

kusalamul'root of merit' 

pl.nom./obl.: kusalamulnta 409b3 

keintensifier (?)1126a2 

kektsene'body'
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 sg.obl.: kektseiiD 1 a4, F2a3 

sg.loc.: kektsemne1245b2 

kem'earth, ground' 

perl.: kentsaDlaS, 1167a1, THT1652.2a1 

keni'knees' du.perl.: kenisa 1250a1 

kefisaD 1 a2 

kenek'cotton cloth' 

sg.obl.: kenekA 1 b2, b5, b5 

sg.gen.: kenekantseAl b3 

kenekarptseA l b5 

kercci*'palace' 

pl.abl.: kercyemnmem D 1 b2 

pl.loc.: kercyemnneD 1 a3 

kes'number' 

obl.:kesAla4, a5, Dlbl, Ela2 

ko(Jkor*'ten million' pl.perl.: kolanmasa 1167b3 

koranne * 

f.sg.nom.: korannaA2a5 

kos'as long as'D2a3 

kauk-'to call' 

3.sg.prs.act.: sausamClbl, Dial 

ger.I: sausalleC l a5 

kauc'above'A l a4, 1250a3 

kaum'day' 

sg.obl.: kaumB2b3 

sg.gen.: kaunantseD2a5 

kau-'to destroy, kill' 

2.sg.prs.act.: kau$taneDlbl 

inf.: kautsiFlb4 

krui'if' 

kruiD2a4, 1652.2b2 

kwriA l al, b3, 1250b3 

krentauna'virtues' 

                  pl.obl.: krentaunaC3a4*, 1513b4 

kraup-'to gather, assemble' 

3.pl.pt.mid.: kraupanteneD1b3 

nt.oart.m.sa.nom.: kakraunau 1513b4
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 Whits-`to sleep' 

                  3.sg.pt.act.: klyantsa D2b1 

klarik-'to go by wagon (?)' 

3.sg.pt.act.: klarika B2a1 

klay-`to fall' 

                    1.sg.prs.mid.: kloyomar D2b3 

3.sg.pt.act.: klayaD 1 a5, b4, 1250a1 

pt.part.f.pl.nom.: kaklayauwa D l a5 

kliye`woman' 

              sg.nom.: klyiye1245a3 

pl.nom.: klainaD l a5 

kid'affliction' 

pl.obl.: klesanma1126a4 

klautk-`to turn' 

                     1.sg.prs.mid.: klautkomar D2a3 

              ger.I: klautkalleD2a4 

klyaus-`to hear' 

3.sg.pt.act.: klyausaC2b3 

absol.: keklyausormemC 1 b 1 

kwamts'firm'E 1 b4 

ksaindefin. pron. 

nom.: ksaA 1 b4, E l al, 1250b2 

kharjursse*'pang to Phoenix sylvestris' 

fpl.obl.: kharjurssanaD1 a4 

ganika'harlot' 

sg.nom.: ganikaF2a3 

gandharviiiiie `prtng to gandharva' 

fsg.nom.: gandharvin"na 1245a1 

gautamanne'pang to Gautama Buddha' 

                    m.sg.nom.: gautamamn"ne I 126a2 

camel'birth' 

sg.loc.: camelneC2a2 

              pl.loc.: cmelaneC3b1 

camper),'Campa' 

obl.: campayAlbl 

caramabhavike `Caramabhavika' 

nom_: caramahhavike111h5
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camp-'be able to' 

 ger.lI: cimpalyiFl b4 

campamo'capable' 

sg.nom.: campamoE 1 b3 

jotiece Jyoti*a' 

obl.: joti$kemA l al, a4 

gen.: jotickiA l a3 

perl.: jotickentsaA2a4 

hake`now' 

hakeD2a1, b2 

hake'god' 

sg.gen.: naktentse3035a2 

sg.voc.: n"akta409b4, 1245b4 

pl.nom.: halal1167a1 

pl.obl.: n"aktem1167a2, b4 

nakciye'divine' 

m.sg.nom.: nakciyeA 1 a2 

fsg.nom: nakcya1245a2 

               n"ikcya1245a1 

nas• 'I' (personal pron.) 

sg.nom.: »isA2a1, D2a1, Elbl, Flb5; 

                                            409a4, b4, 1250b1, b3, 

                                          1611a2, 2995a2 

sg.obl.: nisF l b4 

sg.nom./obl.: PUS 3083b3 

sg.gen.: hiC 1 b3 

pl.gen.: wesam1513b3 

nask-'to desire' 

3.pl.prs.act.: naskem E 1 b5 

                   3.sg.pt.act.: hasp 1245b3, 3110a2 

hem'name' 

sg.nom.: hemB 1 b3, B2a4 

             sg.obl.: hemB2b4, C4b2 

sg.nomiobl.: hem1250b2 

hem klawissu`glorious' 

sg.nom.: hem klavisu C 1 b3 

hem klavissu C l b l , b2
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 nkek'just  now'D2a3 

nyas`desire' 

sg.perl.: PifissaE l b5, b5 

takar$ke`faithful' 

m.sg.nom.: takarckeD 1 b5 

tane`here' 

laneA1b4, b4, C1b5, Dlal, a2, 

                                         D2a4 

tneCla5 

tasala`?'1126a3 

ta-`to put, set' 

prs.part.mid.: tasemane Alal 

tak-`to be' 

2.sg.subj.act.: takatD2a4, 2995b1 

3.sg.subj.act.: täkamD2a5 

3.sg./pl.subj.act.: takam 1652.2b3 

1.sg.opt.act.: takoym2995a3, 3128a1 

1.sg.pt.act.: takawaD2b5 

3.sg.pt.act.: takaAlal, a2, a2, D2a5, 1513b1 

takane1250b3 

tap-'proclaim' 

2.sg.impr. act.: paccapa A 1b4 

tars-'to revile (?)' 

prs.part.mid.: tarsaskemane D l b1 

tam-'to be born' 

3.sg.opt.mid.: cmitarA2a3 

abstr.II: cmelne1652.2a1 

                     3.sg.pt.mid.: temtsateB2a4, 1513a5 

                    (K.) 'to beget' 

pt.part.m.sg.nom.: tetanma u B2a2 

tark-'to dismiss, emit' 

3.sg.opt.act.: tarkoyC3a3 

1.sg.pt.act.: cirkawame A2a1 

3.sg.pt.act.: cirkirneD2b1, 3035a1 

tal-(K.) `to carry' 

absol.: ceccalormernD 1 b2 

tinar`denarius'
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 sg.perl.: tinarrsaE 1 b5 

pl.obl.: tinariintaE 1 b3* 

tinarntaB2a3 

pl.perl.: tinarntasa E 1 b2 

tumem'thereupon'A l a4, b I,b3, b5, C 1 b4, D 1 b2, 

b4, D2a5, Elal, Fl al, 409a3, 

                                          b3, b5, 1126b3, 1250a3 

tusa'thus, thereby'B2b1 

tusaksa`thus'C3b2, Fla3, I167a5 

teki'disease, illness' 

sg.loc.: tekineA 1 a3 

teri'way, manner' 

sg.nom.: teriE 1 a4 

taisa'thus, so'B2a5, 1250a2, 1513a4, 

                                         1652.2b3 

tot'so much'D I b l, b4, E l b4, 1126b1 

totka'few, little'DIb2 

tmane'ten thousand'C3b1, Elb3 

trank-'to lament' 

3.sg.pt.act.: trbncanes D 1 b5 

tranko'sin' 

sg.obl.: trankoD l a5 

trenk-'to cling' 

abstr.Il perl.: trenkalnesa 1167a4 

pt.part.fsg.nom.: tetrenkusa 1245b2 

tremi'anger' 

pl.loc.: trememneD l b l 

trai'three' 

f.: taryaC2a5, 1513b5 

twe'you' (personal pron.) 

sg.nom.: tweA I b3, C4a4*, a5 

sg.perl.: cisaD 1 b3 

pl.nom.: yesF l a3, b4 

pl.nom./obl.: yesF 1 b5 

drc/ant'example, 

paragon' sg.nom.: dr./ant C3b3 

dhanike`Dhanika'

一216一



トカラ語Bの 「Avadana写 本」断片について

 obl.: dhanikemC l a5 

gen.: dhanikentseC 1 b2 

nano`again'Dial,  1250a5 

naki`error, fault' 

pl.obl.: nakanmaD2a2 

nask-`to spin' 

absol.: nanaskarmemA 1b2 

nak-'to disappear' 

abstr.II: nkelneD2b1 

nete`power' 

sg.nomJobl.: neteF l a l 

nemce`certainly'3128a1 * 

nemceksa`certainly'1126a3 

nervartz`Nirvana' 

loc.: nervamne2998b2, 3091b1 

nes-'to be' 

l .sg.prs.act.: nesau1611a2 

                2.sg.prs.act.: nes1250a4 

3.sg.prs.act.: nesam A I M, b4, C l a l, C2b2, C3b4 

1.pl.prs.act.: nesem D 1 a2 

2.pl.prs.act.: nescer Flb4 

3.sg.copula: steC 1 a2, a5, C4a5, Dial,  a2, 

1126b4 

star.D2b4 

ger.I: nesalleD2a1 

l.sg.impfact.: ,aiym 1245a3 

3.sg.impf act.: $aiB2b3, D 1 b3, El al, a4, 1167a3 

sey409a1 

3.pl.impf.act.: feyemne 1513a4 

Inf.: nessiD 1 b5 

nai'indeed'Dlbl, 3208b1 

no'but'A l b l , B l b l , b3, B2b2, C2a3, 

D 1 a5, b5, D2b5, F l a3, b3, 

F2a4, 1167b5, 2998a1 *, 

3091a2 

naunto*'street' 

pl.perl.: nauntaintsa A 1b4
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 naumiye'jewel' 

sg.nom./obl.: naumiye A l a 1-2 

natty'earlier'1513b4 

nautsaske`thread' 

sg.obl.: nautsaskeAl b2 

nrai'hell' 

               sg.loc.: nraineD2a2, a3 

nraige'prtng to hell' 

pl.f.obl.: nraigana D2a3 

panaktann"e`prtng to the Buddha' 

m.sg.obl.: pailaktamne F l b5 

panakte`Buddha' 

sg.nom.: panakte409b5*, 1167b5 

sg.obl.: pandkteB2b3, E 1 a5 * ,409b2, b4 

                                         1167b1, 1250b3* 

sg.gen.: pail" aktentse 2998b3 

patak'division of a verse' 

sg.obl.: patak1250b4 

patriweca`?'A2a5 

parki`retribution (?)' 

sg.obl.: parkiD2a3 

parccaukke'astray (?)' 

                sg.nom.: parccaukke D2b5 

palskalnege`prtng to thought' 

sg.obl.: palskalneme 409a3 

palsko`mind' 

sg.nom.: palskoDial 

                                           sg.gen.: palskontse409a1 

sg.loc.: palskone1250b3 

pl.obl.: palskontaD2b 1 

pake`retribution' 

sg.obl.: pakeA2a1 * 

pakri`obvious'A 1 a2 

pacer`father' 

sg.nom.: pacerA l a3 

sg.obl.: patarB 1 b2 

sg.all.: patarsD 1 b5
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 pask-•  `to protect' 

2.pl.impr.mid.: passatan Fla3 

pak-'to cook, ripen' 

pt.part.f.sg.nom./obl.: pepekwa 409b3 

                   (K.) 'to let cook (?)' 

m.sg.obl.: pepa/qo$B2b4 

peik-'to intend' 

3.sg.impf.mid.: paknagitar Fl b3 

1.sg.pt.mid.: pkamaiEl b 1 

park-'to ask' 

3.pl.prs.act.: preksemneD1b3 

parnanne'external' 

m.sg.gen.: parnannepiE l a3 

pal-'to praise' 

3.sg.pt.mid.: palateD 1 b3, b4 

palk'to see' 

absol.: palkormemAl b5, Dial,  1126b4 

palkamo'luminous' 

m.sg.obl.: palkamomA 1 b2 

palsk-'to think' 

3.sg.prs.act.: palskanamE 1 b4 

prs.part.: palskanamaneD2b1 

3.sg./pl.subj.act.: plaskam C3a5 

past`away' 

pastA l a4, D2a5, 3091b1 

pikwalanne'having [so-many] years' 

m.sg.nom.: pikwalanne1513b1 

pitak'collection of Buddhist works' 

pl.nom./obl.: pitakanta1513b5 

pinQlipal'a kind of missile weapon' 

sg.perl.: pin4lipaltsaB2b5 

pito'price, cost' 

sg.nom.: pitoA 1 b3 

sg.obl.: pitoA 1 b5 

sg.perl.: pitosaA 1 b3 

pitosaA 1 b3 

pintwat'alms'
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 sg.nom.: pintwatDial 

pis'five'1250a3 

puwar'fire' 

pl.perl.: pwarasaD2a3 

perne'stage, glory' 

sg.obL: perneFlb5 

pernemC2a4 

perneu'glorious' 

m.sg.nom.: perneuB 1 b5 

fsg.obl.: pernauntsai A l b1 

pelaikne'law' 

sg.obl.: pelaikneC 1 b2*,C2b3 

sg.nom./obl.: pelaikne 1250b4 

sg.perl.: pelaiknesa D 1 b5 

                   sg.loc.: pelaikneneC3a2, 1126a3 

pelkin`for the sake of 'El b5 

pets'husband' 

sg.gen.: petsantseA 1 b3* 

paiyye'foot' 

du.al l.: painesD 1 a5 

du.loc.: paineneD I b4, D2b3 

pl.perl.: paintsaD2a4, a5 

po'all'C 1a2, C2a5, C3a2*, a4, D l a2, 

b5, D2b2, Elb5, 409b4, b5 

potalake`Potal aka' 

nom.: potalakeB1 b3 

poysi'the all-knowing' 

sg.nom.: poyii409b2 

poysi3128a1 

poysin"ne`prtng to the Buddha' 

sg.obl.: poysimileC2a1 

sg.nom./obl.: poysim»e 409a5 

postiim'afterwards'A l a5 

pyapyo'flower' 

pl.obl.: pyapyaimE 1 a2 

pratirtz'decision' 

pl.obl.: pratintaC4b1
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 pradyote'Pradyota' 

nom.: pradyoteD1b3, D2b1, b2, b2 

obl.: pradyoteiirD2a1 

pra»k-`to restrain oneself 

                     3.pl.prs.mid.: prankentra 1126b3 

prutk-(K.) 'to fill up' 

pt.part.m.sg.nom.: peprutku A l.b3 

preke'time' sg.obl.: preke A la5, bl 

presciya/presciyo `time' 

sg.loc.: presciyaineA l a3, C2b5 

presciyaineA2a2, Elal 

presyaine Al b 1, B 1 b5, F2a4 

proskiye/prosko `fear'• 

                 sg.perl.: proskaisa409a1 

                sg.loc.: proskaineD2b3 

plant-`to rejoice' 

prs.part.: plontomane A 1 b2 

plank-(K.) `to sale' 

2.sg.impr.act.:'peplyanke A1b3, b4 

ploriyo*'a kind of musical wind-instrument' 

pl.obl.: ploryam1250a3 

plu-`to fly' 

                  3.sg.pt.act.: plyewsa C2a3 

bimbasare'Bimbasära' 

nom.: bimbasareA l a4 

bodhisatve'Bodhisattva' 

sg.nom.: bodhisatveFl a2, a2, a3, b3 

brahmane`Brahmana' 

sg.nom.: brahmaneA l bl, b4, b5, C4a2, 2981.7b2 

sg.gen.: brahmanentse A l bl, b3 

man"iye'servant' 

sg.nom.: maniyeElal 

manarko*`bank (of a river)' 

sg.perl.: manarkaisaF 1 a2 

mant'thus, so' mantB2a4, b3, C3al, a5 

mai,ntE l b2 

mante'upwards'1250a1
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 ma`not'A l a3, b4, b4, Cl?5, a5, C3a3, 

D I a3, bl, b5, D2a 1, a3, a3, a4, 

Fl b4, b4, 409a4, 1126b3, 

                                          1245a2, 1250b1, 1513b5, 1652. 

                                           2b2, 2995a2, a3, b3, 3128b2, 

                                       3208a2 

maka`many, much' 

makaAla4, C2a5, D1b3, D2a2, 

                                     3053b1 

makaD 1 b5 (maka ykne) 

manic-`to be inferior' 

1.sg.pt.act.: mankawa D2b2 

make`as, how'Alai, bl, B2a1, Clal, C2b2, 

C3a5, b4, 3110a3 

mask-`to (ex)change' 

inf.: maskassiC3a5 

mask-`to be' 

3.sg.prs.mid.: masketar 409a5 

3.pl.prs.mid.: maskentar 1513b3 

3.sg.impf.mid.: maskitar Albl, Bibl 

ger.I: maskelyeC2b 1 * 

mit-`to go' 

3.pl.pt.act.: maitar A l a5 

mene`month' 

pl.gen.: meiiams1513a3 

maiyyo/maiyya `power' 

sg.obl.: maiyyaD 1 b3, b4 

maut- (?)'to dedicate (?)' 

3.sg.pt.act.: mautane Ela2 

maudgalyayane `Maudgalyayana' 

nom.: maudgalyayane 116?b1 

mcuske`prince' 

sg.nom.: mcuskeB2b5 

sg.nom.: marpcuskeA 1 a3 

yaka`still, nevertheless' 1513a2 

yakne`way, manner' 

sg.obl.: yakneDial,  409a4*

一222一



トカラ語Bの「Avadana写 本」断片について

 sg.obl.: ykne D1b5 (maka ykne), 

D2a1 (stwara ykne) 

sg.perl.: yaknesaC3al, a5, 3052a1* 

yaknesaA2a3, I250a3 

yakwe'horse' 

pl.obl.: yakwempa409b1 

yarm'measure' 

            sg.obl.: yarmC3a3 

sg.loc.: yarmne1250b4 

yaltse`thousand' 

sg.: yaltseA 1b5 

pl.perl.: yaltsenmasa A l a5 

yasar*'blood' 

                sg.nom./obl.: yasarC4b3 

yat-`to be (cap)able' 

abstr.I I : yatalneA2a3* 

3.sg.pt.act.: yawA l a3 

3.pl.pt.mid.: yatante125082 

yam-'to do' 

3.pl.impf act.: yamagiyemne B2b2 

1.sg.pt.act.: yamagawa D2b5 

3.sg.pt.mid.: yamagate A 1 a4 

l.sg.subj.mid.: Ammar D2a3 

inf.: yamtsiAlb5, F1b3 

absol.: yamormemA l al, C2b1, 409a2 

Amor'deed' 

sg.nom./obl.: AmorC4a3 

sg.gen.: yamorntseA2al, C 1 a4 

sg.perl.: yamorsaF2b2 

yask-`to beg' 

3.sg.pt.mid.: yageite B2a1 

yanm-'to achieve' 

3.pl.subj.mid.: yanmantra 409b5 

yap-'to enter, set' 

ger.I: yanma.FleD 1 a3 

absol.: yaipormemD2a5 

yarpontage`prtng to merit'

一223一



荻原 裕敏

 sg.obl.: yarpontasseA l a2 

Yu-'to ripen' 

prs.part.: yumaneA l a3 

yus'soup' 

sg.obl.: yusB2b4 

yetwe'decoration' 

pl.obl.: yetwemF2b3 

yenme*'[city-]gate' 

sg.loc.: yenmeneE 1 a3 

yew-(K.) 'to bathe' 

absol.: yairormemA 1 b2 

yolo`bad, evil' 

m.sg.nom.: yoloF 1 a4 

yolme'pond, pool' 

sg.abl.: yolmememA l a l 

ynaktem'among gods' 

ynaktem1250b2 

inaktem1250a4 

ytarye'road, way' 

sg.perl.: ytarisaA 1 a5 

yparwe'first'1513a4 

ylainakte`Indra' 

sg.gen.: ylainaktentse • 3083a1 

yselmesse`prtng to sexual pleasure' 

fpl.ohl.: yselmessanaB l b4 

ysasse'golden' 

pl.obl.: ysassanaB2a3, El b2, b3 

ysape'near by'D 1 b3 

ysomo'completely'C l a2 

ra`also, like'D 1 a5, a5, D2a4 

raktsi'covering, mat' 

pl.obl.: raktsanmaB2b1 

raddhi'magic' 

sg.obl.: raddhi1167a5 

rano'also'D2a2, 1245a2 

ramt'like, as' ramt2995b2 

ramC2a3, D 1 b5
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 ramer`quickly'1513b4 

rirjagri *`Rajagrha' 

all.: rajagrisB l b3 

riik(K.) 'to extend (over)' 

3.pl.impfact.: rakriyemne B2b1 

rank-'to ascend' 

absol.: rarrkormemA 1 a2 

ram- (?)'to be content with (?)' 

                  prs.part. rmemaneD2b4* (rmermane) 

riiskare`roughly'D 1 a4 

riye'city' 

sg.nom.: riyeAlb4,B1b3 

sg.obl.: riC 1 b5 

sg.all.: risB2a1, 1167b2 

sg.loc.: rifleA lb 1 

rifleB 1 b3, F2a4 

reki`word' 

sg.obl.: rekiA2a1 

pl.perl.: rekaunasaD i b 1 

retke`army' 

sg.com.: retkempaD2a1 

raistrengthening particle Dial 

rohini'the constellation Taurus' 

obl.: rohinim2995b2* (him) 

lakle`pain' 

sg.obl.: lakleC4b2, D1 b5 

sg.nom./obl.: lakle3035a2 

lantunife'royalty' 

sg.obl.: lantumneB l b2 

lalam,cke'tender, soft' 

m.sg.nom.: lalam$keB2a3 

m.sg.obl.: lalamskemDIM 

                                             fsg.obl.: lalamskaiDI a4 

lal-'to make an effort' 

2.pl.prs.act.: lalascer F l b4 

pt.part.m.sg.nom.: lalalu Fla2 
Ink-'to cee'
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 2.pl.prs.act.: lkascerne D l a2 

inf.: lkatsiB2b3, D2b1 

3.sg.pt.act.: lyaka B2b4, E l a3 

lyakune1513a5 

absol.: lyelyakormem B2a2, 3110b1 

lank-(K.) 'to hang up' 

2.pl.impr.act.: plansone D1a3 

la-n-t-'to go out' 

3.sg.pt.act.: lacC3a2, D 1 b2 

pt.part.m.pl.nom.: ltuwes F 1 a2 

                   (K.) 'to let go out' 

2.sg.impr.mid.: plyatsarn" 1250b5 

lam-'to sit' 

                3.sg.pt.act.: lyamaD2b3 

pt.part.m.pl.nom.: lmos D 1 a2 

lu-`to send' l .sg.pt.act.: lywawa F2b2 

lent'monk's cell' 

sg.loc.: lemneD2a5 

lyakwanne'brilliant' 

m.sg.obl.: lyakwamneAlb2* (lyakwam) 

vastrapariksake * 'examiner of cloth' 

pl.obl.: vastrapariksakem A 1 b3 

visvakarme * Vigvakarman' 

all.: visvakarmems1167b4 

venuvam * Venuvana' 

obl.: venuvamB l b l 

loc.: venuvamneB2b3 

vairuclisse*`prtng to Lapis lazuli' 

f.pl.nom./obl.: vairuclissana 1167b5 

vaisalisse*`prtng to Vaisalr 

m.sg.nom.: vaisolyisseC l a2* 

m.pl.nom.: vaisalissiC 1 b4 

wakitstse'distinguished, excellent' 

sg.gen.: wakicepiA l b2 

war`or'1126a3, 1245a1, 1513a3, 

                                        2995a3 

wapantsa`weaver'
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 sg.gen.: wapamntsantse A 1b2 

warksal'power' 

sg.nom./obl.: warksalF l al 

sg.perl.: warksaltsaB2b5 

walo`king' 

sg.nom.: waloAla4, B2b4, Dial, a2, bl 

sg.obl.: lamntB 1 b2, B2b5 

lantaD2b2 

sg.gen.: !anteD 1 a3, a5, D2b1, 1250b1 

IantiD 1 b4 

sg.all.: lantas1245b4 

sg.abl.: lantamemB2a1 

pl.obl.: lantamC2a2 

walke'long [of time]'1513b5 

waaamo'friend' 

pl.gen.: wasmomtsD2a4 

waste'refuge' 

sg.voc.: wasta1250b5 

wastsi'clothes' 

pl.obl.: wassanmaD l a3, b2 

wap-`to weave' 

absol.: wawaparmemA 1 b2 

watk-(K.) `to command' 

3.sg.pt.act.: AtkaA 1 b5 

yatkaneB2a3, 3110a2* 

wantare`thing, affair' 

sg.loc.: wantareneC l a5 

pl.nom.: wantarwa409b5 

warp-`to enjoy, receive' 

3.pl.prs.mid.: warpnantra C 1 a4 

pt.part.m.sg.obl.: warpo, I 167b1 

was-`to dwell' 

1.sg.subj.act.: w,ciyau D2a5 

wik-(K.) 'to drive away' 

3.sg.prs.act.: wiklis$am 1126a3 

we-`to speak' 

3.sg.prs.act.: wessamA l b5, D1 a2, b 1, D2b3, b4,
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 F l b3, 2981.7b2 

wegamnes A 1b3, D2a4 

3.pl.prs.act.: weskem D 1 a2, a5 

3.sg.pt.act.: wenaDI b5, F2a5, 409a4, b4, 

                                        1245b4, 1513b2 

wenaneD2b5* 

wenanes409b3 

3.pl.pt.act.: wendrenes 1250a4 

weta*'battle' 

            sg.obl.: wetaD2a2 

              sg.loc.: wetaneD2b2 

wer*'hatred' 

           sg.obl.: werD2a2 

were'smell' 

sg.com.: werempaA 1 b2 

werpiskatstse 'gardener' 

sg.nom.: werpiskatstse E l a l 

sg.gen.: werpiskaccepi E l a l 

wertsiyalwertsiyo'assembly' 

sg.nom.: wertsiyo2995b2 

sg.obl.: wertsiyaiC2a5 

wesenna'voice' 

sg.nom.: wesemna3052b1 

waipecce`possession(s)' 

sg.perl.: waipeccesa A l a5 

pl.obl.: waipeccenta1250b1 

waipeccme`prtng to possessions' 

sg.obl.: waipeccege A 1 a4 

waipeccetstse * 'having possessions' 

sg.nom.: waipeccetstse B2a4 

waiptar'separately'A l a5 

waiptesa`separately'C l a5 

wrattsai'against'E l a3, D2b3 

wra$ce*'prtng to water' 

f.sg.obl.: wragaiA 1 a5 

sak'ten'C3b1, Elb3 

sakato*'stick'
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 pl.perl.: sakiitantsaDla2, a4 

sakkenne'belonging to the Sakya family' 

m.sg.nom.: sakkemiine1126a2 

lam'wife' 

sg.nom.: sanaA 1 b2, C l a3 

sg.obl.: sanoA l b l, B l b4 

samaske`boy' 

sg.nom.: samaiskeB2a3 

sg.obl.: samaiskemB2a2 

sarak*'undergarment' 

sg.obl.: sarakD1 a4 

sariye`upper-, over' 

sg.obl.: sariyeA 1 a2 

sg.obl.: sariyeB2b4* 

sale`likewise, with' 

. aleC4a4, 1167a5 

sleC2a2, 1167b4 

samne'human' 

m.sg.nom.: samneA l a2 

sariputre`Sariputra' 

nom.: thriputre1513a1 

all.: sariputrems1513b2 

sast&`(sacred) book' 

sg.loc.: SastarneClal, C2b2,C3b4 

sanm-'to bind' 

3.pl.pt.act.: sanmyarne D l a4 

saige'world, people' 

sg.obl.: saicce2995a2 

saumo'person, man' 

sg.gen.: iommontse1250b2 

pl.obl.: samna1167a1 

saulage*`prtng to life' 

f sg.obl.: saulas.yaiD2b3 

saulatse *'living' sg.nom.: saulatse D 1 b2 

ske'close by'1513b2 

icire'harsh, hard' 

m.sa.obl.: iiremA2a1
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 f.pl.obl.: scironaDlbl 

stwer four' 

f. stwariD2a1 (stwara ykne) 

stwaratse'fourfold' 

f.sg.obl.: stwaratsai 409b2 

spalmerp`excellent'A l a4, b2,b3, El b4 

sravasti`ravasti' 

nom./obl. : sravasti2998b1*, 3091 al * 

sre$/hi`(chief) merchant' 

sg.nom.: sre$/hiC3a1 

sronako/ivirpse `Sronakotivirp§a' 

nom.: sronako/ivimse B2a4 

slek'likewise, with'C l a3 

swatsi'food' sg.obl.: swatsi B2b4 

swassiClbl 

$an'own'409a3, A l al a2, b3, D2a5. 

                                          C2b1, B2al, b3 

$anmirske *'young novice' 

pl.perl.: $anmirskarpntsa C3b3 

$amanne`monkhood' 

sg.gen.: $amarpnentseDial 

$amane'monk' 

sg.nom: $amaneD 1 b2, 1126a2, bl 

pl.gen.: $amanerpts 3053b1 

$ar'hand' 

du.nom./obl.: $arne2995b1 

du.obl.: $arne3083b3*, 3110a2 

$ukt'seven' 

$ukt1652.2a1 

$e one' 

fsg.obl.: sanaiE l b5 

$ertwe *'instigation' 

pl.perl.: $ertwentsa B 1 b2 

$esa'together'A l b l , C 1 b3 

$eske`alone, only' 

m.pl.nom.: $eski1513b2 

$kas six'
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 ckass1126b1 

,cpane'sleep' 

sg.nom.: cpaneD2b4 

                 sg.obl.: .paneD2b1, bl, 3035a1 

cpa`and' 

$paA l a4 

,cpA l a3, C 1 a3, 1126a3 

,apaDi al 

$C3a2, C4a4, Dla3, bl, b2, 

D2a1,a4,Ela2,Flb4, 

3091b1 

sakwa'happiness' 

sg.nom.: sakwaD 1 b5 

saksartse`be in a dream' 

                 m.sg.nom.: saksartse D2b1 

sankram'monastery' 

sg.loc.: sankramneB 1 b l , C2b5, D 1 b4 

sanat`controlled' 

samiiirt2995a2 

sanunne`enmity' 

sg.obl.: sanumlieD2a2 

sabrahmacuri * 'fellow-student' 

pl.obl.: sabrahmacurinta D2a4 

sampdem.pron. 'that' 

             n.sg.obl.: tamA2a3 

sark*'back (of the body)' 

sg.abl.: sarkamemD l a3 

saswe'lord' 

sg.voc.: saswaD 1 a2, a5, D2b4, 3083a2 

sukre*`blissful, happy' 

sg.obl.: si kreF2b2 

sank`Budddhist community' 

sg.nom.: sankC3a4 

sg.com.: sankampaC 1 b3 

sg.loc.: sanneC3b2 

samtke'medicine' 

sg.gen.: samtkentseB2a3
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 pl.perl.: samtkentasa A 1 a3 

samp-'to take away' 

3.pl.pt.mid.: sampanten 1513a2 

sarane`Sarana' 

nom.: saraneD 1 b2, D2b4 

obi.: suranerl!D2a2* 

sal-(K.) 'to throw' 

pt.part.m.sg.nom.: $eccalu B2b3 

sguwerske'little boy' 

sg.nom.: sasuwerskeD 1 b5 

sudem.pron. (anaphoric) 

m.sg.nom.: suA l b1, B2a3, C3al, a3, a4, 

                                           C4a2, D1b4, 409a5, 1513b5, 

                                         3091a2 

suAIa2,bI,Blb4, 1126a2, 

1250a3 

m.sg.obl.: ce„1250a2 

cewAlbi 

cauA 1 a4, b5, C l a5, C2b5, DI b5, 

                                            b5, D2a5, F2b2, 409a2, 

1126b4 

m.sg.gen. cwiA l a2, a3, a5, b3, C3b1, F1b2, 

1126a5, 1611b2 

m.sg.all.: cauiD 1 b5 

m.pl.nom.: caiF 1 b3, 1126b3, 1513b3 

m.pl.obl.: cep1652.2a1 

f.sg.nom.: sa„A1bl, C2a5, F2a5, 1513a3 

fsg.obl.: tauA2a2, E1a3, F2a4 

tawAlaS, Blbl, b3 

f sg.gen.: lay1245b3 

fsg.com.: lawampaA l b 1, B 1 b4 

n.sg.nom.: titC2b2, C3b4 

n.sg.obl.: tuA I b3, b3, 1513a4 

n.sg.nom./obl.: tukB2a5 

             n.sg.obl.: tukC2a5 

n.sg.com.: tumpaA l a l 

subhadre Subhadra'
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 nom.: subhadreA l a3 

gen.: subhadriA 1 a4 

suwo`pig' 

               sg.loc.: suwane1513a1 

sedem.pron. 'this' 

m.sg.nom.: seD 1 b3, b3, D2b4, E 1 b4 

m.sg.obl.: ceB2b1, C2a1, Ela3 

m.sg.gen. cwiAlbl, b3,A2a1, CIa3, D2a3, 

El al 

fpl.nom./obl.: toyF2b2 

n.sg.nom.: teB2a4, C3al, Elb2, a5 

n.sg.obl.: teClbl, 409b4 

n.sg.gen.: tentseD2a3 

sekwe'pus' 

                 sg.nom./obl.: sekweC4b3* 

semdem.pron. 'this' 

n.sg.obl.: tapE l b 1 

saim'refuge' 

             sg.voc.: saim1250b5 

somske'[dear] son' 

sg.voc.: somikaD2b4 

soy'son' 

sg.nom.: soyC 1 a3 

sg.perl.: soysaD 1 b4 

sorromp down' 

sorromD 1 b4 

skai-`to strive' 

prs.part.: skainamane A 1 a3 

ger.I: skainalleC3b2 

sklok'doubt' 

sg.obl.: sklok409a1 

skwasce`prtng to good fortune' 

sg.m.obl.: skwassseC2a3 

stank*'palace' 

sg.perl.: stansaA 1 a2 

stam-'to stand' 

pt.part.m.pl.nom.: stmo$ 1167a1
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 snaf'without'A1a4, a5, C2a3, D1a5, a5, bl, 

b3, E1 a2, b3, 2981.1a2 

snaitstse`poor' 

m.sg.nom.: snaitseA l b l 

spaktanike*`servant' 

                 pl.nom.: spaktaniki1513b3 

spark-'to disappear' 

                 abstr.II: sparkulize409b5 

sphariraae *'crystalline' 

fpl.nom./obl.: sphariragana 1167b5 

sruk-'to die' 

3.sg.pt.act.: srukaA 1 a4 

absol.: srukormemA 1 a4 

tsaemphasizing particleD2a4 

tsak'to glow' 

3.sg.opt.mid.: tsnsitar3052b1 

tsak'to burn' 

1.sg.subj.mid.: tskemarD2a3 

tsank-'to (a)rise' 

1.sg.prs.mid.: tsenkemar D2a1 

3.sg.pt.act.: tsankaC2b1 

pt.part.f.sg.nom.: tsankausa 2998a2 

tsiim-(K.) 'to cause to grow' 

inf.: tsamtsiF2b2 

tsuwai'towards, up to 'B 1 b2, b2 

tsere-r"rrr-'to deceive' 

3.pl.prs.mid.: tseremn"entarn 1250a5
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[動詞表]t

本稿で扱った 『Avadaria写本』断片にはMalzahn(2010:517-1000)で 指摘 されていない語

形や訂正を要す る語形が確認 された。既にこれ らについては説明済みであるが、読者の便

宜を考慮 し以下に列挙する。なお、断片の表示方法は先の ㎞dexと 同様である。ただ し、語

根の語義や形態の解釈が暫定的な場合、疑問符を付 している。

 ar- `to leave, give up, abandon' 

3.pl.prs.mid.: arsentra DI b2 

aid- (K.) 'to teach' 

1.sg.prs.act.: aklaskaune DI a3 

kary- ̀ to buy' 

1.sg.prs.mid.: karnaskemarne Elb2 

3.pl.subj.mid.: karnantra A1b3 

kau- ̀ to destroy, kill' 

2.sg.prs.act.: kaustane D l b l 

tam- (K.) 'to beget' 

pt.part.m.sg.nom.: tetanmassu B2a2 

lark- 'to dismiss' 

1.sg.pt.act.: cirkawame A2a1 

3.sg.pt.act.: cirkane D2a1 

tars- `to revile (?)' 

prs.part.mid.: tarsaskemane DI bl 

trenk- ̀ to cling' 

abstr.1I: trenkalnesa 1167a4 

nask- ̀ to spin' 

absol.: nanaskarmem A 1 b2 

pask- ̀ to protect' 

2.pl.impr.mid.: passatan Fla3 

pak- 'to intend' 

3.sg.impfmid.: paknassitar Flb3 

1.sg.pt.mid.: pkamai E l b 1

maut- (?) 'to dedicate (?)' 

3.sg.pt.act.: mautane E l a2 

yat `to be (cap)able' 

3.sg.pt.act.: yata A 1 a3 

 3.pl.pt.mid.: yatante 1250a2 

yar- (K.) ̀ to bathe' 

absol.: yairormem A I b2 

rak (K.) 'to extend' 

3.pl.impf act.: raks yemne B2b1 

ram- ̀ to be content with (?)' 

prs.part.mid.: rmemane (?) D2b4 

la-n-t- (K.) ̀ to let go out' 

2.sg.impr.mid.: plyatsarfi 1250b5 

WO- ̀ to weave' 

absol.: wawaparmem A 1 b2 

sal- (K.) ̀ to throw' 

pt.part.m.sg.nom.: sessalu B2b3 

tsank 'to (a)rise' 

1.sg.prs.mid.: tsenkemar D2a1 

tsere-nn- 'to deceive' 

3.pl.prs.mid.: tseremnentarn 1250a5 

tsak- ̀ to glow' 

3.sg.opt.mid.: tsasitar 3052b1

'Mal
zahnに よる動詞 リストの目的が全ての語形を列挙する事にない点は、リス トに対する説明に指摘され

ている通りである。
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図1:THTll65+THT1548　 recto/verso
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図2:THT1166+THT2976　 recto/verso 図3:THT1253+THT3056　 recto/verso
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図4:THT1285+THT1507+THT1680+THT2981.

　　　　frg.1+THT3054　 recto/verso
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図5:THT1249+THT1681+THT2981.frg.6

　　　　recto/verso
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図 6:　THT1168+THT3034　 recto/verso
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図7:THT1554+THT3112　 recto/verso 図8:THT2996+THT2999　 recto/verso
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 The "Avadana manuscript" in Tocharian B

OGIHARA Hirotoshi

Keywords: Tocharian B, the "Avadana manuscript", Jyotiska-avadana, Sarana

                          Abstract 

In this paper I introduce those Tocharian B fragments kept in the Berlin collection that could belong 

to one and the same manuscript. Except for the quotation of some verbal forms, most of them have 

been left unpublished. Given that these fragments give avadanas or jatakas, this manuscript will be 

called the "Avadana manuscript" here. The following criteria will be used to decide which fragments 

should belong to this manuscript:

[1]:  Paleography of the Brahmi script

[2]: the size, the usage of horizontal rules, and the spacing between them

The main focus will be given to THT1165, THT1166, THT1249, THT1285, THT1507, 

THT1548, THT1680, THT1681, THT2976, THT2981 and THT3054. On the basis of my research, 

they can be joined to each other directly, and it is possible to reconstruct four folios of the same 

manuscript, namely [a] THT1165 + THT1548 and THT1166 + THT2976, [b] THT1285 + THT1507 

+ THT1680 + THT2981.frg.1 + THT3054 and THT1249 + THT1681 + THT2981.frg.6. Thee join of 

them enables us to identify [a] as the Jyotiska-avadana and [b] as the Sarana given as the 65th 

chapter of the Kalpanamanditika in Chinese and Sanskrit or the 89th story of the Karmasataka in 

Tibetan. As far as I could identify, the "Avadana manuscript" can be reconstructed as follows:

[Fragments of which content or the position in the manuscript was identified] 
-THT1165 + THT1548 [folio <43>], THT1166 + THT2976 recto: Jyotiska-avadana 

-THT1166 + THT2976 verso, THT1556: Sronako/ivimsa-avadana 

- THT1253 + THT3056: Dhanika-avadana 

-THT1551 [folio<187>], THT1683 [folio<190>], THT3124 (?): (?) 

-THT1285 + THT1507 + THT1680 + THT2981 .frg.1 + THT3054: Sarana 

THT1249 + THT1681 + THT2981.frg.6 [folio <287>]: Sarana 

- THT1168 + THT3034: Padmah 

 - THT1554 + THT3112: Kacchapa jataka (?) 

 - THT2996 + THT2999: (?)
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[Unidentified] 

 THT409, THT1126, THT1167, THT1245, THT1250, THT1513, THT1611, THT1652.frg.2, 

THT2981.frg.7, THT2995, THT2998, THT3035, THT3052, THT3053, THT3083, THT3091, 

THT3110, THT3128, THT3208, THT3237

      However, the style of the Tocharian B version indicates that they should be an adaptation 

of these stories in the Tocharian Buddhism. It is also worthy of notice that no compilation in Sanskrit 

of avadanas or jatakas is known which has the same stories as the "Avadana manuscript" in 

Tocharian B, a fact which suggests the possibility that the "Avadana manuscript" was compiled 

within Tocharian Buddhism or was based on a lost compilation in Sanskrit. The "Avadana 

manuscript" could reflect how Tocharian Buddhism accepted the Buddhist literature transmitted 

from India.

(おぎはら ・ひろとし 中国人民大学国学院)
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